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　　　第一章　疑念のコンプレックスチェーン







　これは交流学校が終わり、ブレアが転入学手続き中の出来事だ。




　うぅ、どうしてこんなことになってしまったんですか……っ!?

　午後の実技訓練終しゆう了りよう後。夕日が空を朱しゆ色いろに照らし出す、Ｅ６０１小隊室の中。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科一年──ユーリ・フロストルは難しい表情を浮うかべていた。そんな彼女の視線の先には、窓まど際ぎわの席に集つどうミソラたちの姿がある。

　ミソラは仲間たちとともに、窓際前方のリコの席に集まり囁ささやき合っている。ちょうど廊ろう下か側後ろのユーリの席とは対角線上だ。

　まるでユーリを会話に加えないかの如ごとく。ミソラ、リコ、レクティの三人でお互たがい貌かおを寄せ合って、ひそひそひそひそ。一体何の話し合いをしているか定かではない。だが、ユーリを会話に加えたくはないらしい。そのことだけは確かだ。

　先日からユーリとミソラたちの間に、少しぎこちない距きよ離り感が存在していた。

　困こん惑わくするユーリはとある疑ぎ惑わくを抱いだく。

　も、もしかしてわたしって嫌きらわれてるんですか……っ!?　交流学校の一件で、Ｅ６０１小隊の一員になれたと思ったのに……

　ちょうどそのとき。校内放送が流れ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーがユーリを呼び出していた。だが、その放送はユーリの耳には入っていない。

　そのことに気づいた紅あかく艶つややかで長い髪かみの少女──ミソラ・ホイットテールが指し摘てきする。

「あの……ユーリさん。呼び出しがかかってますよ！」

「えっ？　……あっ、ありがとうございます」

　ぎこちない表情を浮かべたユーリが眼めを細め、また三人だけのひそひそと会話を再開したミソラたちを見る。耳を澄すまし、全神経を注ぎこんだが、会話の内容までは聞き取れなかった。

　はあーと、内心でため息を吐つくユーリ。

　交流学校を経へて数日。実技訓練終了後は、ずっとこんな具合なのだ。ミソラたち三人はいそいそとリコの席へ集まる。そして、こそこそと密談を行う。

　視線を感じたのだろう。まるでビーナス像のように美しい少女──リコ・フラメルが囁くのをやめ、椅い子すに座ったままユーリへ貌を向けた。

「どうしたんだ？　そんなにじろじろとこちらを見て？　まあわたしに見み惚とれるのはわかるがな」

　リコの言葉に、ユーリは沈ちん黙もくする。

　ユーリとミソラたちとの間にあるよそよそしさに、心当たりがないわけではない。ユーリは本科一年生で、ミソラたちは予科二年生。学年が二つも離はなれている。それにユーリは特務小隊ロイヤルガードの所属であり、《ミストガン》で憧しよう憬けいの的まとでもある。

　もしかしてそのことが、ミソラたちとの距離感を作る原因になっているのではないか。

　小隊室には、教官であるカナタの姿もあった。だが、彼は教きよう卓たくで教官日誌を書くのに忙いそがしく、一連の流れに気づいていない様子だった。

「あのぅ……ユーリさん。呼び出しがかかっていますけど、行かなくて大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハに声をかけられ、ユーリははっと我に返る。

「……そうですね。では、お言葉に甘えて失礼させていただきます」

　後ろ髪を引かれるような思いに駆かられながら、ユーリはしぶしぶ呼び出しへと応じることにする。

　何が距離感を作る原因か。特定できていない。

「「「お疲つかれさまでした───っ！」」」

　気づいたミソラたちが元気よくユーリに挨あい拶さつをし、送り出してくれる。

　困惑した表情を浮かべ、ユーリは小隊室をあとにした。







　翌朝。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年Ｃ組教室。

　日課であるクロエとの特務活動の打ち合わせをし終えたときのことだ。カナタが自分の席から、ユーリを手招きしてきた。机には眠ねむ気け覚ざましだろう、缶かんコーヒーが置かれている。

「どうしたんですか？」

　尋たずねると、カナタは唐とう突とつに切り出した。

「なあユーリ、お前って今週末用事ある？」

「いえ、空あいてますが。……それがなにか？」

「そっか。ならちょうどいいや」

　ニヤリとカナタが笑った。

「週末の午後は空けといてくれねーかな。ちょっと買い物があるから付き合ってくれよ」

「いいですけど……」

　カナタから週末に誘さそわれるなんて久しぶりだ。諸事情によりここ半年は一度もなかった。それ以前は、休日に彼と一いつ緒しよに鍛たん錬れんに励はげんでいたものだ。かつての間あいだ柄がらに戻もどれたようで、ユーリは内心小こ躍おどりして喜んだ。

「なら、そのあとはわたしの自主練習に付き合ってもらえませんか？」

「うーん、何時頃ごろまでやんの？」

「もちろん、日が暮れるまでです！」

　久しぶりに、カナタにみっちりと指導してもらいたい。

　だが、ユーリの言葉を聞いた途と端たん、カナタは即そく答とうする。

「あ、そりゃダメだ」

「？　どうしてですか？」

「うーん、遅おそくなると都合がわりーんだ。予定があるんだよ」

「……なんの予定ですか？」

「まあ、予定は予定だ」

「それ説明になってませんけど……」

「ま、そういうもんなんだよ。……つーことで、伝えたからな。当日はそうだな、午後三時ぐらいに、いつものアイスクリームの屋台の前で待ってろよ。時間見て俺も行くからさ」

　疑問を抱きながらも、ユーリがカナタの席をあとにしようとしたときだ。ふと思い出したかのようにカナタが声をかける。

「そういやさユーリ。お前、Ｅ６０１小隊に入ってけっこう経たったけど、なんか問題とかある？」

　途端に、ユーリの貌が強こわ張ばった。

「ど、どういう意味ですか……っ!?」

　まさかわたしが、この小隊に馴な染じんでいないことに気が付いているんですか……っ!?

「いや、特に意味はねーけど。念のために確認しただけだよ。ほら、これでも一応俺って教官なんだし」

「……………………」

　少なくとも、カナタの前で情けない姿を見せたくない。悩なやみ事を相談できずにいたユーリが気まずげに貌を歪ゆがめる。

「ん？　なんかあるのか？」

「い、いえっ、特には……」

　訓練も上う手まくいっているし、ミソラたちとの連れん携けい精度も上がってきている。

　微び妙みようなぎこちなさも、もしかして自分の勘かん違ちがいかもしれないし……

「ま、問題ないようならなによりだな。……ほらお前ってさ、肩かた肘ひじ張はりすぎて上手くいかなくなるときってあるじゃん。苦にがいものが嫌いなのに、我が慢まんしてコーヒー頼たのんでみせたりとかさ」

「そ、そんなことありません！　わ、わたしはコーヒー大好きですしっ！」

　再度図星を指される。思わず前のめりになり、ユーリは主張した。だが、カナタは冷静に対応する。

「あっそ。ならこれ飲む？」

　カナタが机の上に置かれていた缶コーヒーを差し出してきた。プルタブが開いている。手に持った重さから察するに、中身も半分ほどしかないだろう。

「えっ!?　わ、わたしがカナタ先せん輩ぱいのコーヒーをですか……っ!?」

　ど、どうしようっ!?　コーヒーは大だい嫌きらいだけど、このコーヒーはカナタ先輩の飲みかけのもの……っ!?　ごくり、とユーリは生なま唾つばを吞のんだ。つまり……これは間接キスの好機チヤンスということに──

　意を決してユーリがおもむろにコーヒーを飲もうとする。だがその瞬しゆん間かん、さっとカナタが缶コーヒーを取り上げる。

「こら、無理すんじゃねーよ」

　それからカナタがぐいっと一口呷あおる。と、無念そうにユーリが肩かたを落としているのに気づいた。

「どうしたんだよ？　そんながっかりして？」

「が、がっかりなんかしてません……っ！」

「でも、がっかりした貌してんじゃんか」

「し、してません！　……今日はこれで失礼させていただきます！」

　結局感情に身を任せ、ユーリはその場をあとにする。そのため、ミソラたちとの『ぎこちなさ』の件については相談できなかった。







　そして──週末の朝。

　アルテミア寮りようの一室でユーリはいつものように眼を覚ました。規則正しい生活を入学してからこのかた心がけている。食堂で手早く朝食を済ませ、次は洗せん濯たくと室内の掃そう除じ。それが休日の日課だ。平日の大半の時間は学校で過ごしているはずなのに、どうして室内が乱れてしまうのか不思議に感じる。

　日課を終えると、時間は午前十時過ぎ。カナタとの約束が午後三時頃だから、まだ時間に余よ裕ゆうがある。談話室で時間でも潰つぶそうかと、廊ろう下かを歩いていたときのことだった。

「あれ、ユーリさん。おはようございます」

　メモを片手に廊下を歩くミソラと出くわした。

「ええ、おはようございます。ミソラさん」

　制服姿のミソラへ挨拶を返す。と、ユーリはミソラの胸むな元もとのリボンの均整バランスが取れていないことに気づいた。

「タイが乱れていますよ。急ぐのは結構ですが、身だしなみは整えなくては」

「えっ!?　そ、その……あ、ありがとうございます」

　慣れた手付きでミソラのタイを直すと、ミソラが一いつ瞬しゆんきょとんとし、そのあと尊敬の眼まな差ざしを向けてきた。これでもユーリは憧あこがれのお姉さんとして下級生から定評があるのだ。

　と、ミソラの手からメモが零こぼれ落ち、床ゆかへとひらひら舞まい落ちる。

「あ……っ!?」

「ああ、いいですよ。わたしが拾います」

「そ、それは……っ!?」

　慌あわてて拾おうとするミソラを制し、ユーリがメモを拾い上げる。そのとき、ふとメモの内容が眼についた。

「ベーコン、レタス、アボカド、ナス、小麦粉、オリーブオイルに……」

　それは、大量の食材の名めい称しようと分量が書かれたリストだった。

「ずいぶんと大量の食材ですね。まるでパーティーでも開くみたいです」

「い、いいい、いったい何の話ですか……っ!?」

「そんなに慌ててどうしたんです？」

「いえ、なんでもないです……っ！」

「それにしても、本当に多い買い出しですね」

　つぶやき、ユーリは閃ひらめいた。今日は時間に余裕がある。せっかくだから、空き時間を利用して、ミソラさんの買い物のお手伝いをすればいいのでは？　──もしかしたら、ミソラさんともっと仲良くなるチャンスかもしれない。

「ねえミソラさん。わたしが買い物を手伝いますよ」

「えっ!?　わ、悪いですよユーリさん。せっかくのお休みなんですし」

「かまいませんよ。むしろ、ぜひ手伝わせてください」

「で、でも申し訳ないし……」

　敬して遠ざけるとでもいうのだろうか。遠えん慮りよするミソラに、ユーリは丁てい寧ねいかつ確固としてお願いをした。ミソラは頑かたくなに断り続けていたが、ユーリのお願いを断り切れず、やがて根負けして首しゆ肯こうすることとなった。







　都市郊こう外がいに設もうけられた大型のショッピングモール。

　アミューズメント施し設せつから衣料品、生せい鮮せん食品を扱あつかう店まで幅はば広ひろい種類のテナントが入居している。ここなら書いてあるものが全部揃そろうとユーリから教えられ、ミソラとユーリは一階の生鮮食品売り場で食材を調達していた。

　メモを片手に売り場を歩くユーリと、カートを押しながら品定めするミソラ。食材のよしあしやお店の情報などをユーリがアドバイスしている。

「あ、そっちの奥のお野菜の方がいいですよ。手前のは傷いたんでますから」

「そ、そうなんですか……っ！」

「ええ。それとここだけの話なんですけど、この店のお惣そう菜ざいにだけは手を出さない方がいいです。賞味期限切れの食材を、お惣菜にして賞味期限を延長させてますから」

「えっ!?　そんな手口があるんですか……っ!?」

　戦せん闘とう力だけではなく、生活力にもユーリは長たけている。

「ユーリさんって詳くわしいんですね」

「たまにここで買い物しますからね。あと、ここの卵はお得なんですよ。休日は客を呼び込むために平日より二割も安くなるんです」

　ますます尊敬の眼差しを向けるミソラに、ユーリはにっこりと笑みを返した。

　その後も会話は弾はずみ、愉たのしく買い物を続ける。

　少なくとも、一いつ緒しよに買い物をしている時間には、例の距きよ離り感は存在しなかった。やっぱり、気にしすぎだったのかもしれない。そんなことを考えながら会計を済ませ、食材を袋ふくろ詰づめする際のことだった。

「あ、あの……ユーリさん」

「？　どうしたんですか？」

　なにやらミソラの様子がおかしい。ユーリと視線を合わせられず、もじもじと身をくねらせ俯うつむいている。

　ミソラがたどたどしく告げた。

「ユーリさんと一緒に今日買い物したこと……み、みんなには……だ、黙だまっておいてくれますかっ？」

「みんなって……誰だれのことですか？」

「あのなに考えているかわからない教官と、リコとレクティです……」

　言ったきり、ミソラは気まずそうに俯き、口を噤つぐんだ。しばらく待ったが、理由を説明しようとはしない。

　ユーリが黙もつ考こうして、状じよう況きようを整理する。

　カナタ先輩とリコさんとレクティさんに内ない緒しよにしておきたい……？

　ミソラの言葉を裏返すと、自分と一緒にいることが発バ覚レると不都合があるということだろう。

　ここ数日のぎこちなさとつながりがあるのだろうか。

　考え込むユーリに、ミソラが懇こん願がんする。

「ダ、ダメですか……っ!?」

「それは別にいいですけど……。でも、どうしてですか？」

　次の一言は致ち命めい的だった。

「詳しい事情は言えないんですけど、ユーリさんと一緒に買い物したことが発バ覚レるとあいつらにどやされるかもしれないんです！」

　自然体の表情を装ったまま、ユーリが凍こおりついた。

　えっ!?　わ、わたしと一緒にいたらどやされるんですか……っ!?

「どうかしたんですかユーリさん？」

「い、いえ。な、なんでもないです……っ！」

　どうして!?　と思わず声に出したくなるのを、ユーリはぐっと堪こらえた。まさか自分のことを尊敬する後こう輩はいの前で、取り乱すわけにはいかない。

　表面上は先輩の威い厳げんを保ちつつも……ユーリの頭の中では、ぐるぐると乱雑に思考が渦うず巻まき、混乱状態に陥おちいってしまう。

　わたしと一緒にいたら、どやされるっ!?　それはつまり……わたしと一緒にいることが問題ということで、これでも先輩として恥はじない振ふる舞いを心がけていたのに、それが裏目に出たんでしょうか……っ!?　そ、そういえば、こうやって人を遠ざける苛いじめがありましたよね。たしか前に住んでいた浮ふ遊ゆう都市ではこういう嫌いやがらせのことを……こ、これはまさかユーリ菌きん……っ!?

　ユーリの脳内で一つの可能性が浮うかび上がった。

　人の名前に菌をつけ、バイ菌扱あつかいする嫌がらせだ。周りの子供たちは遊び感覚で面白がっていたが、それで済まないことだって往々にしてあるのだ。現に自分はこうして、疎そ外がい感を抱いだいているではないか。

　いや、ここからわかっていってもらえばいいんだ。誠意を持って接すればいい。

　気を取り直したユーリが、申し出る。

「……わたしがその袋を持ちますよ」

　ユーリが気を利きかせ、ミソラの代わりに買い物袋を持とうとする。だが、

「えっ！　そ、それは絶対にだめです……っ！」

　なにやら差し迫せまった表情で拒きよ絶ぜつされ、

「ユーリさんにこの袋を持たせるわけにはいきませんっ！」

　さっとミソラがビニール袋を持った手を引いた。

　にこやかな笑みを浮かべたまま、ユーリの表情が再び凍りつく。

　やっぱりユーリ菌扱いされている……っ!?　ユーリは確信を深める。きっとわたしと一緒にいた事実が露ろ見けんすると、今度はミソラさんが、ミソラ菌扱いされちゃうんだ……っ!?

　取り乱したユーリの脳内で、ユーリ菌説が有力になっていく。

「そ、そのユーリさん。今回の件なんですが……」

「わ、わかりました。わたしとミソラさんだけの秘密に……」

　そんなときふと声がかかった。

「？　なにが秘密なんだ？」

　ユーリとミソラの視線が、突とつ然ぜんの乱入者であるリコへと注がれる。

　彼女は大きな紙袋を二つも抱かかえていた。

「リ、リコっ!?　なんであんたがここのショッピングモールに……っ!?」

「わたしも買い出しだ。そんなことより、キミはとっととレクティのもとに……むっ！」

　ユーリの姿を認めた途と端たん、リコが口を噤んだ。

　そのあとリコは咎とがめるかのようにミソラを睨にらみつける。

「まさか手伝わせたのではないだろうな？」

「そ、そんな失礼なことするわけないじゃないのっ！」

　はっきり否定したあと、ミソラがぼそぼそと告げる。

「……て、手伝いの申し出を、上う手まく断れなかったことは認めるけど」

　なおも懐かい疑ぎ的な眼差しのリコに、ミソラが必死で弁明し始めた。

　その間、ユーリはしみじみと痛感していた。ここでミソラさんがわたしと一緒にいたことが発覚すると、ミソラ菌扱いされるのだ。きっとそうなのだ。ここは強ごう引いんにでも話題を変えなければいけない。

「そ、そういえばリコさん。ずいぶんと重そうな荷物ですね。手伝いましょう」

　ユーリが思い切って発言した。

　面めん倒どうくさがりなリコが荷物を抱えている姿も珍めずらしい。リコの性格なら、ここはユーリに持たせるのが王道のはず……なにせリコは疲つかれるという理由で、平気で訓練サボったりするほどなのだから。

「むぅ。普ふ段だんなら、も、持てと言いたいところなのだが……」

　珍しいことに、リコが言葉尻じりを濁にごらせた。そのあと、はっきり言う。

「だが、断る」

「…………っ！」

　信じられないというかのように眼を見開くユーリ。あのものぐさなリコが荷物を手放す好機を断るとは、異常事態だ。

　な、なぜそんなことをっ!?　明日あしたは破滅の大十字グランドクロスでも起こるのか……っ!?　そのとき、ユーリの頭の中に閃くものがあった。はっ！　い、いや、可能性ならもうひとつある……っ！

　慌あわてふためいたユーリは思わずその言葉を口にしてしまう。

「ユ、ユーリ菌なんてついてませんよ……っ！」

「？　一体何の話だ？」

　わけがわからないとリコが首を傾かしげる。

　そんな折、ミソラが素早く切り出す。

「あ、あたしは、そ、その……い、急いでるので、このへんで……っ!?」

　そそくさとミソラが去っていく。まるでなにか面めん倒どう事から逃にげるかのように……。だがユーリはミソラについては行かず、その場に留とどまった。

　そして、爽さわやかな笑みをリコへと向ける。

「むっ、まさかわたしについて来るというのではないだろうな」

「はい。お手伝いさせてくださいね、リコさん」

　そう言って、ユーリはリコの紙袋の一つを持った。

　まだ疑ぎ惑わくが確定したわけではないし、リコから話を聞けば、解決の糸口が摑つかめるかもしれない。

　そう考えたユーリは、嫌そうな表情を浮かべるリコと並んで歩き出した。







　正午を過ぎた頃ころだ。

　ユーリとリコの姿はＥ６０１小隊室にあった。

「休日に小隊室ということは……自主練習ですか？」

「そんなかったるいこと、女め神がみなわたしがするわけないだろう」

　重たそうな紙袋をカナタの教きよう卓たくの上へ置いたリコ。彼女はちらちらとユーリの様子を窺うかがいながら、ミソラたちの四つの机を中央で合体させる。それから真っ白なテーブルクロスを紙袋から取り出し、その上に広げた。

「ふむ、こんなものか」

　出来上がった大きなテーブルを見ながら、リコがつぶやいた。

　ユーリも感想を漏もらす。

「まとめた机にテーブルクロスをかけるなんて、まるでパーティーでも開くみたいですね。そういえばミソラさんもやけに大量の食材を買い込んでいましたし」

　その途端、冷静沈ちん着ちやくなリコの貌からだらだらと脂あぶら汗あせが流れ出す。非常に珍しい事態だ。怪け訝げんに思ったユーリが尋たずねる。

「どうかしたんですか？」

「さ、さあな。……な、なんでもない」

　なぜかどもって口にしたあと、リコは普段の澄すまし貌へ戻もどった。

　そんなときのことだ。

「他にも飾かざり付けがあるんですよね。わたしにも手伝わせてください」

　気を利かせたユーリが、教卓の上に置かれた重たそうな紙袋へ手を伸のばす。だが、横から手が伸びてさっと紙袋を掠かすめ取られる。眼を丸くしたユーリが、紙袋を抱えるリコの方を見た。

「悪いが、ユーリにこれ以上この袋の中身を知られるわけにはいかない」

「え、えーっと。それはどういう……？」

「つまり、ユーリには触ふれる資格がないということだ」

　ガーン。ピアノの鍵けん盤ばんを叩たたきつけたような音が、ユーリの脳内に響ひびく。

　ふ、触れる資格がないって。やっぱりわたしってユーリ菌扱いされてる……っ!?　い、いや、待て。落ちつけ。諦あきらめるにはまだ早い……っ！

　気を取り直し、ユーリは必死になって懇願する。

「あ、あのリコさんっ！　そんなことおっしゃらずに。わたしにも、ぜひ手伝わせてください」

「だからダメだと言っているだろう。あまりわがままを言って、わたしを困らせるな」

「えっ!?　わたしが手伝いを申し出るのがわがままになるんですか……っ!?」

　ユーリの表情が凍りつく。親切心からの申し出なのに、なぜわがままに!?　衝しよう撃げきを覚えるユーリの傍かたわらで、リコは華はなやかな飾りを作り始める。色紙をハサミとノリで切り貼ばりし、色鮮あざやかな輪飾りを作り出していた。

　黙もく々もくと輪飾りを作り続けるリコ。そんな彼女の横顔を、ユーリは覗のぞきこんだ。特段自分を嫌っているようには見えない。

「むっ、まだいたのか」

　ふとリコがユーリの方を振り向いた。

「特にしてもらうことはないから、今日は帰ったらいいんじゃないか」

　嫌っているようには見えない。なのに、帰ることを勧すすめられた。

「……そ、そうですね。じゃあそうします」

　しょんぼりとした返事を返すユーリ。明らかにリコは、ユーリを追おい払はらおうとしているように見える。

　や、やっぱりそうだ。わ、わたし──ユーリ菌扱いされてるっ!?

　人知れず肩かたを落とし、とぼとぼと小隊室をあとにしようとしたときのことだ。

「ああ、それとだ」

　そんなユーリに、無む慈じ悲ひな追い討ちがかけられる。

「今日わたしがキミと会ったことは、あの男とレクティには内ない緒しよにしてくれ。キミとこの場で一いつ緒しよだったことが判明すると、いろいろと困ることがあるからな」







　それからユーリはうわの空で校舎内を彷徨さまよっていた。

　すでに時計は午後二時を過ぎている。

　休日の学校には、ほとんど人ひと影かげはない。ただ物思いにふけるユーリが、しょんぼりと一階廊ろう下かを歩いている。

　まさかみんなからこんなに嫌きらわれていたなんて……

　と、不意においしい匂においがユーリの鼻を突ついた。その匂いに誘さそわれるように、彼女は食堂へと歩を進めた。

　配はい膳ぜんカウンターから、調理場へ向かって声をかける。

「誰だれかいるんですか？」

　食堂は休日に営業をしないはずだが。

「あっ！　ユーリさん。こんにちは……って、えっ!?　ユ、ユーリさんっ!?　そのっ……どうしてここに……っ!?」

　そこには、制服の上にかわいいエプロンをつけたレクティの姿があった。最初に彼女は、ユーリに好意的な笑みを浮うかべ、そのあとすぐ困こん惑わくした貌をする。

「な、なんでユーリさんがいるんですか……っ!?」
















　それはこっちの台詞せりふだ。

　気になったユーリは関係者以外立ち入り禁止のバーをくぐり、厨房キツチンのレクティのもとへ。ユーリが辿たどり着つくと、レクティはなぜか洗い場の隅すみに隠かくれるようにして、身を丸めていた。

「み、見てないですよ……っ!?　わ、わたしはユーリさんのこと、み、見てないですよ……っ!?」

　まるで出会ってはならないものに出会ったかのように、レクティは一人ごとをつぶやいている。

　ひどく狼ろう狽ばいしているようだが、それはユーリも同じだった。

　決して表には出さず、先せん輩ぱいとして威い厳げんを取り繕つくろいながら、ユーリは内心でショックを受ける。

　まさか、レクティさんもなんですか……っ!?

「あ、あのレクティさん……？」

　なにも気づいていない風を装い、ユーリは優しく声をかける。

「急に隠れちゃったりして、どうかしたんですか？」

「ユ、ユーリさん……」

　み、見つかってしまった……とでも言いたげな貌で、レクティがこちらを見上げた。それから観念したかのように、洗い場の隅からゆっくりと立ち上がった。

　ユーリは調理台を見み渡わたす。レクティが隠れたことは、特に気に留めていない。そんなことよりもむしろ、調理台に並べられた数々の料理に気を取られている。

　大皿に盛り付けられた、フレンチドッグ、フライドポテト、季節野菜のサラダやミートスパゲッティなどがおいしそうな匂いを漂ただよわせていた。

「ずいぶん料理してるんですね。パーティーでも開くんですか？」

「ち、違ちがいますっ！　こ、これは……そ、そのぅ……え、えーっと……」

　額から脂汗を流し、困惑するレクティ。彼女は視線を泳およがせたあと、はたと思い出したかのように口にする。

「これはそのぅ……れ、練習なんですっ!?」

「料理の練習ですか？」

「は、はいっ！　料理のレパートリーを増やそうと思って……」

「そうなんですか。レクティさんは努力家なんですね。わたしも見習わなければ……。それにしても、ずいぶんたくさん作ったんですね」

　ユーリがつぶやいた途と端たん、レクティの額からまたも脂汗が滲み出した。

　やはりここにも、ぎこちない空気を感じる。

　このままではいけない。ユーリはここでも一計を案じることにした。

「そうだ。折角ですし、わたしの得意料理も伝授させてください」

　微笑ほほえみを浮かべて、レクティへ告げる。

「わたし、スイーツが得意なんです。折角ですし、一緒にわたし特製のチョコチップクッキーを作りませんか？」

　これなら完かん璧ぺきだ。

　料理ならユーリにも心得があるし、充じゆう分ぶんな指導を施ほどこせる自信もある。

　だが、レクティはというと──

「そ、そのぅ……それはとてもおいしそうですし、ぜひ教えていただきたいんですが…………ダ、ダメなんですっ!?」

　言葉を詰つまらせたあと、困ったかのように言い放った。

　やはりレクティさんまで、わたしに対し拒きよ絶ぜつを……っ!?

　衝撃を覚えながら、ユーリはなおも喰くい下がる。

　三度目の正直だ。そう簡単に退ひくわけにはいかない。

「ど、どうしてダメなんでしょうか？」

「え、えーっと、そのぅ……なんというかですねっ!?　ユーリさん、あのぅ……そのぅ……わ、わたしは料理が下へ手たですから、見てもらうのは、まだ恥はずかしいです……っ！　でも、ユーリさんに手伝ってもらうと都合が悪いとか……そういうことでは、そのぅ……決してなくて……」

「……もしかして、わたしに手伝わせるとなにか不都合なことでもあるんですか？」

「そ、そんなことは……。あのぅ……え、えーっと、そ、そのぅ……」

　言葉に詰まり困こん窮きゆうするレクティ。ユーリがじーっと凝ぎよう視しする。すると、レクティの眼が点になる。

　なにか隠し事をしている証しよう拠こだ。

　噓うそを見み抜ぬいたユーリが問い詰める。

「もしかして、わたしに何か内緒にしておきたいことがあるんですか？」

　もう自分がユーリ菌きん扱あつかいされていることは、覚かく悟ごしている。

　だから、せめてそのことを教えてほしい。裏でひそひそとユーリ菌扱いされるのは性しように合わない。

　腹を括くくってユーリは尋ねたのだ。

　だが、そんな意図に反して、レクティは非常に困窮した様子だ。使命感めいたものと、なにかが激しく葛かつ藤とうを繰くり広げているようにも見える。

　あうあう。あたふた。ユーリに真実を伝えようという意思を感じるが、それをぐっと我が慢まんして、押おし黙だまっているような……。その表情からは、なぜか義務感に近いものが感じ取れた。控ひかえめに見ても、陰いん湿しつな嫌いやがらせの類たぐいとは思えないのだが……

　すると不意に、思いつめた表情のレクティの眼に涙なみだが浮かんだ。このときになって、ユーリは配慮の至いたらなさに気づく。

「レ、レクティさん……っ!?」

「あ、あのぅ……ユーリさん。今日ここでわたしと会ったこと、それといま見聞きしたこと全部、ミソラさんたちには内緒にしてくれませんか？」

「わ、わかりました……」

　涙を浮かべて懇こん願がんするレクティに戸と惑まどいながらも、ユーリは確信する。

　これはあれだ。やはり──ユーリ菌だ。

　泣き出したいのは自分であるにも拘かかわらず、必死なレクティが気の毒で、ユーリは一いつ生しよう懸けん命めいに宥なだめた。







　はあー、わたしの何がいけなかったのだろう……。入隊して以来年上として、しっかりしなければと振る舞い続けていたけど、それがいけなかったのかな……

　午後三時。カナタとの約束の時間だ。

　商店街の大通りを、ユーリはとぼとぼと歩く。

　レクティと食堂で別れてから、大通りに来るまでは本当に記き憶おくがない。いったい、どこをどう歩いてきたのだろう。

　どん底な気分というのは、こういうものなのか……

　それでも愉たのしみにしていた、カナタとの約束は果たしたい。どうにか気力を振ふり絞しぼって、待ち合わせ場所であるアイスクリーム屋台へ向かう。そこのソフトクリームがユーリの大好物だ。

　屋台の前には、カナタの姿があった。

「おっ、待ってたぜ」

　飄ひよう々ひようと近づいてきたカナタが、ユーリの貌を覗のぞきこんだ。

「んっ、そんな情けない貌してどうしたんだよ？」

「な、情けなくなんかありません……っ！」

　先程から悩なやみが深まるばかりで、一向に解決する見込みがない。でも、カナタには、深刻に悩んでいることを伝えたくなかった。

　大好きなカナタの前では、せめて大人な自分を演じたかったのだ。

「？　そんなムキになってどうしたんだよ？」

「なんでもないです……っ！」

「ま、どうでもいいや。ほら、これ食べて機き嫌げん直せよ」

　そう言って、カナタは手に持っていたソフトクリームを、ユーリに手て渡わたす。条件反射的に受け取ってしまってから、ユーリが断りを入れる。

「い、いいですよ。自分で買いますから」

「遠えん慮りよすんなって。もう俺自分の分買っちゃってるからさ。お前に返されると、それ食べる前に溶とけちゃうんだけど」

「そ、そういう事情があるなら、わたしが責任を持って食べさせて頂きます」

　そう言って、ユーリは舌を出してぺろぺろと舐なめる。

　まず初めにひんやりとした冷たさが広がり──次に目の前の悩み事なんて一いつ瞬しゆん忘れてしまうほど、ほんのりと包み込むような優しい甘さが広がった。

「機嫌直ったならとっとと買い物行くぞ」

　ソフトクリームを食べながら、カナタが歩き出す。

「その……気を遣つかわせて申し訳ありませんでした」

　律りち儀ぎに謝罪をし、ユーリがカナタの隣となりに並ぶ。

　カナタが「ほら、行こうぜ」と声をかけ、二人一いつ緒しよに商店街を歩く。

　いい気分転てん換かんになるかもしれない、とユーリは思う。貴金属やアクセサリーを扱あつかうブティックや専門店を一緒に巡めぐる。だが、カナタは一向に自分の買い物をする素そ振ぶりを見せない。何か買いたい物があるわけではないのだろうか。

「ウィンドウショッピングですか？」

「そ。たまにはこういうのも悪くねーだろ。訓練ってのは、息いき抜ぬきも大事なんだよ」

　そんなことを言いながら、カナタはユーリに気を配ってくれる。

　カナタはユーリの視線の動きに注目して、欲しい物をすぐ察して、店員に話をつけ、ショーケースから取り出させ、試着させてくれたりもした。

　こうやって好きな男性に親切にされ続けると、ご機嫌にならずにはいられないのが女性の心理だ。

　五軒目に入ったアクセサリーショップでのことだった。

「わあっ！　これ、かわいい……っ!?」

　元気を取り戻もどしたユーリが　壁かべに掛かけられたアクセサリーに目をやる。そこには、鳥類の片かた翼よくを象かたどったシルバーのネックレスがあった。翅はねのひとつひとつに精せい緻ちな細工が施ほどこされ、立体感のある作りだ。だが、若じやつ干かん高い棚たなに掛けられ、ユーリでは背せ伸のびしても頭一つ届かない。

　するとユーリの横から、カナタがすっと手を伸ばした。

「ほら、着けてやるよ」

　カナタがネックレスを摘つまみながら、ユーリの首へと回そうとする。

「い、いいですよっ！　戦せん闘とうの邪じや魔まですし、それに……わたしには似合わないですし」

　急にカナタの貌が近くなり、ユーリは慌てて距きよ離りを取ろうとする。

　うっかりネックレスがかわいいなどと口にしたが、なんだか自分がネックレスに見み劣おとりしてるかもしれなくて嫌だった。それにユーリは光りものを身につける趣しゆ味みはないので、自分のセンスにも自信が持てない。ここは女の子らしく、ハートマークのアクセサリーを選ぶべきだったかもしれない。

「大丈夫。ユーリにはきっと似合うよ」

「に、似合いませんって……っ！」

　ムキになって、ユーリがカナタをぐっと押し返す。

　その拍ひよう子しに、カナタの体勢が崩くずれ、仰あお向むけに倒たおれていく。危ないと思ったユーリが慌ててカナタの袖そでを摑つかむが、逆にカナタの倒れる勢いに負け、ユーリは前のめりに──カナタともつれ合うようにして倒れた。
















　目と鼻の先に、カナタの貌が迫せまる。感じるのは、お互たがいの僅わずかな息いき遣づかいと、制服越ごしに伝わる体の感かん触しよく。

　カナタと視線が合うと、ユーリの両頰ほおがみるみる朱しゆ色いろに染まっていく。

「あ、あのさ。ユーリ、俺は悪くないよな」

「わ、わかってますよっ！　わかってますってば……っ!?」

　ばっとユーリが起き上がり、紅あかくなった頰を隠かくすようにして、ぷいっと背中を向けた。

　起き上がったカナタが特に気にする素振りもなく告げる。

「そんじゃ次の店行くか」

「……はい。そ、そうですね」

　どこか恥はずかしそうに縮こまりながら、ユーリが返事を返した。

　それから数店てん舗ぽを巡り歩いた。ウィンドウショッピングを中断。噴ふん水すいがある広場のベンチにカナタとユーリは腰こしかける。

「あの、カナタ先せん輩ぱい」

「どうしたんだよ？」

「あの……わたし、みなさんに嫌きらわれているんでしょうかっ？」

　本当は心配などかけたくなかった。けれど、ついつい口が動いてしまった。

　いまのカナタなら頼たよっても大だい丈じよう夫ぶだと直感したのだ。

　だが、カナタはというとユーリを見ていない。それどころか、広場に設もうけられた時計台に目をやっている。なんだか時間を気にしているようだった。

「……聞いてますか？　カナタ先輩？」

「わりー。俺用事があるから、こっからは別行動な」

　いきなりカナタはベンチから立ち上がる。

「べ、別行動って……」

「俺はこれから行くとこがあるからさ、どっかでちょっとだけ時間潰つぶしてきてくんねーか？　そんで六時に校門前な。んじゃそういうことで……」

「ちょ、ちょっとっ！　カナタ先輩……っ！」

　制止を気にも留めず、カナタは後ろ手を振りながら広場を去る。あとに残されたユーリは、いきなりのことに啞あ然ぜんとしていた。







　はあー、なんでもっと早く切り出さなかったんだろう。せっかくカナタ先輩に悩み事を相談する好機チヤンスだったのに……

　ユーリは公園でひとり寂さびしくブランコをこぐ。

　なぜかカナタが妙に親切だった気もしたが、最後は煙けむりのようにどこかへ去っていってしまった。

　まあカナタの行動がわけがわからないのは、いつものことなのだが。みんなとの距きよ離り感を確認してしまったあとだけに、気になってしまう。

　ミソラたちに、自分はどんなことをしてしまったのか。考えても、いまだその原因はわからない。

　それでも、と。

　ユーリはカナタが待つ学園の校門へと向かった。

　ミソラたちからは拒きよ絶ぜつされているし、カナタに相談もできなかったが……でも悪い人たちではないのは、一緒に戦った自分がよく知っているから。

　ユーリは思う。ちゃんと向き合って話がしたい。自分の気持ちを伝えたい。

「おっ、ユーリ。ちゃんと時間通りじゃんか」

　約束の時間に校門に着くと、ちょうどカナタも校舎側からやってきた。

「そんじゃあ、これ」

　カナタの手には、黒い帯が握にぎられていた。

「なんですかこれ？」

「目め隠かくしだけど」

「？？？？？」

「ほら、つけろって」

「ま、まあべつにかまいませんけど……」

　どうやら、これから行く場所を秘密にしておくためらしい。

　真まっ暗くら闇やみに包まれたユーリは、カナタに手を引かれるようにして、どこかの屋おく内ないへと連れ込まれた。

　はあー、この人は一体なにを考えてるんだろう……？

　今日はもうユーリ菌きんの悩なやみで頭が一いつ杯ぱいで、これ以上、カナタの脈みやく絡らくのない行動を咎とがめようという気にもならない。

　不意にカナタの手が離はなれ、足が止まる。どうやら目的の場所へ辿たどり着いたらしい。周辺からは複数の人間の息遣いが感じられる。

　どこか狭せまい部屋なのだろう。

「もう取っていいぞ」

　カナタに言われ、ユーリはゆっくりと目隠しを外す。そして──

　パン、パパパンッ！　クラッカーが弾はじける音に合わせて、

「「「ユーリさん、Ｅ６０１小隊へようこそっっっ！！！」」」

　ミソラ、リコ、レクティの三人から歓かん迎げいの言葉が贈おくられる。

「あの、今日は買い出しに付き合っていただいてありがとうございました。これからもよろしくお願いしますっ！」

「ふっ、これからもよろしく頼たのむぞユーリ。荷物運びというかったるい仕事も手伝おうとする心意気を、わたしは高く評価している」

「あ、あのっ！　ユーリさん、交流学校ではありがとうございました。それとそのぅ……今度ぜひ、特製チョコチップクッキーの作り方を教えてくださいっ！」

「えっ!?　う、うそ……っ!?」

　ミソラたちの満面の笑みを目もく撃げきしたユーリが呆あつ気けに取られる。

　カナタに手を引かれて連れてこられたのは、Ｅ６０１小隊室だった。

　部屋の中央にあるテーブルクロスがかかった机には、豪ごう勢せいな食事が並べられていた。よくよく見れば、今日ユーリがミソラと買い出しに行った食材が全て使われている。並べてある料理のうちの大半は、食堂でレクティが調理しているのを、ユーリが目撃したものだ。

　そしてミソラたちは全員パーティーハットを被かぶり、室内は派手に輪わ飾かざりで装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　サプライズ歓かん迎げい会。

　──交流学校の関係で延期になっていたものだ。

　ミソラたちがよそよそしかったのは、これが原因だったのだ。おそらく実技訓練終しゆう了りよう後のこっそりとしたミソラたちの話し合いは、事前の打ち合わせだ。

　まさか当日にユーリに遭そう遇ぐうするなんてことは、ミソラたちも誰だれひとり考えていなかったに違ちがいない。パーティーの主役に準備を手伝わせたとあっては……と、ミソラたちは執しつ拗ように手伝いを申し出るユーリを必死に遠ざけようとしたのだ。

「どうしたんだよユーリ、クラッカーで気絶でもしたのか？」

　カナタに尋ねられる。

「…………え？」

　呆ぼう然ぜんとしていたユーリがはっと我に返った。

「ほら、こういうときはなんて返事するんだよ？」

　ユーリに先輩らしい笑顔を向けて、うながすカナタ。

「あ、あの……っ！」

　ユーリは入隊して以来、最上級の笑みを零こぼす。

「とてもうれしいですっ！　ありがとうございますっ！　……みなさん、あらためてよろしくお願いします！」

　……勘かん違ちがいをしていた自分が恥ずかしい。

　気を取り直して、ユーリはミソラたちと和なごやかに歓かん談だんしようとする。

　だが、それよりも先にカナタがユーリに話しかける。

「そんじゃ、こいつは俺からのプレゼントな」

　カナタがかわいい包装紙とリボンでラッピングされた、手の平大の小箱を差し出す。

「開けてみろよ」

　言われ、ユーリが包装を解く。すると中には、片かた翼よくを象かたどったシルバーのネックレスが入っていた。先さき程ほどのウィンドウショッピングでユーリが最も興味を示したものだ。

「こ、これって……」

「ほら、着けてやるよ。貸してみ」

　言ってカナタはネックレスを摘つまむと、ユーリの首の後ろへ手を回した。ユーリの首元に、片翼のネックレスが飾かざられる。

　カナタがにっと微笑ほほえんだ。

「なんだよ。やっぱ似合うじゃんか」

「～～～～っ！」

　無言のまま頰を朱しゆに染め、恥ずかしそうにユーリが俯うつむく。そんな彼女に、カナタも歓迎の言葉を贈る。

「これからもよろしくな、ユーリ」

「は、はいっ！　よろしくお願いします、カナタ先輩……っ！」

　教官も含ふくめて、いい小隊だ。ユーリはこの小隊に所属することができて、心底よかったと思う。

「……ユーリ菌じゃなくてよかった」

「ユーリ菌？」

「い、いえっっ!?　こちらの話です……っ!?」

　かくしてユーリ菌疑ぎ惑わくは解消され、ユーリはＥ６０１小隊の一員として頑がん張ばろう、と決意を新たにしたのだった。


（初出：ドラゴンマガジン２０１４年５月号）









　　　第二章　愛情のペットキーパー







　朝の清せい涼りような風が吹ふく、三番区の公園。

　この日、レクティは普段と違ちがうコースで早朝ランニングをしていた。

　朝の澄すんだ空気を愉たのしみながら、駆かけ抜ぬけるレクティ。給水しようと公園の水飲み場へ向かったとき、レクティは出会った。

「？」

　彼女の視線の先にあったのは、ダチョウの卵のように大きくて白い卵だ。すでに中身はなく、二つに割れた、分厚く頑がん丈じようそうな殻からのみが転がっている。

　レクティが辺りを見回す。すると、植え込みのあたりに影かげ。大きなヒヨコのような生物がこちらを見ていた。

「きゅぴ？」

　全身黄色の体毛で覆おおわれた、かわいい生き物だ。大きくてくりくりとした、青い瞳ひとみ。ずんぐりとした胴どう体たいに、短足の体。

　愛くるしくて、ふわふわして、思わず抱だきつきたくなるような……。鶏にわとりほどのサイズがある大きなヒヨコだった。

「おいで……」

　レクティは優しく手招きする。その大きなヒヨコは、レクティの純じゆん粋すい無む垢くな瞳をじーっと見み据すえ、

「きゅぴ」

　人語を解したかのように返事をし、てくてくとこちらへ歩いてきた。近づいてきた黄色のふわふわボディーに、レクティはそっと触ふれ、優しく撫なでまわす。

「きゅぴ～～～」

　すると、大きなヒヨコは気持ちよさそうに喉のどを鳴らした。

　す、すすす、すっごくかわいいですっ!?　このヒヨコさん……っ!?

「ふふっ、気持ちいいですか。ピヨちゃん」

　愛あい玩がん動物を愛めでるかのように名前を付け、レクティは一通り全身を撫でまわす。そして満足したあと、両手でピヨちゃんをそっと摑つかみ、

「でも、勝手に出てきちゃダメですよ」

　近くにあった鶏小屋の中へと戻もどそうとする。鶏小屋の入口には簡単な施せ錠じようがしてあったが、レクティは特に気に留めなかった。

　きっと誰だれかが確認を怠おこたったのだろう。

「きゅぴ、きゅぴきゅぴっぴー」

「こらこら、暴れちゃダメですよ」

　レクティの行動の意図を察し、ピヨちゃんが暴れる。どうやら戻りたくないらしい。だが、レクティはそんな我わが儘ままを赦ゆるす子ではなかった。

「ちゃんとここで育ってくださいね」

　ピヨちゃんを鶏小屋の中へと入れ、施錠し直すレクティ。それから彼女は、ランニングを再開した。







　同日。お昼休み。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

「巨ガ怪ル鳥ダの卵、ですか？」

「そう。昨日、成体の巨ガ怪ル鳥ダが《ミストガン》へ接近アプローチしてきたのは、あなたも知っているでしょう」

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー──フロン・フラメルが事情を説明する。そんな彼女の視線の先には、濃のう紺こん色のさらっとした髪かみに、透すき通るようなエメラルドブルーの瞳を持つ少女──ユーリ・フロストルの姿があった。
















「ええ。緊きん急きゆう出しゆつ撃げきしたのは、わたしですから」

　じつは昨夜、哨しよう戒かい中の部隊が《ミストガン》に接近する巨ガ怪ル鳥ダを発見。特務小隊ロイヤルガードのユーリが対応していたのだ。

　フロンが説明を続ける。

「巨ガ怪ル鳥ダには幾いくつか性質があって、そのうちのひとつに浮ふ遊ゆう都市に卵を生み付けるというものがあるのよ。だから、巨ガ怪ル鳥ダの卵が《ミストガン》のどこかにあるかもしれない。もし孵ふ化かしていたら、ヒナになっているでしょうね」

「卵かヒナですか？」

「ええ。巨ガ怪ル鳥ダの生態系はいまだ謎なぞに包まれていて、《ミストガン》でも卵がどれくらいで孵化するかは把は握あくしていないの。でも、人間に飼われた巨ガ怪ル鳥ダのヒナには、ひとつ厄やつ介かいな性質があることが判明しているわ。太古の時代、人間と巨ガ怪ル鳥ダが共生していた頃ころの名残なごりらしいんだけど、ウィザードの魔ま力りよくに反応して──」

　続くフロンの言葉を聞き、ユーリは思わず息を吞のんだ。

「そ、そんなことがあるんですか……っ!?」

「ええ。ヘタをしたら、《ミストガン》に甚じん大だいな被ひ害がいが出る恐おそれがある。だから、あなたには〈レイブンネスト〉と一いつ緒しよに、周知活動と捜そう索さく活動をしてほしいの」

「りょ、了りよう解かいです……っ！」

　さきほど聞いた巨ガ怪ル鳥ダの性質。非常に厄介だ。

《ミストガン》に托たく卵らんされてないといいですが。そう思いながら、ユーリは執務室をあとにした。







　同日。午後の実技訓練。Ｅ６０１小隊室。

「つーことで、Ｅ６０１小隊の中から生き物係を決めることになった」

　長身瘦そう軀くの少年──空戦魔導士教官エキスパートであるカナタ・エイジが教え子たちを見やる。そこには、彼が担当することとなった四人の教え子たちの姿があった。

　この日、ユーリは不在だ。さきほど緊急の用事が入ったらしく、訓練を休むと連れん絡らくがあった。

「えー、あたしってそんなことより訓練したいんだけど」

　艶つややかな紅あかく長い髪の少女──ミソラ・ホイットテールが反論する。

「そもそもなんであたしたちが、そんな面めん倒どうなことをしなくちゃならないのよ？」

「生命の大切さを学ぶっつーことで、Ｅランク小隊で鶏小屋の世話をローテーションしてるって言ったろ。やりたくないなら、とっととＥランク小隊から昇しよう格かくしろよ」

「うぅ……」

「さてと。じゃあ生き物係を……」

「わたしも断るぞ」

　そう答えたのは、ビーナス像の現うつし身のような少女──リコ・フラメルだ。

「ふっ、女め神がみなわたしが生き物の世話などするわけがないだろう。そういう面倒なことは、わたしの性しよう分ぶんに合わない」

「主あるじよ、私も同じです。大変申し訳ないのですが……」

　月の光を集めたかのように輝かがやく銀色の髪をした少女──ブレア・アイゼナッハが申告する。

「転校したばかりのせいで、引越しの荷ほどきすら終わっていないありさまでして」

「ミソラもダメ、リコもダメ、ブレアもダメとなると……」

　言いつつカナタは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハを見やる。カナタと眼めが合った瞬しゆん間かん、レクティはきょとんとする。それからはっと我に返り、

「えっ!?　わ、わわわ、わたしですか……っ!?」

「そ。三番区の公園にある鶏小屋の担当なんだけど」

「に、鶏小屋ですか……っ!?」

「なんだ？　興味あるのか？」

　カナタが尋たずねる。するとレクティは困った貌をし、

「そ、そのぅ……わ、わたしは……」

　ちらっとカナタを見たあと、自信なさげに俯うつむいた。

　鶏小屋。ひょっとしたら、ピヨちゃんにまた会えるかもしれない。

　でも、生き物係。カナタさんの話によると、生物の命を扱あつかう重大な役割だ。すなわち、責任ある役割ということ。正直、断りたい。かなりの重圧プレツシヤーを感じる。

　けれど、ミソラさんもリコさんも嫌いやがってるみたいだし……

「お願い、レクティ」

　レクティの席を見やり、ミソラが拝おがむ仕草をした。

　ミ、ミソラさんが困ってるっ!?　わ、わわわ、わたしがなんとかしなければ……っ!?

　レクティがカナタに尋ねる。

「そ、そのぅ……わ、わたしなんかに務まるでしょうか……っ!?」

「さーな。務まるか務まらないかはやってみないとわかんねーよ」

「うぅ……」

「でも、レクティなら大だい丈じよう夫ぶだと思うぜ。それに今週いっぱいの簡単な役割だ。鶏たちと遊ぶんだと思って。ま、気き負おわずにやってみろよ」

　そう言って、カナタは教きよう卓たくを離はなれた。レクティの席まで来ると、彼女の前髪がくしゃくしゃになるまで撫なでてやる。

「あうあう……っ!?　く、くすぐったいです……っ!?」

「目安としては、生き物と絆きずなを深めて仲良くなれればそれでいい」

　気負ったレクティの緊きん張ちようをほどきながら、カナタが告げる。

「動物ってのは、人間の感情を汲くんでくれるからさ。レクティが必死にお世話をしたら、きっとその想おもいに応こたえてくれるよ」

「そ、そのぅ……わ、わかりました……っ！」

　レクティは生き物係を承しよう諾だく。この日は訓練を早めに切り上げ、三番区にある鶏小屋へと向かうことになった。







　三番区。鶏小屋。

　粉末状の餌えさが入ったバケツを抱かかえ、レクティは鶏小屋の前に立っていた。

　まさかとは思ったが、どうやら今朝のと同じ鶏小屋らしい。幼年学校の授業で使いそうな、トタン屋根が付けられた、ほったて小屋のような造りだ。

　今朝も足を運んだ鶏小屋だが、生き物係としてではない。レクティは緊張して入口の錠じようを外し、ドアを開ける。

「そ、そのぅ……し、失礼します……っ!?」

　おそるおそる第一歩を踏ふみ出した。

　するととたんに──

「はう……っ!?」

　ぴよぴよぴよ。ハムスター大の小さなヒヨコたちが、レクティの足元によって来る。

　緊張など一いつ瞬しゆんで吹ふき飛び、レクティは思わず声を漏もらす。

「か、かわいい……っ！」

　ぴよぴよぴよ。小さくてかわいいヒヨコたちに、至し福ふくのひとときを味わう。

「ふふっ、そんなに慌あわてなくたってすぐに餌をあげますからね」

　柔にゆう和わな笑みを浮かべたレクティは、しゃがみ込んで、バケツに入った粉末状の餌を両手で掬すくう。引き継つぎ資料によると、バケツの中身をそのまま地面にふりまいても問題はないらしい。

　だがレクティは、どうしても手ずから餌を与あたえたかった。なぜならここにいるヒヨコたちのあまりの愛くるしさに、思わず触ふれあいたくなったのだ。目を輝かせるレクティの手元には、ヒヨコたちが集まり、ぴよぴよと鳴きながら、口をぱくぱくさせていた。しかし、いざレクティが餌を差し出すと、その直後にばさばさと鳥が羽ばたく音。周囲のヒヨコたちが蜘く蛛もの子を散らすように一いつ斉せいに散る。

　そして一羽の巨きよ大だいなヒヨコが現れた。

「あっ！　ピヨちゃん……っ！」

「きゅぴ～～～」

　瞬またたく間に他のヒヨコを蹴け散ちらしたピヨちゃんが、一気にレクティの両手へとやってきて、一人で餌を独どく占せんする。

　ちょこちょこと嘴くちばしで餌を突つつくピヨちゃん。

「たーんとお食べ……」

　笑顔で言いかけ、レクティはふと気づく。ピヨちゃんの巨体にビビって、周りのヒヨコたちが餌にありつけていないことを。

「ダメですよピヨちゃん。ちゃんとみんなにもご飯を食べさせないと。ピヨちゃんの分はもうおしまいです」

「……きゅぴ～」

　どこか無念そうな鳴き声をあげるピヨちゃん。

「ピヨちゃんは体が大きい分、仲間のことを気き遣づかってあげないとダメですよ」

「……きゅ、きゅぴ」

　お預けを食わされ、どうにか我が慢まんするピヨちゃん。ピヨちゃんが場所を譲ゆずると、それまで餌にありつけずにいたヒヨコたちが一斉に駆かけ寄り、つんつんと餌を嘴で突き始める。

　他のヒヨコたちが食事を終え、レクティがバケツの中身を検あらためる。空っぽだ。ちょうど用意した分の餌を、食べきっていた。

「よしよし、お粗そ末まつさまでした」

　レクティがヒヨコたちに声をかけると、ヒヨコたちも一斉に頭をさげる。

　だが、ただ一羽。ピヨちゃんだけはお辞じ儀ぎをせず、必死にレクティに訴うつたえる。

「きゅぴっぴー、きゅぴきゅぴ」

「え……っ!?『自分はヒヨコじゃないです。お腹がすいてます。餌をもっとください』ですか。いえいえ、どこからどう見てもピヨちゃんはヒヨコさんです」

「きゅぴきゅきゅきゅきゅぴー」

「駄だ々だをこねてもダメです。ピヨちゃんはこんなかわいいのにヒヨコさんじゃないわけありませんよ。……でも、お腹がすいてるのは問題ですね。そういえば、訓練が終わってから食べようと思っていたクッキーがあるんです。これをどうぞ」

　ポケットからラッピング袋に入ったクッキーを取り出して、ピヨちゃんにあげる。お腹がすいていたピヨちゃんがおいしそうにクッキーを突く。

　どうやらレクティは、ピヨちゃんの鳴き声から気持ちを察することができるらしい。控ひかえめに見ても、驚おどろくべき技能だ。しかし生あい憎にくとこの場には、そのことにツッコミを入れる人物はいなかった。

　他にツッコミどころといえば──

「それにしても……」

　レクティはじーっとピヨちゃんを凝ぎよう視しする。その光景を、固かた唾ずを吞のんで他のヒヨコたちが見守った。

　そうだ。気づいてくれ、生き物係の少女よ。

　ヒヨコたちの瞳ひとみが語る。

　こんな巨大なヒヨコは、どう考えても不自然だろう。

「ピヨちゃんだけ体が大きすぎませんか。なんだか他のヒヨコさんたちに比べて妙みように貫かん禄ろくがありますし。あ……っ!?　ひょ、ひょっとして……っ!?」

　チカラ強く頷うなずくヒヨコたち。どこからどう見ても、この個体はヒヨコじゃない。そう言いたげな様子だ。

　もとはといえば、目の前の少女がきっかけだ。今朝、自分たちの小屋に、異分子を放りこんだのだ。

　明らかにヒヨコとは一線を画す大きさの生物。それがどんな生物なのか。そのことはこの際、ヒヨコたちにとってはどうでもいい。

　この大きさだけで充じゆう分ぶん脅きよう威いなのだ。とっとと鶏小屋から追い出してくれ。

　そう切望するヒヨコたちの視線を浴びるレクティ。彼女は口を開くと、自信満々にこう言いきってみせた。

「もしかしてピヨちゃんって、メタボリックさんなんじゃないですか。他のヒヨコさんたちに比べ、ふくよかですよね」

　一斉にヒヨコたちがずっこける。

　そ、そっちかい……っ！　とでも言いたげな様子だ。

「たくさん食べたから、次は運動しないといけませんね。ピヨちゃんだけは一いつ旦たんいなくなりますけど、すぐに戻もどってきます。そしたら仲良くしてあげてくださいね」

　ぴよぴよぴよぴよ。ヒヨコたちが必死に訴える。

　も、戻ってくるな……っ!?

　必死に鳴き声をあげるヒヨコたち。気づいたレクティは笑顔で微笑ほほえむ。

「大丈夫ですよ。言いたいことはわかってます……っ！」

　おおっ！　今度こそ伝わったのか……っ!?

　感極きわまるヒヨコたちに対し、レクティがさらりと言い放つ。

「そんなに別れを惜おしまなくても、ちゃんと戻ってきますから」

　仲間想いのいいヒヨコたちだなと思うレクティ。

　残らず全員ずっこけたヒヨコたちを残し、レクティはピヨちゃんと一いつ緒しよに小屋の外へと繰くり出した。







　午後の実技訓練終しゆう了りよう後。校門前の通路。

「そうですか、三番区でこれが発見されたんですね」

　深刻な表情を浮うかべ、ユーリはそれを眺ながめる。

　風紀を司つかさどる〈レイブンネスト〉に所属する学生たち数名とともに、巨ガ怪ル鳥ダのヒナについて警けい戒かいを促うながすビラ配りをしていたときのことだ。ビラを配る彼女のもとへ、それは届けられた。

　白くて大きくて、分厚くて頑がん丈じようそうな卵の殻からだ。

　ちょうどその折、下校しようとするカナタたちが通りかかる。

「こんなところでどうしたんだよユーリ？」

「あ……っ！　カナタ先せん輩ぱい……っ！」

　一緒にいるミソラとリコが、ユーリが持つ巨大な卵の殻に気づいた。

「なんですかそれ？　かなり大きい卵ですね」

　ミソラが興味ありげに観察する。

「卵焼きにしたら、いったい何人前食べられるのかしら？」

「た、食べるだなんてとんでもないですよ。ミソラさん……っ！」

　ユーリが血相を変えて告げる。

「じつはですね、これは──」

「巨ガ怪ル鳥ダの卵なのではないか？」

「そうです。巨ガ怪ル鳥ダの卵です。ですから、見つけても決して食べないでください……っ！」

　言いきってから、ユーリははっと我に返る。

「って、リ、リコさん……っ!?　な、なんでこれが巨ガ怪ル鳥ダの卵だとご存じなんですか……っ!?」

「ふっ、さあな。そんなことより、まさかこの近くに巨ガ怪ル鳥ダのヒナがいるのか？」

　言った傍そばから、リコは不意に周囲を見やり始めた。

「どうしたのよリコ？　急にきょろきょろして……？」

「な、なんでもない。ただ急に周りの様子が気になっただけだ」

「そうですか。別にリコさんは、巨ガ怪ル鳥ダのヒナを飼育しているわけではないようですね。となるとリコさんは、もしかして巨ガ怪ル鳥ダのヒナがお好きなんですか？」

「ち、違ちがう。た、ただ学術的に興味深いから調べたことがあるだけだ……」

　あからさまに狼ろう狽ばいしながら、貌かおを真っ赤にして反論するリコ。

「なるほど。つまり、あの容姿はご存じということですね」

　そんなことお構いなしに、ユーリは話を進める。

「念のため断っておきますが、あの愛くるしい容姿に惑まどわされてはいけません。巨ガ怪ル鳥ダのヒナは、かわいらしい見た目に反して、恐おそろしいチカラを有しているんですから」

　いったいどんな容姿をしているんだろう？　気になったミソラが〈レイブンネスト〉の学生から、ビラを一枚受け取る。

「えっ!?　これが巨ガ怪ル鳥ダのヒナっ!?　思ってたのとぜんぜん違う……っ!?」

　ビラに描えがかれていたのは、一いつ般ぱんに伝えられているような凶きよう暴ぼうそうな面つら構えの巨ガ怪ル鳥ダなどではなかった。猛もう禽きんのような目付きでもなければ、鋭するどい爪つめもない。黄色くてふわふわした、大きなヒヨコだった。

　驚くミソラ。彼女が受け取ったビラを覗のぞきながら、カナタは尋たずねる。

「ユーリ、その恐ろしいチカラってのはどういうのなんだ？」

「それは言えません。未然に防ぐつもりですから」

　そして幾いくつかやり取りをしたあと。下校しようとするカナタたちに、ユーリが警告する。

「ビラにも書いてありますが、もし見つけても絶対に飼育してはいけません。必ずわたしを呼んでくださいね」







　午後の実技訓練終了後。アーケードに覆おおわれた商店街。

　下校途と中ちゆうの学生たちで溢あふれたそこに、レクティとピヨちゃんの姿はあった。

「ふふっふー、ふふっふー、ふっふっふー」

「きゅぴ」

「ふふっふー、ふふっふー、ふっふっふー」

「きゅぴ」

　鼻歌交じりに道を歩く一人と一羽。

　太ったピヨちゃんをどうにか瘦やせさせる。その一心で始めたお散歩だが、レクティは非常に機き嫌げんがよかった。

　初めて飼うペットと散歩する気持ちとでもいうのだろうか。

　どこまでも自分についてきてくれる、最高の相棒パートナーを得た気分だ。

「愉たのしいねピヨちゃん」

「きゅぴ」

「もっといろんなものを見て歩いて回ろうね」

「きゅぴ」

　その愛くるしい容姿のためか。道々擦すれ違った学生たちに、ピヨちゃんが注目されたが幸か不幸か、ユーリたちが頒はん布ぷしているビラを持った学生はいなかった。

　ミソラたちと一緒に行ったアイスクリーム屋や、お洒落しやれな小物の多い文ぶん房ぼう具ぐ店などの前を通ったあと。レクティたちはお惣そう菜ざい屋の前を通りかかった。

　そこで不意に声がかかる。

「よっ、レクティ。調子はどうだ？」

「あ……っ！　カナタさん……っ!?」

　レクティの後ろから声をかけてきたのは、カナタだ。

　ちょうどこれから、レクティの様子を見に行こうと思っていたのだ。そのとき、カナタは気づく。レクティの足元に、大きなヒヨコのような、愛くるしい生物がいることを。

「んっ、そいつは……」

　ユーリの頒布物にあった、巨ガ怪ル鳥ダのヒナにそっくりだ。

「えへへっ、ピヨちゃんっていうんです。かわいいですよね」

「ピヨちゃん？　それってヒヨコから取ったのか？」

「ええ、そうですけど……」

「いや、こいつは明らかにヒヨコじゃねーだろ」

「えっ!?　ち、違うんですか……っ!?」

　衝しよう撃げきを受けたかのように驚くレクティ。すかさずカナタが指し摘てきする。

「だってほら、大きさからしてまるで違うじゃん。こんなに大きいヒヨコなんているわけ……」

　言いかけ、カナタは口を噤つぐんだ。その視線の先には、瞳ひとみに大おお粒つぶの涙なみだを浮かべたレクティの姿があった。

「そ、そのぅ……ピ、ピヨちゃんは、ヒヨコじゃないんですかっ!?　こ、こんなにかわいいのに……っ!?」

　いままさに泣き出さんとするレクティ。

　どうやらレクティの中では、ピヨちゃんはヒヨコで決定しているらしい。ゆえにヒヨコでないと否定されると、ひどく傷つくようだ。

　例えるなら、まだ年とし端はもゆかぬ幼おさな子ご相手に、サンタクロースの存在を否定するようなものか。

　それとなくカナタが訂てい正せいする。

「わりーわりー、こいつはどう見てもヒヨコだな」

「えへっ、やっぱりそうですよね……っ!?」

　レクティがにぱにぱと笑みを零こぼした。

　どうやら、ピヨちゃんが鶏にわとりのヒナであることは絶対条件らしい。

　ふぅ、危ないところだったな。ほっと安あん堵どしながら、カナタはレクティが嬉うれしそうに抱だくピヨちゃんを見やる。

　ユーリは恐ろしいとかなんとか言ってたけど……こんなのんびりした生き物が脅きよう威いなわけねーよな。それに──

「なんにしても、ピヨちゃんに懐なつかれてるようでなによりだな。ご褒ほう美びになにか買ってやるよ」

　カナタはレクティを連れ、お惣菜屋の前に立つ。ショーケースからは、コロッケやハンバーグなどの、おいしそうな肉料理が覗ける。

「ほら、どれが食べたい？」

「えっ!?　い、いえ。そのぅ……わざわざ買って頂かなくても……」

　やんわりとレクティが断りかけたそのとき。

「きゅぴっぴー、きゅぴ～」

　レクティの腕うでの中にいるピヨちゃんがじたばた暴れ出した。

「どうしたんですかピヨちゃん？　ひょっとして、お肉が食べたいんですか……？」

「きゅぴ」

「もう。ダイエット中なのに仕方ないですね。一個だけですよ。……そのぅ、カナタさん。一つだけ頂いてもよろしいですか？」

「ああ、かまわねーよ。にしてもさ、レクティ。お前って、ピヨちゃんが言ってることがわかるのか？」

「そのぅ……な、なんとなくですけど。本当になんとなくですけど、わかるときがあるんです」

「へー、ひょっとしたら心が通じ合ってるのかもな」

　そんな話をしながら、ピヨちゃんがお惣菜を選ぶ。レクティに抱かかえられながら、ショーケースの中を見やり、気に入った料理の前で「きゅぴ」と鳴いた。

　ピヨちゃんが気に入ったのは、こんがり揚あがったフライドチキンだ。

「ピヨちゃん。ピヨちゃんって鶏さんなのに……」

　衝撃を受けたかのようにつぶやくレクティ。

　傍かたわらに立つカナタは思う。

　ピヨちゃんをヒヨコだと思いこんでるのに、フライドチキンを頼たのむとは。どう考えても共喰いだ。こりゃレクティも、ピヨちゃんがただのヒヨコじゃないって気づいたか。

　横目でそれとなくレクティの様子を窺うかがうカナタ。

　するとレクティは笑顔を綻ほころばせ──

「ずいぶんと食しよく欲よく旺おう盛せいなんですね。健康的なのはいいことです」

　それを聞いて、カナタが思わずずっこけた。

「あれ？　どうしたんですかカナタさん？」

「い、いや。なんでもねーよ……」

　ゆっくりと起き上がり、勘かん定じようをすませるカナタ。レクティは鶏小屋に帰ってから、ピヨちゃんにフライドチキンをあげるらしい。

「じゃあ、生き物係を頑がん張ばれよ」

「は、はいっ！　い、一いつ生しよう懸けん命めい頑張ります……っ！」

　にっぱりと微笑ほほえむレクティは、巨ガ怪ル鳥ダのヒナと仲良く帰っていく。カナタは「ま、いっか」とつぶやき、一人と一羽の後ろ姿を見送った。







　そして時は流れる。

　レクティが生き物係に就ついてから、五日後のことだ。

　お昼休み。Ｅ６０１小隊室。

　そこには、カナタ、ミソラ、リコ、ブレアの姿があった。ユーリは巨ガ怪ル鳥ダのヒナの捜そう索さく活動へ、レクティは鶏小屋へ様子を見に行っているらしい。

「レクティははりきって生き物係をやってくれてるようね」

「ああ、面めん倒どうな動物の世話などしなくてすんでなによりだな」

「うぬ。お陰かげでわたしも新生活の準備が整ったぞ」

　就いた当初こそ、生き物係に消極的だったレクティ。しかし時間が経たつにつれ、自信がついたようで、最近は元気に生き物係を担当してくれている。しかも、とあるヒヨコにピヨちゃんと名前を付け、格別の愛情を注いでいるようだ。

　レクティがはりきって生き物係に臨のぞんでいることに、教え子三人は好意的だった。

「ふーん、お前らは鶏小屋に一度も行ってないんだ」

　会話を聞き、カナタが意味深な言葉をつぶやいた。

　そんなとき、小隊室のドアががらりと開く。そこには、しょんぼり八の字眉まゆを浮うかべたレクティの姿があった。

「そ、そのぅ……カ、カナタさん」

「どうしたんだよレクティ？」

「なんだか最近、ヒヨコさんたちに元気がないんです。ひょっとしたら病気かもしれません」

　教きよう卓たくまで歩み寄り、レクティは事情を説明する。毎日飲み水を取り換かえ、餌えさをやり、小屋の掃そう除じをしているのに、ヒヨコたちの元気がなくなっているらしい。引き継つぎ資料に眼を通したが、どこにも原因が見当たらないというのだ。

　説明しながら、思わずレクティは瞳に大粒の涙を浮かべる。

「そ、そのぅ（ぐすん）……あ、あのぅ（ぐすんぐすん）……ど、どうしたらいいでしょうか……っ!?（ぐすんぐすん）」

「落ち着けよレクティ」

　涙ぐんだレクティをなだめながら、カナタが告げる。

「生き物係はお前だけど、鶏の世話自体はＥ６０１小隊の役割なんだ。ミソラたちも手伝ってくれるってよ」

「（ぐすんぐすん）ほ、本当ですか……っ!?」

　レクティがミソラたちを見やる。

「ああ。まさかこんなに困ってる仲間を見捨てたりなんかしないだろ」

　カナタが狙ねらい澄すましたかのように、ミソラたちを見る。

「ま、まあ、レクティ一人に任せっきりってのは申し訳ないし」

「ふっ、まあ一日ぐらいなら手伝うのもやぶさかではない」

「うぬ、あとは私たちに任せるがよいぞ」

　教え子三人の反応は、想定の範はん囲い内だ。特にミソラは自分が生き物係をやりたくないために、レクティを拝おがみ倒たおしてもいる。

　非常に体てい裁さいが悪いのだろう。

「さてと、涙を拭ふけよ。じゃあみんなで様子を見に行くぞ」

　カナタに連れられ、ミソラたちは鶏小屋へと向かった。







　三番区。鶏小屋の前。

「ここです」

　レクティが錠じようを外し、小屋の中へ。レクティに続いてカナタたちも中へと入る。つんと鼻を突つく土の匂におい。

　だが、それ以上に気になるのは、鶏小屋の中に立ち込める重苦しい雰ふん囲い気きだ。

　何羽かのヒヨコたちがカナタたちの視界に入る。だが眼についたヒヨコたちは、まるでここが生しよう涯がいの墓場か、最終戦争の勃ぼつ発ぱつ直前であるかのように黙だまり込んでいる。

　ピヨピヨという、ヒヨコ特有の愛くるしい鳴き声すらない。

「うーん、なんだか元気ないみたいね」

「うぬ、ここのヒヨコらは元気が欠けているな」

　レクティの報告通りだ、とミソラとブレアが納得した。

　バケツに入った餌を、レクティが与あたえようとする。

「本当にみんな元気がなくて。ほら餌ですよ」

『餌』。

　その単語を聞いたとたん、全てのヒヨコたちが一いつ斉せいに身をびくっと震ふるわせた。

　まるで自分が餌のように食われることを恐おそれているみたいだ。

「どうしたのかしら？　餌って言葉に脅おびえたように見えたわ？」

「本当にどうしたんだろうな。女め神がみなわたしにも見当がつかないぞ」

「ああ、私にも皆かい目もく見当がつかぬ」

　首をかしげるミソラたち。その三人の背後に控ひかえるカナタは、へっと口の端はしをつりあげる。

　彼だけはすでに、見当がついているらしい。

「ええ、わたしも見当がつかなくて弱っているんですよ。でも、一羽だけ元気一いつ杯ぱいな子がいて……ピヨちゃんっていうんですけど」

　レクティらしい優しい名前だな、と思うミソラたち。きっとそのピヨちゃんとやらが元気なのは、レクティが格別の愛情を注いでいるからだとも思う。

「それで。そのピヨちゃんって子はどこにいるの？」

「はい、そこに座っている子です」

　そう言って、鶏小屋の一角を指さす。

　そこだけ藁わらが高く積み上げられ、全体を見み渡わたせるようになっている。動物界で言えば、ボス的なポジションにあたる場所だ。

　そしてそこに『どてんっ！』と構える存在がいた。容姿は他のヒヨコと同じように黄色くふわふわしていて愛くるしい。

　だが、そのスケールが桁けた違ちがいだ。他のヒヨコたちと容姿はそっくりなまま、カナタの見るかぎり、五日前よりさらに二倍ほどに成長。全高はレクティの膝ひざ丈たけほどに育っている。

　非常に存在感のあるヒヨコだ。

「「「………………っ!?」」」

　その個体を目もく撃げきし、ミソラ、リコ、ブレアは絶句した。

　この愛くるしいが、明らかにオーバースケールのヒヨコ。その姿は、先日ユーリが頒はん布ぷしていた資料の中にあった、巨ガ怪ル鳥ダのヒナにそっくりなのだ。

「ピヨちゃんだけはすごい元気があって」

　特別に用意した餌──フライドチキンを与えながら、レクティは雄ゆう弁べんに説明する。

「ほら。元気盛もりだくさんですから、他のヒヨコさんと違ちがって鶏にわとりの餌だけじゃなくて、お肉も食べるんです。フライドチキンとか好きなんですよ。えへっ」

　そう言って、食欲旺盛なピヨちゃんを誉ほめるレクティ。

　だが、その背後にいるミソラたちは違った。

『えへっ』じゃねーわよ……っ!?

　嘴くちばしでフライドチキンに一気に喰くらいつき、骨だけは器用に吐はき出してみせるピヨちゃんを目撃し、三人は凍こおりつく。

「ね、ねえ。仮にもしピヨちゃんがヒヨコだったとしたらよ……」

「ぬぅ。あれは共食いになるのではなかろうか？」

　ミソラとブレアが当然の疑問を口にするが、レクティの耳には入らない。

　レクティは最高の相棒パートナーを見る眼まな差ざしで、藁山の上にいるピヨちゃんを見やる。

「こらこらピヨちゃん。そんなに焦あせって食べたらダメって言ってるじゃないですか。もっとよく嚙かんで食べないとまたメタボになっちゃいますよ」

「きゅぴ」

　返事をし、食事を再開するピヨちゃん。そのとき、ピヨちゃんの周囲を一いつ匹ぴきの蠅はえが飛びまわる。

　どうやらフライドチキンの匂いに誘さそわれたらしい。

　そして次の瞬しゆん間かん。ミソラたちは大きく眼を瞠みはることになる。

　なぜなら。纏まとわりつく蠅を嫌いやがったピヨちゃんが、口から炎ほのおを吐き、蠅を灰かい燼じんに帰きしたからだ。

「こらこらピヨちゃん。火を吐くときは、お外でって教えましたよね」

「……きゅぴ～」

　申し訳なさそうな鳴き声をあげるピヨちゃん。

「ひ、火を噴ふいたわよ……っ!?」

「あ、ああ。たしかに火を噴いたな」

「なれどレクティはピヨちゃんとやらを……」

　三人は固かた唾ずを吞のんだあと、口にする。

「「「完全にヒヨコだと信じきっている……っ!?」」」

　凄せい絶ぜつな表情を浮かべるミソラたちの視線の先には、巨ガ怪ル鳥ダのヒナにうっとりと頰ほお擦ずりをするレクティの姿があった。

　一連の流れを見やり、カナタが結論を述べる。

「他のヒヨコに元気がない理由は、一発で察しがつきそうなんだけどな。どうみてもピヨちゃんを見て、ビビってるだろ。ま、レクティはユーリが配ったビラを見てねーから、気づいてないみたいだけど」

　カナタの台詞せりふを聞いたあと、周りのヒヨコたちが「……ぴよー」と情けない声を出す。

　なにせ火を噴いて、自分たちフライドチキンを好物とする肉食生物と、共同生活を強しいられているのだ。

　ヒヨコたちのストレスは半はん端ぱなものではない。

「あ、あんた、ひょっとして知ってたの……っ!?」

　あまりにもものわかりが良すぎるカナタの態度に、ミソラが声を荒あらげた。

「さーな。でも、生き物係をサボってたお前に咎とがめられるいわれはないぜ」

「うぅ……っ!?　そ、そりゃたしかにそうだけど……」

　そんなやり取りをする傍かたわらで。リコが眼を輝かがやかせて、レクティへ近づく。

「レクティ。た、頼たのみがある。わ、わたしもピヨちゃんとやらに触さわらせてもらえないだろうか？」

「ぬっ!?　リ、リコっ!?　そなた、気はたしかか……っ!?」

「察してやれよブレア。あいつ巨ガ怪ル鳥ダが相当好きなんだよ。ほら、眼が輝いてるだろ」

「ち、違う。こ、断っておくが、これは単に学術的に興味深いだけだからな」

　もっともらしく言い訳した。そのあとレクティから許可を受けたリコが、ピヨちゃんへと触ふれようとする。しかしレクティの腕うでに抱だかれたピヨちゃんが、ぷいっと貌かおを逸そらした。

「な……っ！」

　大好きな巨ガ怪ル鳥ダのヒナに振ふられたリコが、チカラなく戻もどってくる。

「ダメだったみたいね」

「……巨ガ怪ル鳥ダが人間に懐なつくこと自体が異常なんだ。だから仕方ない」

　リコがチカラなくつぶやいた。

「ほら、元気出しなさいよ」

　とんっとミソラに肩かたを叩たたかれ、リコが心外そうに反論する。

「う、うるさい。ミソラのくせに生意気だぞ」

　ミソラが話を進める。

「ね、ねえ。ここに来た理由はヒヨコたちに元気がない原因を調べることよね」

　もう原因はほぼわかっている。ヒヨコたちは脅えているのだ。

「じゃあピヨちゃんが巨ガ怪ル鳥ダのヒナだってレクティに伝えて、取り上げればいいだけじゃないの。それであとは、ピヨちゃんをユーリさんのところに……」

　ただそれだけのこと。しかし、カナタがレクティを指さして言う。

「あのレクティを見て。お前、そんなことできるの？」

　幸せそうにピヨちゃんを抱いて、至し福ふくの時を過ごすレクティ。なぜかそこだけは淡あわいピンク色の水玉模様の背景が差し、幸福度を増していた。

　いくらミソラでも、こんなにも仲なか睦むつまじい、一人と一羽を引き裂さくのは気がひける。だが……

「さてと。あとはお前の仕事だぜ。ミソラ」

「ふっ、ミソラ。キミに任せるぞ」

「うぬ、ミソラ。そなたに任せるぞ」

「ど、どうしてあたしなのよ……っ!?」

　カナタたちが一斉に口を開いた。

「「「──小隊長だからな」」」

「うぅ、こんなときばかり小隊長扱あつかいして……」

　それでも、生き物係を押しつけた負おい目からか。ミソラが意を決して一歩前に出る。

「ねえレクティ。ピヨちゃんって、どう見てもヒヨコじゃないわよね」

「えっ!?　そ、そのぅ……ち、違うんですか……っ!?」

　衝しよう撃げきを受けたかのように驚おどろくレクティ。すかさずミソラが指し摘てきする。

「だって、火を噴くヒヨコなんて……」

　言いかけ、ミソラが口を噤つぐんだ。その視線の先には、瞳ひとみに大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべたレクティの姿があった。

「あ、あのぅ……ピ、ピヨちゃんは、こ、こんなにかわいいのに……。黄色くてふわふわしているのに、ヒヨコさんじゃないんですか……っ!?」

「そ、その……」

　それだけ言うと、ミソラは困ったようにカナタを見る。

　カナタが小声で囁ささやく。

「（さて、どうすんだよミソラ。対応を間ま違ちがったら、レクティが大泣きするぞ）」

「（で、でもっ!?　あれって巨ガ怪ル鳥ダのヒナなのよ。それならいっそのこと、はっきりと指摘してあげた方が……）」

「（まさかこの程度のことで、隊内の人間関係に亀き裂れつが奔はしるってのは勘かん弁べんしてくれよ）」

「（はう……っ!?）」

　ミソラの体を、なにか電流のようなものが奔り抜ぬける。

　しかし、それも当然のこと。まがりなりにもミソラは小隊長。仲間のことを一番に考えて動くべきポジションなのだから。

「レ、レクティ。ピヨちゃんは──」

　レクティに抱かれ、幸せそうなピヨちゃん。それをミソラがビシッと指さし、断言する。

「どこからどう見ても、ピヨちゃんはかわいいヒヨコよ。それにピヨちゃんって、素敵な名前ね」

「そうですよね……っ！」

　にっぱり笑みを零こぼすレクティ。そんな彼女を尻しり目めに、カナタたちが同時に口を開く。

「「「サイテーだな……」」」

「あ、あたしに……ど、どうしろって言うのよっ!?　あんなに幸せそうなレクティに言えるわけないじゃないの……っ!?」

　半ば逆切れするミソラ。気を取り直し、カナタが告げる。

「なら、とりあえずユーリを呼んでこいよ。あいつがどう対処するか、お手並み拝見といこうぜ」

「あ、あたし。呼んでくる……っ!?」

　居づらくなったミソラが、大おお慌あわてで鶏にわとり小ご屋やの外へと出て行く。それからしばし、カナタたちはレクティの様子を見守った。







　ユーリが到とう着ちやくすれば、なんとかなる。ミソラたちはそう考えていた。

　だが、現実はそう簡単にはいかなかった。

「ダ、ダメですピヨちゃんを譲ゆずるわけにはいきません……っ！」

　両りよう腕うででぎゅっとピヨちゃんを護まもるように抱き、レクティが告げる。

「そ、そのぅ……い、生き物係として、ピヨちゃんは責任を持ってわたしが育てます……っ！」

「レ、レクティさん……」

　誠意を込めたユーリの説得すら、レクティには通じなかった。

　巨ガ怪ル鳥ダは希少生物であり、《ミストガン》で責任を持って育てる。そう伝えているのだが、レクティは譲るつもりはないらしい。

　しかもだ。明らかにスケールが違うはずなのに、なぜか巨ガ怪ル鳥ダのヒナを、ヒヨコだと思い込んでいる。

　ユーリが尋たずねる。

「カナタ先せん輩ぱい、なぜレクティさんは巨ガ怪ル鳥ダのヒナをヒヨコだと思い込んでしまってるんですか？　レクティさん以外は、五日前にビラを受け取ってましたから、知ってたはずですよね？」

「ああ。それはな──」

　カナタは簡単に経けい緯いを説明した。なぜレクティが生き物係になったのか。どうしてピヨちゃんをヒヨコだと勘かん違ちがいしたままだったのか。

　一通り説明を聞き、ユーリが呆あきれ貌で告げる。

「ミソラさん、小隊長ならもう少し周りに気を配りましょうよ。自分がやりたくないからって、生き物係を他ひ人と任まかせにしてはダメです」

「その……ごめんなさい」

　気を取り直して、ユーリが説得する。

「レクティさん、その子は危険な存在なんです。いますぐピヨちゃんを、こちらへ渡わたしてください。さあ」

　手を差し出して、ピヨちゃんを渡すように指示する。

　だがレクティにとって、ピヨちゃんは相棒パートナー。すなわち、大事な存在なのだ。

「い、いくらユーリさんでも、ピ、ピヨちゃんを渡すわけにはいきません……っ！」

　なおもピヨちゃんを護ろうとぎゅっと抱きしめるレクティ。

「仕方ありません。わたしも任務ですので、ここで退ひくわけにはいかないんです」

　ユーリも退かず対たい峙じする。

　この頃ころになると、ピヨちゃんも自分がどういう立場に置かれているかわかってきた。

　ユーリが自分を奪うばおうと固こ執しつし、レクティが非常に困っているらしい。そしてなんだかんだで、レクティのお世話になっている身としては、レクティを護るためのチカラがほしいと思う。

「ダ、ダメですっ！　ピ、ピヨちゃんは渡せません……っ！」

　必死の想おもいで声を絞しぼり出すレクティ。自然と彼女の魔ま力りよくが高まり、逃とう走そうのために、飛行魔ま術じゆつを発動しようとする。

「い、いけませんっ!?　レクティさん、ここで魔力を高めては……っ!?」

　制止するユーリ。だが、ときすでに遅おそかった。

　突とつ如じよとしてピヨちゃんの体に、発光現象が起こった。淡く輝く光は、一気にピヨちゃんの体を包み込む。

　太古の時代。人間と巨ガ怪ル鳥ダが共存していた頃の性質が、ピヨちゃんの中で覚かく醒せいする。

「え……っ!?」

　きょとんとするレクティをよそに、血相を変えてユーリが叫さけぶ。

「し、しまったっ!?　みんな早く鶏小屋の外へ……っ!?」

　ユーリを先頭に、ミソラ、リコ、ヒヨコたち、カナタの順で鶏小屋を出る。その直後、木こつ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛んだ鶏小屋のトタン屋根と木材を勢いよく弾はじき飛ばし、巨きよ大だいな質量が『ぬっ』と姿を現す。

　大きな体たい軀くをした、神こう々ごうしさを覚えさせる、成体の巨ガ怪ル鳥ダだ。黄色の羽毛は真っ赤で猛たけ々だけしいものへと生えかわり、猛もう禽きんの鋭するどい瞳と爪つめを有している。全高は二○メートル以上。大型魔ま甲こう蟲ちゆうに匹ひつ敵てきするサイズである。

「うわっ!?　お、大きい……っ!?」とミソラ。

「か、かわいくない……」とリコ。

「うぬ、戦いがいのありそうな相手であるな……」とブレア。

「ユーリ、なんだよこれ？」とカナタ。

　中でも、リコは非常にショックを受けた貌をしていた。

「レクティさんの魔力にあてられたんです……っ！」

　突如として現れた巨大な巨ガ怪ル鳥ダを見上げつつ、ユーリが説明する。

「なんでも人間と巨ガ怪ル鳥ダが共存していた太古の時代の名残なごりらしいんですが。巨ガ怪ル鳥ダのヒナには、人間の魔力にあてられると魔力進化する性質があるらしいんです。しかし、魔力進化したヒナは暴走状態になるらしく……」

　そう言いながら、ユーリが巨ガ怪ル鳥ダを見上げる。すると巨ガ怪ル鳥ダは、肺いっぱいに空気を吸い込み──







「ＧＲＹＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ──ッ！」







　巨大な咆ほう哮こうをあげた。震ふるえた空気が、カナタたちの肌はだを打つ。

　その後成体の巨ガ怪ル鳥ダは、眼めを紅あかく滾たぎらせながら、移動を開始。一歩歩くたびに、どしんっ！　と地鳴りが響ひびく。

「どこに向かって……まさか……っ!?」

　最悪の事態を予期し、貌を青くするミソラ。

　巨ガ怪ル鳥ダの進行方向には、ちょうどトタン屋根を押しやり、瓦が礫れきの下から貌を出したレクティの姿があった。巨ガ怪ル鳥ダの巨大化の反動で、鶏小屋とともに弾き飛ばされていたらしい。起き上がったレクティは、脳のう震しん盪とうでも起こしていたのだろうか。ふらふらしていて、背後から迫せまり来る巨大な影かげに気づいていない様子だ。

「レクティ、後ろよっ！　いますぐ逃にげなさい……っ!?」

「早く逃げるんだレクティ。喰くわれるぞ」

「レクティ、そなた早く逃げるがよいぞ……っ！」

　警告を発するミソラたち。

　レクティへ迫る、巨大で威い圧あつ感かんのある巨ガ怪ル鳥ダを見やり、ユーリが告げる。

「こ、こうなってしまってはもう対処のしようがありません。特務小隊ロイヤルガードの名にかけて、ここで巨ガ怪ル鳥ダの処理を……」

　ユーリが魔ま槍そうを展開しかけたとき、ぽんっと肩かたに手を置かれた。

「ま、落ち着けよユーリ」

「カ、カナタ先輩……っ!?　こんな状じよう況きようで落ち着けるわけ──」

　そんなとき。ミソラの叫び声が耳を突つく。

「ああ、レクティが……っ!?」

　カナタたちの瞳に映ったのは、レクティが、後ろから近づく巨ガ怪ル鳥ダの口こう腔こうに吞のみ込まれる姿だ。ミソラたちの警告に気づき、半ば振ふり向きかけたところに巨大な嘴くちばしが迫り──ぱくり！　巨ガ怪ル鳥ダがあっさりとレクティを吞み込んだ。

「「「「く、喰われた……っ!?」」」」

　異い口く同音に発する教え子たち。その中から一人。ユーリがカナタに食ってかかる。

「ど、どう責任を取るつもりですかっ!?　カナタ先輩さえ止めなければ、こんなことには……っ!?」

　哀かなしき叫び声をあげるユーリ。

　すると。レクティをひと吞みにした巨ガ怪ル鳥ダがこちらへ近づき、口を向ける。

「ぬっ、私たちまで喰らうつもりかっ!?　お、おのれ、レクティの仇かたきだ。覚かく悟ごするがよいぞ……っ！」

　ブレアの一声に応じ、身構えるミソラたち。いままさに人間と巨ガ怪ル鳥ダの全面戦争が勃ぼつ発ぱつしようとしたところで。巨ガ怪ル鳥ダがこちらへ向けた口腔をぐっと開いた。

　するとそこには──

「あれ？　みなさん、そんな心配そうな貌をしてどうしたんですか？」

　ひと吞みにされたはずのレクティの姿があった。彼女はぴんぴんした様子で、巨ガ怪ル鳥ダの口腔の中から出てくると、

「ふふっ、よしよし。みんなのところへ連れて来てくれて、ありがとうねピヨちゃん」

　そう言って、ピヨちゃんの巨大な嘴の辺りを優しく撫なで回した。

　思わずミソラが叫ぶ。

「レ、レクティっ!?　あ、あんたっ!?　喰われたんじゃなかったの……っ!?」

「なんのことですか？　ピヨちゃんはみなさんのところへ、わたしを連れて来てくれただけですけど？」

　きょとんと首をかしげるレクティ。

　しかし、これだけ巨大な巨ガ怪ル鳥ダだ。人間などひと吞みにできるはずである。

　なのになぜレクティを食べなかったのか……？

　誰だれもがそう疑問を抱いだいたとき、カナタが口を開いた。

「へっ、お前らはレクティとピヨちゃんの絆きずなを甘く見過ぎたんだよ。レクティは生き物係になってから、ずっとピヨちゃんに愛情を注いできたんだ。そして愛情を注いだ分だけ、動物は想いに応こたえてくれるからな」

　そう言うカナタの視線の先には、巨大化したピヨちゃんを滑すべり台にして遊ぶレクティの姿があった。

「ピヨちゃん、成長したんですねっ!?　やはり餌えさをフライドチキンにして、毎日運動させたのがよかったんでしょうか……っ!?」

　と。純じゆん粋すい無む垢くに話しかけている。

　すでに、ユーリがレクティを説得しに来たことなど忘れているようだ。

「どうやら、ここは素直に退くしかないようですね」

　その光景になにか悟さとったユーリが言葉を紡つむぐ。

「ピヨちゃんに害意はないようですし、なによりレクティさんに懐なついています。この一人と一羽の仲を裂さくのは、流石さすがのわたしも気がひけますから」

　飼い主とペットの絆。そこには、計り知れないものがあるらしい。

　レクティの魔力が枯こ渇かつし、通常サイズへ戻もどっていくピヨちゃん。それをユーリは確認しながら、

「ですが、カナタ先輩。壊こわれた鶏にわとり小ご屋やの修理はちゃんとしてくださいよ」

　そう言い残して、ユーリはどこか微笑ほほえましそうな様子で去って行った。

　頭の後ろを搔かきながら、カナタがつぶやく。

「さてと。じゃあ面めん倒どうくさいけど、鶏小屋の再建築でもするか。ミソラ、後方支援科ロジステイクスに行って日曜大工セット借りてこいよ」




　後日。ヒヨコたちの鶏小屋と、ピヨちゃん専用の[image: が][image: る][image: だ]小屋が完成。ピヨちゃん専用のほうはレクティが専属の生き物係となり、いつでもピヨちゃんに会いに行けるようになった。

　こうして『ピヨちゃんとの想い出～生き物係編～』は幕を閉じた。




「また一いつ緒しよに遊べるようになって、よかったねピヨちゃん」

「きゅぴ～！」


（初出：ドラゴンマガジン２０１４年９月号）









　　　第三章　協きよう創そうのホスティリティ







　うぅ……っ!?　ど、どうしたらいいのかしら……っ!?




　深しん紅く色いろの艶つややかで長い髪かみの少女──ミソラ・ホイットテールが頰ほお杖づえを突き、もの思いにふけっていた。

　場所は、小隊棟とうのＥ６０１小隊室。時は、午後の実技訓練時間。

　教きよう壇だんに立つ長身瘦そう軀くで黒髪の少年──カナタ・エイジが尋たずねる。

「ミソラ、聞いてるか？」

「え、えーっと……な、なんの話だったっけ……？」

　言いつつ、辺りを見回すミソラ。すると小隊の仲間たちの視線が、自分に注がれていることに気づいた。

「職場体験だよ。職場体験」

　呆あきれたように、彼が言った。

「……どうもこいつらの意見には、統一性がねーんだよな。お前はどこか行きたいところがあるか？」

　そこまで言われて、ミソラはようやく話に追いついた。

　小隊単位で参加する、職場体験についての話し合いをしていたのだ。職場体験とは、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生たちに年一回義務付けられている、一週間にも及ぶ長期実習だ。社会生活における協調性と、経済基き盤ばんを支えてくれる仲間たちへの理解を深めるのが目的だ。

　黒板を見やると、仲間たちの希望が書かれていた。

『ホテル：ベッドで気持ちよく寝ねれそうだから　（リコ）』

『ケーキ屋さん：レシピを学ばせてもらいたい　（レクティ）』

『アパレルショップ：衣料品のコーディネートを勉強したい　（ユーリ）』

『機械科学科マキナの武器屋：武器に精通した専門家スペシヤリストになりたい　（ブレア）』

　なるほど。これじゃ困るわけね、と彼女は納得する。

　職場体験は小隊単位での活動になるため、全員が納得する意見が必要だった。




「でも……あたしの家って喫きつ茶さ店だから、もう就労経験とかあるし……だから、どこでもいいわよ」

「そっか。そういや、そうだよな……」

　そうつぶやくカナタを一いち瞥べつし、ミソラは再び考えごとにふける。

　ああ、どうしようっ!?　このままじゃ最悪の結果になるわっ!?　まさか三番区の一等地に出店したお店が、あんなことになるなんて……っ!?

　ミソラが悲ひ嘆たんに暮れる一方。不意に、カナタがぽんっと手を打ち、

「ならさ、ミソラの家で職場体験させてもらえばいいじゃん」

「えっ!?　な、なんでそうなったの……っ!?」

「だって、こいつらの言うことバラバラでまとまりそうにねーもん。なら、ミソラの家でいいじゃん。就労先との交こう渉しようや調整の手間も省はぶけていいし」

　そう言って、カナタは残りの教え子たちを見やり、

「お前らはなんか文句あるか？」

「まあ、ミソラさんの家なら面白そうですから構いませんけど」

　濃のう紺こん色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみを持つ少女──ユーリ・フロストルが了りよう承しようすると、周りの仲間たちも頷うなずいた。

「つーことで、ミソラの家で決定──」
















「い、いやいや。うちには来なくていいわよっ!?　だってほら、他にみんな、行きたい場所があるんでしょ……っ!?」

　ま、まずいっ!?　ミソラが必死に拒きよ絶ぜつする。

　うちに職場体験だなんて、あの秘密が発バ覚レちゃうじゃないのよ……っ!?

「なんだよ？　俺たちが押おし掛かけて困ることでもあるのか？」

「こ、困ることっ!?」

　ミソラは一いつ瞬しゆんぎくっとしたあと、

「う、うーんと、そ、そういうのはないんじゃないかしら……っ!?　あは、あはは──」

　なぜか引き攣つった笑みを浮うかべた。

　カナタは疑念を深めたかのように目を細め、問い詰つめる。

「そういや、ここ最近会ってねーけどさ。お前ン家ちのおっちゃん、元気にしてる？」

　げっ!?　な、なんでこいつはこのタイミングでそれを訊きいてくるのよ……っ!?

「う、うーんとね。げ、元気よ。に、肉体的には」

「なんだか含ふくみのある言い方だな。まるで精神的には元気じゃないみたいじゃんか」

　するとミソラは、顔面神経痛のような貌かおで言葉を濁にごす。

「ま、まさか……そんなわけ……」







　その翌日。お昼頃ごろ。

「そんなわけ……あるんじゃねーか？　これ？」

　三番区の大通りに面した喫茶店『リトルウィング』の店内へと入った、カナタたち一行。

　殺風景な店内には、古ぼけた木製の椅い子すとテーブルが置かれているだけだった。観葉植物の類たぐいは一切なく、簡素すぎる店内──有あり体ていに表現すれば、そこは地味だった。お客の心を和なごませる彩いろどりもなければ、落ち着きのある空間とも程ほど遠い。

　入り口にある会計カウンターには、母親を含む家族写真が飾かざられていたが、活気がない店内では、虚むなしさを引き立てているに過ぎない。

　カナタが総そう括かつする。

「この喫茶店、閑かん古こ鳥どり鳴いてんじゃん」

「ま、まあ。そ、そうとも言うわね……」

「ミソラ、キミの様子がここのところおかしかったのはこのせいか」

　ビーナス像の現うつし身のような少女──リコ・フラメルがじと眼めで凝ぎよう視しした。

「えっ！　き、気づいてたの……っ!?」

「このわたしの目をごまかせるとでも思ったのか」

　そのとき、お店の奥からのっそりと近づいてくる人ひと影かげがあった。

「よお、久しぶりだな兄弟」

「おっ、おっちゃん」

　カナタの瞳に映ったのは、スキンヘッドの強こわ面もての中年男性。ミソラの父親──ゲイル・ホイットテールだ。

「どうも経営が上う手まくいってなくてな。兄弟がチカラを貸してくれて助かるぜ」

　……なるほど。そういう筋書きシナリオで、話を通してたわけか。

　ちらっとカナタがミソラを見やると、

「うぅ……っ!?」

　ミソラが気まずそうに俯うつむいてみせた。

　この時点で、彼はおおかたの事情を察する。しかしミソラの父親の手前もあってか、特段に咨とがめ立てはせず話を進めた。

　ゲイルによると、戦災保険金と融ゆう資しを頭金にして、この場所に新規出店したらしい。といっても借地権を一年分前払ばらいしたり、古ぼけた建物のキッチンを改装した結果、内装までは手が回らなかったようだ。しかも立地調査を怠おこたっていたため、競きよう合ごう店『ウィリアム・スミス』の眼と鼻の先に出店したとか。

　ミソラの喫茶店『リトルウィング』は肉料理には定評があり、以前は繁はん盛じようしていたのだ。が、この辺りではあまり評価されていないようだ。というのもこの付近は女性客が多く、その眼鏡めがねには適かなっていないらしい。

「この場所は以前も飲食店があって、その居い抜ぬきでどうにか買えたんだよ。だが、あらためて考えると『ウィリアム・スミス』に煮にえ湯を飲まされて、撤てつ退たいしたんだろうな。あとから知ったんだが、この近くの喫茶店は、『ウィリアム・スミス』にけっこう痛い思いをさせられてるらしい」

「ふーん、詳くわしい事情はよくわかったよ」

　一通り話を聞いたあと、リコがじーっとゲイルの貌を覗のぞきこんだ。

「……この男がミソラの父親か。本当に血が繫つながっているか疑いたくなるような貌をしてるな」

「うぬ、ぜんぜん似ておらんな」

　リコの言に同意し、月の光を集めたかのように輝かがやく、銀色の髪をした少女──ブレア・アイゼナッハが頷いた。

「し、失礼ねっ!?　よく見なさいよ、ちゃんと似てるじゃないの……っ！」

　ムキになって、ミソラが父親の隣となりに立つ。

　いったいどこが似てるんだろ？　怪け訝げんに思うカナタたちの前で、ミソラが右眼のあたりを指さし、力説する。

「まつ毛の辺りとか」

「「「「「……………………」」」」」

　カナタたちは、無言のままお互たがいの貌を見やり、

「ふっ、さてと疲つかれたから今日はもう帰るか」

「ああ、さすがにいまのは俺もないと思うぜ。みんな、帰るぞ」

「うぬ、誠意が足らな過ぎるな」

「ご、ごめんっ!?　み、みんなちょっと待って……っ!?」

　くだらないことを言うミソラを無視し、カナタが話を続ける。

「あのさ、おっちゃん。ひょっとしてこの店って……」

「ああ、察しの通り──閉店の危機だ」

　……やっぱりか。

　納得したかのように頷き、ミソラに仲間たちから疑ぎ惑わくの視線が集まる。代表して、カナタが尋たずねる。

「ミソラ、なんか言いたいことはあるか？」

「その……だ、黙だまってて、ごめんなさいっ!?　じつはその、言い出せなくて……」

「ま、たしかにお前の気持ちはわからなくもねーけどさ」

　小隊長の弱み──父親が経営する喫きつ茶さ店が閉店しそうとは、言い出せなかったのだ。ただでさえ、小隊長としての威い厳げんのオーラに欠け、特出した戦せん闘とうスキルがあるわけでもない。ゆえに真実を言えず、されど職場体験を断り切れず、無策のままこの日を迎むかえたのだ。

　けれど、そこに同情の余地がないわけではない。

　ま、普ふ段だんから頑がん張ばってるしな……

　頭の後ろを搔かきながら、カナタはとりあえず話を進めた。

「ここで職場体験っていうと、経営の立て直しとかすりゃいいのかな」

「つまりこの店を、わたしたちでどうにかしなければならないのか」

　つまらなそうに、リコが店内を見み渡わたす。

　古ぼけた木製の椅子とテーブルが眼についた。

「はっきり言って、インテリアのセンスがないな。閉店の危機で予算がないにしても、ないのならないなりに工夫すればいいものを。あばらやかと思ったぞ」

「あ、あんたねっ!?　ふ、ふつーそういうこと言う……っ!?」

「言うに決まっているだろう。わたしが客なら、この店には絶対に来ない。少しはおしゃれに気を配ったらどうだ」

「うぅ……」

「うぬ、リコの言う通りだ。掃そう除じも行き届いておらんしな」

「そ、掃除って……あたしだって抜ぬかりはないわよ」

　お金をかけられないなりに、掃除だけは丁てい寧ねいにやったのだ。だが、ブレアはおもむろに席に着くと、木製のテーブルの裏側をなぞり、指についた埃ほこりを見つめる。

「ふむ、これで抜かりはない、か。笑えんな」

「あ、あんたはあたしの姑しゆうとめか……っ!?」

　ブレアに摑つかみかかろうとするミソラ。その後ろから、ぐっとユーリが羽は交がい締じめにする。

「お、落ち着いてくださいミソラさんっ!?　ブレアさんも、悪意があって言ったわけじゃないですから」

「は、離はなしてくださいユーリさんっ!?　いくらあたしでも、こんな理り不ふ尽じんを見み逃のがすわけには──」

　そんなやり取りの一方で、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハはメニュー表をぱらぱらと捲めくりだし、控ひかえめに主張する。

「そのぅ……メニューのバリエーションもいまいちです。特にデザートが少ないですし」

「たしかに。デザートが少ないのは問題ですよね。デザートに魅み力りよくがない店に女の子は来ませんよ」

「うぅ……」

　ユーリにも同意され、ミソラはいまにも泣き出しそうになる。普段真ま面じ目めな仲間たちからのダメ出しには、意外と打たれ弱かった。

　ピンク色の唇くちびるをへの字に固く結び、まなじりにうっすら涙なみだを浮かべているミソラ。その表情を見やり、カナタは同情を禁じ得ない。

「ま、ミソラ。あれだ、元気出せよ」

「う、うっさいっ!?　げ、元気よ……っ!?」

　それは空から元気って言うんだよ、ミソラ。内心で指し摘てきしつつ、カナタは教え子たちへ指示する。

「さてと。じゃあ、それぞれ『リトルウィング』の問題点を見つけただろ。あとは、お店の改善作業に移ってくれ」

　カナタの指示に従い、リコたちが行動に移った。







「そんで、あたしはなにすればいいのよ？」

「敵情視察に決まってんじゃんか」

　そんなことを言う二人の姿は、大通りを挟はさんで、斜はす向むかいにある喫茶店『ウィリアム・スミス』の正面にあった。

　この辺り一帯では、一番の人気を誇ほこる喫茶店である。

「まさか、ここに入るの？　あ……っ!?　ちょ、ちょっと……っ!?」

　入店するカナタの姿を追い、ミソラもお店の中へと入って行く。

　そしてカナタとともに敵情視察とやらに乗りこんだミソラは、すぐに格の違いというものを痛感することになった。

「うぅ、さすが繁盛店だけはあるわね」

　現実に直面し、さすがのミソラも認めざるを得ない。

『ウィリアム・スミス』の店内は、どこか幻想的フアンタジツクな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　暖色系の調和のとれた光が照らし出す、上質で優ゆう雅がな、骨董品アンテイーク家具をふんだんにとり入れた店内。家具そのものは、丁寧に溝彫りフルーテイングされた、アダム様式スタイルのもので統一されていた。デザイン性だけでなく、材質や技術の高さも窺うかがえる代しろ物ものであり、おいそれと買える物ではない。

　庶しよ民みん的な『リトルウィング』とは対照的だ。……客の数も。

　と。席に着いたカナタたちのもとへ、

「これはどうもお久しぶりです」

　商人独特の恭うやうやしい笑みを浮うかべた男がやってきた。

「わざわざ当店までお越こしいただいて感謝いたします」

「げ……っ!?　あんたは嫌いやがらせの……っ!?」

「嫌がらせなどと、滅めつ相そうもございません」

　そう断ったあと、その男はカナタに対し、自己紹しよう介かいをした。

　経済経営科エコノミツク本科三年、ウィリアム・スミス。七三分けの黒くろ髪かみに、銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけた利発そうな人物だ。接客をこなすのでウェイターの出いで立ちをしているが、この店の経営者らしい。

　つまり、ミソラの商売敵がたきだ。

　ウィリアムが自己紹介を終えた直後、ミソラは十年来の親の仇かたきにでも遭あったような眼まな差ざしで、睨にらみつけた。

「おやおや、そんなに怖こわい貌で睨みつけられても困りますね。こちらは正当な競争をしているだけですが」

「なにが正当よっ!?　人が苦労して雇やとったアルバイトを掠かすめ取っておいて……っ！」

「掠め取るなどと、とんでもない。あなた方が設定した時給より、少し高めの金額を提示しただけですよ」

「それを掠め取るって言うのよ……っ！」

「ご冗じよう談だんでしょう。本当に不正な競争だと思うのであれば、経済エコノ経営ミツクリ科長ーダーへ直じき訴そ状でも書けばよろしいではございませんか」

　へらへらとした笑みを浮かべるウィリアム。

　ぐぬぬぬぬ……っ!?　言い合いでは勝てず、ミソラが睨みつけるが、カナタが制す。

「べつに卑ひ怯きような手じゃねーだろ。正当な競争だよ」

「で、でも……っ!?」

「んなことより注文を頼たのむよ。本日お勧すすめメニューにある、ステーキセットを二人前よろしく」

「畏かしこまりました」

　注文を受け、ウィリアムがお店の奥に姿を消す。その間、カナタは働く店員たちや、お店のサービスをつぶさに確認。注文したステーキセットの味を確かめると、お店をあとにした。




　三番区。大通り。

「ミソラ、ステーキセットの感想はどうだった？　けっこう良質な肉を使ってたと思うけど」

「う、うん。質はたしかによかった。でも、うちの店のほうが味は勝ってると思う」

「それは嫉しつ妬ととかの感情は一切抜きで、か？」

「……嫉妬っていうか、あたしだって自分の店の味に誇りプライドは持ってる。けど、それでもあたしは負けてないと思う」

「へっ、お前がそう言うなら、大だい丈じよう夫ぶそうだな。俺もおっちゃんのステーキがここのに劣おとっているとは思わねーよ」

　ミソラにしては冷静な分ぶん析せきだ。

　競争力として味の面では、同等か優位に立っているのだ。あとは価格と顧客満足度ＣＳＲを、どうやって高めるかが肝きもになるのだが……

「でもさ……ホントに『ウィリアム・スミス』に勝てるの？」

　いまのところはこちらの完敗だ、とミソラは思う。『ウィリアム・スミス』は充じゆう実じつした内装に加え、顔立ちのいい店員と、質のよい食材を揃そろえている。それに『リトルウィング』の開店翌日に、謝恩セールと銘めい打うって、安売り攻こう勢せいに出ている。完全にこちらを、潰つぶしにかかっているのだ。ミソラが弱気になるのも無理はない。

　けれども……

「ま、落ち着けよ。いまはリコたちがどう動くか愉たのしみにしてようぜ」

　そう言って、カナタは悠ゆう然ぜんと歩き出す。

　あのリコたちに、そんなことができるだろうか？　怪け訝げんに思いながら、ミソラも付き従った。







　しかし『リトルウィング』の店内は──いい意味でミソラの予想を裏切ってくれた。

「えっ!?　す、すごい綺き麗れいになってる……っ!?」

　店内のあまりの変容っぷりに、まずミソラが眼を丸くしていた。

　木製の古ぼけたテーブルには、雑貨屋で格安に購こう入にゆうした、若草色のテーブルクロスがかかっている。さらにその上には、小こ瓶びんにさされた野花があった。うっすらと漂ただよう花の香かは、リコたちが摘つんできたものだ。しかも、殺風景だった店内には、小こ鉢ばちに植えられた観葉植物が設置され、お客に快適な時間を過ごしてもらえるように配はい慮りよしてある。

　低予算でおしゃれな雰囲気を醸し出すために、リコは見た目から着手したのだ。もっとも観葉植物の採取や小鉢への土入れなど、肉体労働はブレア任せだったが……

「ふっ、当たり前だ。このわたしがコーディネートをしたのだからな」

　澄すまし貌のリコが、さっと後ろ髪を搔かきあげる。

「へえー、これなら低予算だし雰囲気が出るな」

　称しよう賛さんするカナタ。傍かたわらに立つミソラが尋たずねる。

「で、でも、それだけじゃないっ!?　店中から放たれるこの艶つやはいったい……っ!?」

「艶……？　うぬ、この輝かがやきのことか。ただ掃除をしただけだぞ、これを使ってな」

　ブレアは足元にあるバケツにかけられた、雑ぞう巾きんを見る。

「う、うそっ!?　あ、あんたまさか……雑巾一枚でこれだけの掃除をしたっていうの……っ!?」

「当たり前だ。アイゼナッハ流本家に代々伝わりし掃除術であるぞ」

「へえー、やるじゃんかブレア」

　感心したカナタが、ブレアの前髪をくしゃくしゃになるまで撫なでる。

「あ、主あるじにお誉ほめ頂き、光栄です……っ！」

「さてと、これでフロアは大丈夫そうだな。あとはメニューだけど……」

　ちょうどそのとき、お店の奥──キッチンへと繫つながるドアが開き、カートを押すレクティとユーリが姿を現した。

「みなさん、揃ってるみたいですね。新作デザートとして、パフェを作ってみたんです。どうぞ召めし上がってみてください」

　カートの上にのせられたガラス容器を、ミソラたちに差し出すユーリ。

「うわー、すっごいおいしそう……っ！」

　ミソラを始め、全員が興きよう味み津しん々しんで見やる。

　そこには、精せい緻ちな芸術のようなパフェがあった。丁てい寧ねいに盛り付けられたアイスクリームとホイップクリーム。ところどころに、宝石のようにちりばめられたフルーツ。そこへたっぷりとかけられたブルーベリーソースが、蒼色宝石サフアイアの鉱脈のような輝きを発し、アクセントにミントの葉が彩いろどられている。

「おいしそうじゃなくて、実際おいしいですよ。どうぞ召し上がってください」

　エプロン姿のユーリから柄えの長いスプーンを渡わたされる。ミソラはパフェを一口頰ほお張ばると、とろんと耽たん美びな笑みを浮かべた。

「お、おいしい～～～っ！」

「ふふっ、やりましたねレクティさん」

「はい、頑がん張ばってつくった甲か斐いがありました」

　お互たがいに称たたえあうユーリとレクティ。カートの上には、細かく記き載さいされた調理のレシピがあった。気づいたカナタがメモを手に取り、眼を通す。

「材料費と販はん売ばい価格まで計算してるのか。うん、細かいところによく気がついたな」

「あのぅ……わたしはそこまで気が回らなくて、ユーリさんに教えてもらいました」

「いいんですよレクティさん。このトッピングや盛り付け方を考えたのはレクティさんなんですから」

「で、でもユーリさんがいなかったらここまでできませんでしたし。あのぅ……ありがとうございます」

「うん、やるじゃんかユーリ」

　ぽんっとユーリの頭の上に手を置くカナタ。すると、見る見るユーリの貌が上気し、りんごのように真っ赤になる。

「べ、べつにカナタ先せん輩ぱいに誉めてもらったってうれしくありません」

　照てれ隠かくしに、どこか機き嫌げん悪そうにそっぽを向くユーリ。しかし、その表情はどこか満足げだった。

「さて、ミソラ。これでなかなか面白いことになりそうだな」

　一気に改善した『リトルウィング』で、カナタが不敵な笑みを零こぼした。







　その翌日のことだ。

「す、すごいっ!?　どんどんお客さんが入ってくる……っ!?」

　ウェイトレス姿のミソラの視線の先には、大賑にぎわいな『リトルウィング』の店内の光景があった。

　こだわりのある肉料理に加え、新作デザートの特製パフェも好評だ。内装も清潔感のある、緑りよく調ちようのものへと変へん更こうされている。

「ああ、そうだな。……それにあいつらもウェイトレスを頑張ってくれてるしな」

　カナタの視線の先には、接客をこなすレクティとユーリの姿があった。

　本来なら交代制ローテーシヨンにして、リコとブレアにもウェイトレスをしてもらうつもりだった。だが、リコは客に敬語を使うのが気に入らず、ブレアは二に君くんに仕つかえるのは主義に反すると言って、協力を拒こばんだらしい。二人はゲイルと一いつ緒しよに、キッチンを担当していた。

「こ、この調子ならいけるかもしれないわ……っ！」

　思わずぎゅっと拳こぶしを握にぎったミソラ。一方で、カナタの瞳ひとみは通りに面した窓から険しい表情でこちらを覗のぞく、ウィリアム・スミスの姿を映していた。

　その眼差しは、猛もう禽きんのそれ。一切の油断をせず、刹せつ那なのうちに獲え物ものを捉とらえる鷹たかの眼だ。カナタの視線に気づくと、ウィリアムは商人独特の恭うやうやしい笑みを浮うかべ、優ゆう雅がに一礼すると、その場を去って行った。

「どうやら手も足も出ず、逃にげ帰るみたいね」

　遅おくれて気づいたミソラが、遠くなる背中にあっかんべーをした。

「そう見えるか？　俺にはまだ、ウィリアムが諦あきらめたようには見えないけどな」







　そのさらに翌日。職場体験三日目のことだ。

　カナタの読みが的中する。

　──急にお店が閑かん散さんとし始めたのだ。

　おかしい、とミソラは思う。時刻は夕刻。これからがかき入れ時だというのに……

「ね、ねえ。なんだか急にお客さんの入りが悪くなってない？」

「ああ、そうだな。……んっ、店外でなにか行列ができてるみたいだな。様子を観に行くか」

　カナタと一緒に、お店の外へ行くミソラ。そこで彼女が出くわしたのは、ウィリアムの店へと続く長ちよう蛇だの列と、景気のよさそうな旗の列だった。

「は、半額セール……っ!?」

「ふーん、こいつはしてやられたな」

　そこにあったのは、肉料理は半額にするという謳うたい文もん句くだ。

『リトルウィング』の長所は、肉料理。そこを無力化されては……手も足も出なくなる。カナタとミソラが立ち尽つくしていると、陽気な笑みを浮かべたウィリアム・スミスが姿を現す。

「これはこれは、ミソラさん。お互いに商売が繁はん盛じようしてなによりです」

「どこがなによりよ……っ！　こんなことされてうちの商売あがったりじゃないの……っ!?」

「たまたまです。うちのお店も半額セールをしようと思っていて、ちょうどセール用に大量にお肉を仕入れたんですよ」

　大量仕入れは、調達費を抑おさえる基本だ。資金力に比例して、調達費が割安になる。

「無論、経済経営科エコノミツクで禁止されている赤字セールではありません。これは『ウィリアム・スミス』の豊富な資金力のなせる業わざです」

　ふーん、なるほど。こいつは、なかなか面白いじゃんか。

　へっと不敵な笑みを浮かべたあと、カナタがミソラの肩かたに手を置き、

「ミソラ、ここは一いつ旦たん引くぞ」

「ね、ねえ。このままじゃあたしたち……」

「落ち着けよ。向こうが金にものを言わせるなら、こっちは知ち恵えを絞しぼらねーとな」







『リトルウィング』店内──

「デザートに特化させる……っ!?」

　緊きん急きゆう対策会議が開かれる中、ミソラは思わず声を荒あらげていた。彼女の周りには仲間たちの姿があり、テーブルを挟はさんで向かいには、淡たん々たんと説明するカナタの姿があった。

「そ。メインターゲットの客層を変えよう。この通りは、女の子も多いし、こっちにはレクティとユーリがいる。つまり、腕うでのいい菓子職人パテイシエを二人抱かかえているようなもんだ。デザートの種類を増やせば、『ウィリアム・スミス』との差別化は充じゆう分ぶん可能だよ」

「合理的な決断だな。どの道、このままではお店を畳たたむほかない」

　傍かたわらで聞いていたリコが頷うなずく。

「あのぅ……そういう事情でしたら、わたし協力させてもらいます」

「わたしもです。ミソラさんの家ですからね、ここはひと肌はだ脱ぬがせてもらいます」

「うぬ、このまま潰つぶすのは忍しのびないからな」

　レクティ、ユーリ、ブレアも同意した。

「ミソラ、つーことで──」

「ダ、ダメよ……っ！　それじゃ正面から勝ったことにはならないわ。それに……」

「それに？」




「……この店の肉料理は、お母さんのお気に入りなのよ」




　会計カウンターに飾かざられた家族写真。ミソラの母親は空士だったが、魔ま甲こう蟲ちゆうと戦い、殉じゆん職しよくしていた。ミソラはその母親の想おもいを継つぎたくて、空士を目指しているのだ。ゆえに、母親の想いを無む下げにする真ま似ねはできないのだろう。

　一度決めたら梃て子こでも動かない。そんなミソラの頑がん固こさにも、一いち途ずさにも通じる性質を知っているカナタは、黙だまってミソラの言葉を聞いていた。

「だから売りは、あくまで肉料理にしたいの」

「だが、ミソラ。このままでは『リトルウィング』は──」

　ブレアが説得しようとするが、

「それでも、あたしはお店のメインを変えたくないのっ！　このままじゃ閉店は避さけられないっていうのはわかってる。でも、それで利益を上げて生き残ることができても、それはもうあたしの知る『リトルウィング』じゃないの……っ！　わがままだっていうのはわかってる。それでも──」

　続く言葉は、不要だった。

　母親想いのミソラの胸中は、そこに秘められた想いの強さは、カナタもよく知っている。

「そうだな、俺の考えが浅はかだった。ミソラの矜きよう持じはよくわかったよ。もう少し時間をくんねーかな。別案を考えてみる」

　その間も、『リトルウィング』にお客は訪れない。大通りを挟んで斜はす向むかいにある『ウィリアム・スミス』は、繁盛し続ける。

　そんな光景を目まの当たりにしたミソラは、

「あたし、ビラ配ってくるっ！　もっとお客さんを呼んでみせるわ……っ！」

　このままじゃいけないと歯は嚙がみし、お店の外に出た。







　三番区。大通り。

　お店の前からは外れ、美容院や雑貨屋の並ぶ通りで、ミソラはビラ配りを行っていた。

「『リトルウィング』です、よろしくお願いします。『リトルウィング』です、よろしくお願いします！」

　往来を歩く人々に声をかけ、必死にビラを配る。ビラ自体は、気を利きかせてレクティが作ってくれたものだった。

　笑みを浮かべ宣伝活動に努つとめるが、なかなか受け取ってもらえない。それもそうだろう。自分も逆の立場だったら、ビラを受け取ってもゴミになるだけだ。

　しかし、十人に一人。ひょっとしたら百人に一人でも来店してくれる人がいるかもしれない。その一人を求め、ミソラは孤こ独どくと焦しよう燥そうに苛さいなまれながらも、ビラを配り続ける。

　そんな光景をカナタは建物の陰かげから、眺ながめていた。

　相変わらず、あいつは猪ちよ突とつ猛もう進しんというかなんというか……。魔ま砲ほう剣けん士しからの転向コンバートを勧すすめたときも、こんな具合じゃなかったか？

　いや、あのときはもっと酷ひどかったか。たしかミソラは本マ気ジギレして、しかも授業拒きよ否ひしたんだった。それと比べれば、いまはちょっとまるくなったのかな。

　打開案が封ふう入にゆうされた大きめの茶ちや封ぶう筒とうを抱えながら、カナタが声をかける。

「なあミソラ、別案が浮かんだ。でも、これはかなり面めん倒どうっていうか、根気がいる作業になるんだけど……」

「やるわ……っ！」

　へっ、やっぱこいつって決断早はえーのな。

「じゃあさ、これに交こう渉しように必要な資料が入ってるから。三番区ここいら一帯の飲食店を一軒けん一軒回って、丁てい寧ねいに事情を説明してこいよ。まあ無理難題をふっかけるようなもんだから、最初は相手から顰ひん蹙しゆく買うかもしれないけど、やる価値はあるぜ。リコたちと協力して……」

　説明の途と中ちゆう、ミソラは駆かけ出して行った。

　相変わらず突つっ走る女だなー。そう思いながら、カナタはミソラの背中を見送った。







「すみません。喫きつ茶さ店『リトルウィング』のミソラ・ホイットテールといいますが。店長さんはいらっしゃいますか？」

　ミソラの姿は、近きん隣りんの喫茶店『モハメド』の中にあった。

　眼についた店員に挨あい拶さつをし、店長と交渉する機会を得る。

　そしてカナタから得た資料をもとに、

「──という事情なんです。……ええ、ぜひ協力を……いえ、そこをなんとか……っ！　……そ、そうですか。……お忙いそがしい中、ありがとうございました。失礼します」

　だが、結局ろくに取り合ってもらえず、店外へ出て、彼女ははあーとため息をつく。

　そこには、傍らにいるべき仲間の姿がない。

　でもこれはあたしのわがままなんだから、これ以上みんなを巻き込むわけにはいかない。

　そんなとき──




「なにをしてるんだ？」




　振ふり向くと、そこには学制服に着き替がえたリコの姿があった。

「リ、リコ……っ!?　なんであんたがここに……っ!?」

「どこかのお馬ば鹿かの姿が見えなくなったからな。あの男に事情を訊きいたら、なんでもなれない交渉事に精を出しているとか。それで『リトルウィング』の営業はあの男に任せ、わたしたちはキミを捜さがすことにしたんだ。……それが資料か。貸せ。手本を見せてやる」

「えっ!?　で、でも……っ!?」

　ミソラから資料を奪うばうと、問答無用といった体ていで、リコはレストランの中に入って行く。

「ふっ、喫茶店『リトルウィング』のリコ・フラメルだ。話がある、店長を呼べ。……なに、忙しくて手が離はなせないだと。わたしのファミリーネームはなんだ？　……そう、フラメルだ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーと同じものだな。これが何を意味するかは……わかるな？　……ああ、謝罪はいいからとっとと店長を呼べ」

　などと、あっさり店長を呼び出し、

「……ようやく来たな店長。『ウィリアム・スミス』は知っているだろう。その件で話がある。じつは……キミたちのチカラを貸してほしい。これに眼を通せ。……こんなことが可能なのか？　だと。可能だから、こうしてわたしがここに来ているに決まっているだろう。それでどうするんだ？　……ああ、とっとと決断しろ。わたしは忙しいんだ」

　そう言って、理路整然と事情を説明する。流りゆう暢ちようなリコの説明を聞き、店長はすぐに計画に賛同する署名をしてくれた。

「ふっ、交渉事ならわたしの得意分野だ」

　レストランの外に出て、さっと後ろ髪がみを搔かきあげた。

「あ、あのリコっ!?　なんで、こんなことにまで協力して──」




「あっ！　ミ、ミソラさんがいました……っ!?」




　ミソラが振り返ると──




「まったく。捜しましたよミソラさん」

「うぬ、声をかければいいものを。水臭くさいではないか」




　そこには、同じくミソラを捜しに来た、レクティ、ユーリ、ブレアの姿があった。三人を代表して、ユーリが一歩前に出る。

「カナタさんから事情は聞きました。わたしたちも手伝わせてもらいます」

「い、いいですよっ!?　その……迷めい惑わくでしょうし」

「誰だれも迷惑なんて思ってませんよ」

　きっぱりとユーリが言い放つ。

「ミソラさんには、それをするだけの理由があるんです。商人の矜持というものはわかりませんが、ミソラさんが『リトルウィング』を大事にする想いだけはわかるつもりです。……わたしはレクティさんと一いつ緒しよに、喫茶店を回ってみます。リコさんはブレアさんと一緒に、回っていただいていいですか？」

「ああ、かまわない」

　と、一気に話が進み、ミソラは申し訳ないような、それでいてありがたいような気持ちになる。

　仲間たちとの絆きずなに、彼女は心から感謝した。

　立ち尽くすミソラに、リコが言う。

「それよりもミソラ、キミは小隊長のくせに、なにをぼうっとしてるんだ？」

「うん。じゃあ、みんな──『リトルウィング』のために、お願いします……っ！」

　ミソラが元気よく頭を下げた。







　職場体験六日目。ミソラたちの策実行から二日経過した、勝負の休日。

　ふふふっ、さすがにこうなってしまえばもう対たい抗こうできまい。

　場所は、喫茶店『ウィリアム・スミス』。そこの店長オーナー、ウィリアムが上じよう機き嫌げんで店内を見み渡わたすと、美男美女揃ぞろいの店員たちが、そつなく働いていた。

　平日の三倍以上の客足を見込まれるこの日。ウィリアムは絶対の勝利を確信していた。

　思えば、『リトルウィング』が『ウィリアム・スミス』の斜はす向むかいに出店してきた日。あの日、『ウィリアム・スミス』の売り上げが大きく落ち込んだ瞬しゆん間かんから、ウィリアムは自身に誓ちかったのだ。

　ぜったい『リトルウィング』だけは赦ゆるさん、と。

　敵対する店を潰つぶすために、これまで商売人として様々な策を弄ろうし、青息吐と息いきまで追い込んだことは数知れない。『リトルウィング』はまさかの逆転劇を演じてみせたが、それもこれまでだ。

　幾いくつかの抗こう争そうを経へて、研けん鑽さんを積んできた商しよう魂こん。この半額セールの攻こう勢せいの前では、『リトルウィング』も耐たえきれまい。

　しかし、お昼どき。誰もが想像だにしていない事態が『ウィリアム・スミス』を襲おそう。

「むっ、なにかあったのか……？」

　さきほどまで満席だった店内に、急に空席が目立ち始めたのだ。やがて客足が途と絶だえ始め、『ウィリアム・スミス』は無人となった。

　異常事態だ、とウィリアムは青ざめる。

　苦労して資金を貯ためて、三番区の一等地に出店してから早三年。開店オープン以来、休日のお昼どきに、席が一つも埋うまらなかったことなどない。

　そんなとき、女性店員の一人が店内へ駆け込んできた。

「た、大変です店長オーナーっ！　お店の外を……っ!?」

　慌あわてて店の外に出るウィリアム。するとそこには、『リトルウィング』へ続く長ちよう蛇だの列ができていた。




　　　　＊＊＊




　三番区。大通り。

「な、なぜこんな行列が……っ!?」

　想定外の光景に、思わず声をあげるウィリアム。と、

「列の最さい後こう尾びはこっちだから、これを持って並んでもらっていいか？」

　交通整理をしていたカナタから、『最後尾はこちらです』の看板を受け取る。

「い、いったいどこにこんな人気が……？」

「さーな。それはあんたが直接自分の眼で確かめてみろよ」

　不敵な笑みを浮うかべたカナタが後ろ手を振って、店内へと姿を消した。

　それから待つこと一時間。長蛇の列を凌しのぎ、ようやく入店が赦されたウィリアムを迎むかえたのは、目を疑う光景だった。

「な、なにぃぃぃぃぃ～～～～～～っ!?　こ、これはいったい……!?」

　メニュー表に眼を通して、行列の理由を知った。肉料理の価格が半額セール中の『ウィリアム・スミス』より安価で提供されているのだ。

「あのぅ……ご注文はなんにしますか？」

「ス、ステーキセットを」

　レクティに注文をして、待つことしばし。ウィリアムの前に、熱いプレートにのって、ジューと音を立てるステーキが供されてきた。

　フォークとナイフを使って切り分け、口へ運ぶ。パクリ。その味は、Ａ級品を提供するウィリアムの店と遜そん色しよくない。いや、むしろ──おいしい……っ！

　この味で、この価格とは、もしや……っ!?

　お店の責任者に話があるとミソラを呼び出し、ウィリアムが問い詰つめる。

「ミソラさん、この価格設定はいったいどういうつもりですか？」

「どういうつもりって言っても、そういうつもりですけど」

「茶化さないでください。わたしの店も、大量仕入れで割引してもらって、どうにか七八〇クーナで提供しているんです。それをさらに安い、五八〇クーナで売るなんて。……赤字セールは禁止されているはずです」

「ええ、そうですね」

「なら、この一件は経済エコノ経営ミツクリ科長ーダーに報告させていただきます。不正行こう為いですから」

「あれ？　誰が不正行為をしたと言いましたか？」

　なるべく自信ありげに、ミソラが振る舞まう。

「あなた方『リトルウィング』です。ふざけないでいただきたいものですな。このステーキの肉質は、どう見てもうちと同じＡ級品です。仕入れ相場はキロ当たりだいたい一〇〇〇クーナで……。わたしの店ではそれより一割安い、九〇〇クーナで仕入れています。……セット料理との利益の関係を考こう慮りよしても、赤字にならないためには、最低でも三割引きの七〇〇クーナで仕入れなければ……」

「うちは、三・五割引きの六五〇クーナで仕入れてますけど」

「ろ、六五〇クーナ……っ!?」

「ええ。これ以上は値引きできないって、問屋さんも頭下げてきました」

「そ、そんな安値で仕入れることなどできるはずがっ!?　い、いったいどういう手品を使ったというんですか……っ!?」

「簡単よ。これを見てみて」

　普段の口調に戻もどり、ミソラが一枚の書類を差し出す。それに眼を通すウィリアムの表情が、見る見る驚きよう愕がくに包まれた。

「ま、まさかこれは……協同組合の設立書っ!?」

「そういうこと。ウィリアムさんの資金力にものを言わせた戦い方は、周りから随ずい分ぶんと顰ひん蹙しゆくを買っているようね。だから、三番区の飲食店で同盟を組ませてもらったわ。『ウィリアム・スミス』に煮にえ湯を飲まされた飲食店を中心に、問屋から大規模に仕入れさせてもらったの。それこそ、一店てん舗ぽの仕入れなど話にならない規模でね」

　やられた……っ！　ウィリアムはきっと歯は嚙がみする。

　ミソラたちは他店舗との共同購こう入にゆうという形で、肉を大量に安く仕入れていたのだ。ウィリアムが豊富な資金にものを言わせて仕入れたところで、一店舗当たりの仕入れ量などたかが知れている。対してミソラは、協同組合に加盟した十二店舗での共同仕入れ。仕入れの規模は莫ばく大だいな量だ。

　協同組合に名を連ねる店には『リトルウィング』の他に、『クサンチッペ』や『アルキメデス』など、ウィリアムと因いん縁ねんのある店名があった。この付近で飲食業を営む競合店だ。それらが揃そろって、Ａ級品の肉を安く提供できるとなると、ウィリアムの店だけが衰すい退たいしてしまうことになる。

『リトルウィング』の店内では、お客が幸せなそうな表情でお肉を頰ほお張ばる中、ウィリアムだけはぽつんと暗い貌をする。これを覆くつがえす策は、浮かばなかった。

「ふふっ、悪いわね。ウィリアムさん」

　ミソラが勝ち誇ほこった笑みを浮かべる。

「この勝負、あたしたちの勝ちよ」

「……まさか、こうまで見事に逆転されるとは思いませんでした」

　観念したかのように、ウィリアムが見上げてきた。

「もうあなた方の店を潰すのは不可能のようですね。このままでは、うちの店が危ない。はてさて、どうしたものか？」

「あのね、あたしたちはべつにウィリアムさんのお店を潰すことが目的じゃないの。ただお互たがいに共存共栄を図はかろうって。そういうことなのよ」

「は～……。わたしの完敗ですね。でも、次は負けませんよ。正々堂々とした勝負で、また追い抜ぬいてみせます」

「望むところよ……っ！」

　ウィリアムは資金にものを言わせない、適正な値引きをミソラに約束し、この場を引きあげていった。







　そして週末の連休は瞬またたく間に過ぎた。

　職場体験、最終日終しゆう了りよう後ご。

「ふっ、意外と疲つかれたな」

　営業が終わった店内には、台詞せりふほど疲れたようには見えないリコと、へとへとに疲れきったレクティたちの姿があった。

「おう、世話になったな。お前ら」

　強こわ面もてに似合わぬ、柔にゆう和わな笑みをミソラの父親が零こぼす。

　テーブルの上には、ステーキやパフェなどのご馳ち走そうが並んでいる。頑がん張ばってくれたカナタとその教え子たちに対する、ミソラとその父親からのささやかなお礼だ。

　結局、カナタの策が功を奏し、最終日の売り上げは絶好調だった。

　肉料理に対するリピーターも増やし、『リトルウィング』の経営も、今後は軌き道どうに乗ることだろう。

「みんな、ありがと。お陰かげでどうにか最悪の危機は脱だつすることができたわ」

　安あん堵どしたミソラから、ほろりと本ほん音ねが漏もれる。

「本当はね、このお店が潰れるんじゃないかって不安だったの」

　言いかけ、ミソラの瞳ひとみからじわっと涙なみだが溢あふれる。

「けど、みんなの協力のお陰で無事に生き残ることができたわ。ホ、ホントにありがとう……っ！」

　半べそを搔かきながら、ミソラがぐっと頭を下げた。

「ふっ、半べそなどミソラらしくもない」

「そうですよミソラさん。そ、そのぅ……わたしが転びそうになったとき、助けてもらいましたし」

「ええ。ミソラさんの頑張りは、わたしたちの誰だれもが認めるところですしね」

「うぬ、ミソラ。そなたはよくやった。胸を張るがよいぞ」

「で、でも……っ！」

　そう言って、ミソラが貌を上げると、

「みんなの言う通りだよ。お前は充じゆう分ぶんよくやった。だから、もう肩かたのチカラを抜けよ」

　そっとミソラの肩に手を置くカナタ。そのあと優しくミソラの手を引き、打ち上げの輪の中へ招き入れた。

「さてと。じゃあ本日はお疲れさまってことで、あとは食べて良し」

　カナタが許可を出し、わあーっと教え子たちが食事にありつく。

「あ、あのぅ……このステーキ、すごく柔やわらかくておいしいです」

「うぬ、さすが『リトルウィング』の売りだけはあるな」

「ユーリ、わたしは太るからステーキは食べない。サラダと交こう換かんしてくれ」

「それはかまいませんけど、でも量が多いですね。ミソラさん、半分ずつ食べませんか？」

「えっ!?　あ、あたしも食べていいんですか……っ!?」

「ユーリ。ミソラに食べさせるのは、やめておけ。ただでさえスタイルが悪いのに、このうえぽっちゃりおでぶになったら、手がつけられなくなる」

「こ、こらリコっ!?　い、いったい誰のスタイルが悪いって……っ!?」

「キミに決まっているだろう。もし自信があるなら、この場で服を脱ぬいでみせろ」

「～～～～っ！　こ、こんな場所で服を脱げるわけないでしょ」

「ふっ。なら、ミソラはスタイルが悪いということだな」

「い、いいじゃないの。なら、ここで……」

「ミ、ミソラさん落ち着いてください。リコさんもあまり挑ちよう発はつしないで……」

　と。ミソラが制服のボタンに手をかけ、

「なんてことするわけないじゃないの。こらリコ、あんた表に出なさい……っ！」

　言いつつ、リコにぽかぽかと殴なぐりかかった。リコもふっと笑みを浮かべながら、ミソラをあしらう。そこに「体術の指南を施ほどこしてやる」とブレアが加わり、レクティとユーリははらはらと事の行く末を見守った。

　この日、ミソラは久しぶりに羽目を外した。みんなと一いつ緒しよにご飯を食べてはしゃぎ、他愛のない会話を弾はずませた。

　そんなとき、不意にゲイルが言う。




「兄弟。お前さんになら、安心してこの店を任せられそうだな。折角だから、この店を継ついでもらうってのはどうだ？　いまならミこソいラつもサービスするぞ」




「んっ、それってどういう意味？」

「ミソラと付き合ってもいいっていう話だよ。折角だから、これを機に婚こん約やくでもしちまって、これからもうちの店をお願いできねーかと」

「な、ななな、なんてこと言うのよ……っ!?」

　鼻の先まで紅あかく染めて、ミソラが叫さけんだ。叫んでから気づく。

　えっ!?　えっ!?　な、なにこの展開……っ!?　ひょっとしたらこれは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機チヤンスなのでは……っ!?

　カナタの横顔を覗のぞく。鈍どん感かんな彼もようやく状じよう況きようを吞のみこめたようだ。ぽんっと手を叩たたき、「あっ、俺がミソラと婚約するってことか」と頷うなずく。

「あ、あああ、あのさ──」

　つんのめったミソラが、万ばん感かんの思いでなにかを伝えようとしたとき。ガシャン、ザシュザシュ……っ！　ミソラのほうへひと振りの魔ま槍そうと二振りの魔ま双そう剣けんが突つきつけられていた。

「ミソラさん、場を弁わきまえてくださいね」

「うぬ、主あるじの正妻の地位はわたしのものである」

　こめかみの辺りをひくつかせるユーリと、殺気を隠かくそうとしないブレアがそれぞれ武装を展開していた。そして次の瞬間、ミソラ、ユーリ、ブレアの三人が一気に席を離はなれ、店内で戦せん闘とう姿勢を取り、弾はじけ合う。

　そんな騒そう乱らんの一方、リコは優ゆう雅がに紅茶を啜すすり、レクティは疲れが出てすやすやと居い眠ねむりし、つられるように、取っ組み合いを終えたミソラたちも、机に突っ伏ぷしたり、椅い子すを並べて眠り出す。

「よく頑張ったな」
















　カナタの膝を枕まくら代わりにして眠るミソラの頰を、彼はそっと指で突つついた。


（初出：ドラゴンマガジン２０１４年11月号）









　　　第四章　愛情のパティシエール







「ぬぅ、こ、これは……っ!?」

　包み紙をめくったそれをぱくりと口にし、ブレアは眼めを見開いた。

　ふんわりと軽い生き地じの中から、カスタードクリームがあふれ出る。ほどよく口に広がる甘みと濃のう厚こうなクリームの風味。そして──すっきりとした後味。女の子なら何個でも口にしてしまえそうな味だ。

「これは……たしかに美味ですな」

　月の光を集めたかのように輝かがやく髪かみを持つ少女──ブレア・アイゼナッハが嘆たん息そくするように言った。

　場所は、三番区にある噴ふん水すい広場前。訓練帰りにお気に入りのソフトクリーム屋台で、糖分補給をしている真っ最中だった。夕日が差す帰り道、なかなか充じゆう実じつした訓練だったということで、カナタがご褒ほう美びをくれたのだ。

「そうだろ。ここのシュークリームは旨うまいんだよ」

　ベンチに向かって立つ長身瘦そう軀くの少年──カナタ・エイジがソフトクリームを舐なめながら告げた。例の屋台でたまたまシュークリームが残っており、一度も食べたことがなかったブレアがもらえたのだ。

「ええ。ここのシュークリームは、絶品で有名なんですよ」

　そう言ったのはカナタの隣となりでソフトクリームを舐める、濃のう紺こん色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみを持つ少女──ユーリ・フロストルだ。

　いま彼女の向かいには、ブレアを始め、四人の少女たちが仲良くベンチに腰こしかけていた。ブレア以外は、ソフトクリームを舐めている。

「あたしも一度食べたんだけど、ほっぺたがおちるような美お味いしさなのよね」

　深しん紅く色いろの艶つややかで長い髪を持つ少女──ミソラ・ホイットテールが同意し、

「ふむ、使っているミルクが上質なのだろう」

　ビーナス像の現うつし身のような少女──リコ・フラメルが飾かざり気けなくそれを称たたえ、

「そうですよね。そのぅ……ここのミルクはすごくコクがあってまろやかで、ソフトクリームもおいしいですから」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハが肯こう定ていする。

「予想だけど、かなり鮮せん度どがいい特別なミルクを使ってるはずだぜ」

　そう口にしたのは、ちょうどソフトクリームのコーンまで齧かじり終えたカナタだった。彼は昔を懐なつかしむような表情を浮うかべ言う。

「《リューン》の幼年学校の頃ころ、乳ちち搾しぼりをする機会があってさ、あのときに飲んだミルクは旨かったな。やっぱ搾りたてって美味しいんだよな」

　それを聞き、シュークリームを食べながら、ブレアが内心でつぶやく。

　なるほど。特別に新しん鮮せんなミルクを使っているからこそ、こうも美味なのか。

　納得しながら、夫であるカナタの貌を眺ながめるブレア。武一いつ辺ぺん倒とうに育て上げられた彼女だ。類たぐいまれな行動力と世間知らずさが相まって、ときとして夜よ這ばいなどといった常識外れの行こう為いもするが、これでも主あるじには生しよう涯がい尽つくす覚かく悟ごだ。こと忠誠心においては、ユーリの律りち義ぎさにも引けを取るつもりはない。

　そんな彼女は、すぐに勘かんづいた。おそらくはカナタもここのシュークリームがお気に入りであることを。

　妻であるブレアにとって、主の喜びは非常に大事だ。なればこそ、ここは自分が食べたいのをぐっと我が慢まんし──

「その……あ、主よ。は、半分いかがですか……っ？」

「俺はいいからお前が全部喰くえよ。せっかく旨いもん食べてるんだからさ」

　やんわりと返され、ブレアは喜んでシュークリームをぱくついた。

　うぬ、やはり美う味まい。

　これだけおいしいとなれば、やはりここは主の妻として、主の笑顔を見るために、この店のシュークリームより美味しいシュークリームを作って差し上げねば……っ！

　シュークリームを完食したブレアの脳のう裏りに浮かぶのは、サプライズで提供した究極のシュークリームに喜ぶカナタの姿。そしてその勢いでレクティのように、わしゃわしゃと前髪を撫なでられる自分の姿だ。

　ふっふっふっ、さすれば私も良妻として名を上げることになるだろう。

　と、そんな妄もう想そうにふけるブレアに声がかかる。

「どうしたんだブレア？　ほら、帰るぞ」

　気づくと、すでにカナタたちは通学鞄かばんを手に帰路に就つこうとしていた。ソフトクリームを食べたせいだろう、全員こころなしか幸せそうな貌をしている。

「はっ!?　い、いま行きます主よ……っ!?」

　主の妻として。為なすべきことを胸に秘め、ブレアはベンチから立ち上がり、駆かけ出した。このことが、Ｅ６０１小隊に大惨さん事じを齎もたらすことになるとは露つゆ知らず……

　かくして、ブレアのご奉ほう公こうシュークリーム作戦が始まった。







　真夜中。アルテミア寮りようの厨房キツチン。

　ぬぅ……。な、なぜ上う手まくゆかんのだ……っ!?

　白いシャツとカーゴパンツの部屋着の上から、フリル付きのエプロンを纏まとったブレアが不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせる。

　調理台の上には、粘ねん土ど状の物体が入ったボウルがあった。周囲には薄力粉が飛び散り、卵の殻からやバターが無造作に置かれている。

　その中には、レクティから借りてきた料理の本も置かれていた。

　見開きになっているページには、シュークリームのレシピが記き載さいされている。袋ふくろとじページにも眼を通し、料理の極ごく意いが愛情であることは確認済みだ。

　主のためにとブレアは寮監かんに特別にお願いし、厨房キツチンを借りていた。自じ炊すいなどしたことがないブレアは、そこに置いてあった食材を駆く使しして、まずはシュー生地を作ろうとしたのだが。

「……………………」

　レシピ通りに作っているというのに、なぜかぼさぼさした硬かたい粘土が出来上がってしまった。

　少なくとも、これは滑なめらかさとは無む縁えんだ。

　搾り袋ペストリーバツグに入れたところで、これでは上手く出てこないだろう。

「むぅ、また失敗か」

　何度やっても滑らかなものにならない。

　レシピ通りの食材を使っているのに、いったいなにが問題なのだ？　もしやレクティから借りてきたこの料理本が間ま違ちがっておるのではないか？

　などとブレアが疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆られていると、

「あのぅ……ブレアさん、いったいなにをやっているんですか？」

　部屋着姿のレクティが厨房キツチンへ姿を現した。

「レ、レクティっ!?　なぜそなたがここに……っ!?」

「そのぅ……気になってブレアさんの部屋へ様子を見に行ったらいなかったので、もしかしたらここかなって……」

　戦闘狂バトルマニアのブレアが、珍めずらしいことに書しよ籍せきに興味を示したのだ。それも外食主義のブレアが、料理本を借りに来て、あれこれコツをレクティに尋たずねてきた。

　これで気にならないと言ったら、噓うそになる。

「な、なんでもないっ!?　ち、近寄るでないぞ……っ!?」

　お玉を手に取り、戸と惑まどったかのようにレクティに向けるブレア。

　しかし、気にせずレクティは近寄ってきて、

「ひょっとしてシュークリームを作ろうとしてるんじゃありませんか？」

　調理台を覗のぞきこみ、察しをつけた。

　ぬぅ、さすが普ふ段だんから菓か子し作りに勤いそしんでいるだけはあるな。

「……じ、じつはそうなのだ」

「そのぅ……もしかしてカナタさんへのプレゼントですか？」

「そ、そのようなわけなかろう……っ!?」

　お菓子を作っていたことに関しては、ブレアははっきりと認めた。だが、それが大好きな主の為ためであることは隠かくし通そうとする。

「そ、そなたはいったいなにを言っておるのだ……っ!?」

　い、いかんっ!?　このことは皆みんなには秘密なのだ……っ!?

　おそらく仲間たちに事情を説明すれば、協力してくれるだろう。だが、みんなで協力して作ったら、それはブレアが作ったことにはならない。

　だからこそ、彼女はひとりでなんとかしようと考えたのだ。

　レクティは狼ろう狽ばいするブレアを見やったあと、ブレアの胸中を察したのか、にぱっと笑いかけてきた。

　彼女は何も言わず、調理台に置いてあったボウルに向き直った。そこには、失敗してしまったシュー生地がおさまっている。

「むぅ、さきほどから何度作っても粘土状になってしまうのだ」

「あのぅ……ブレアさん、これはただ食材を放り込めばいいのではなく、分量を正確に量らないといけないんですよ。それにレシピに書いてある通り、バターは溶とかさないといけませんし、卵は溶いたものを少しずつ加えないといけません」

「な、なんとっ!?　それは守らねばならぬものだったか……っ!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべるブレア。

　食材の分量など、気にしていなかった。いや、むしろ多ければ多いほどいいと思っていたくらいだ。

　一度見ただけで、私のシュー生地の欠点を見み抜ぬくとは。

「貸してください。わたしがやりますから……っ！」

　厨房キツチンに置かれていた秤はかりを取り出し、テキパキと計量を始めるレクティ。やはり頼たよりになる、とブレアが感心するのもしばし。

　本ほん末まつ転てん倒とうであると思ったブレアが、慌あわてて口を開く。

「ぬぅ、そ、それはダメなのだ。シュークリーム作りは、全て私がやらなければならないのだ」

　ブレアが差さし迫せまった眼まな差ざしを、レクティに向ける。その眼差しの必死さに、言わずとも思いが通じたのだろう。

　幼おさな馴な染じみであるレクティはすぐに理解した。

　ブレアが最初から最後まで、全部自力で成し遂とげたいことを。

　そして最小限の指導に留とどめたレクティの監かん督とくのもとで、ブレアがひとりで料理を始める。

　弱火にしたフライパンの上でバターを溶かし、そこに薄力粉を加える。そのあとボウルに移し、溶き卵を少しずつ加え始めた。

　レクティの指示のもと、瞬またたく間にシュー生地が完成する。

「上手ですねブレアさん。じゃあ次は、カスタードクリーム作りです。ここに用意してある分量の通り……」

　そう指示をするレクティ。だが、様子がおかしい。急にそわそわとし始めて、内うち股ももを擦こするような仕草でもぞもぞしだしたのだ。

　怪け訝げんに思ったブレアがじーっとレクティを見ると、

「そ、そのぅ……ブレアさん。わ、わたしちょっと……」

「うぬ、行ってくるがよいぞ」

　レクティがトイレのため厨房キツチンをあとにする間、ブレアはテキパキとカスタードクリーム作りをこなす。

　レシピ通りに作るだけなら、簡単だ。

　と。カスタードクリームの材料に、牛乳を加えていたブレアが思う。

　むぅ、このままではあの店のシュークリームに勝てないのではないか？

　現状は、ただメニュー通りに作っているにすぎない。食材も、冷蔵庫などに置いてあった極々平へい凡ぼんな食材だ。

　主においしいと言っていただけるような、突とつ出しゆつした味が出せるとは思えない。

　……やむを得ん。ここは、あれを使うか。

　ブレアは懐ふところから紫むらさき色いろの小さな巾きん着ちやくを取り出すと、口くち紐ひもを解ほどく。その中から、真っ黒な丸がん薬やくを取り出すと、小さく砕くだいてカスタードクリームの材料に混ぜ、鍋なべに移して火をかけた。

　出来上がったカスタードクリームを見て、ブレアは満足そうに頷うなずく。

　うぬ、これでよし。

　これであの店のミルクに負けぬ、優ゆう秀しゆうなカスタードクリームになっただろう。特に栄養価の面では、完かん璧ぺきといっても過言ではあるまい。
















「あのぅ……ブレアさん。お待たせしました」

　そこへレクティが戻もどってきた。彼女は出来上がったカスタードクリームを眺ながめ、

「わあっ、もうカスタードクリームが完成したんですね。味を確かめさせてもらってもいいですか」

　感心しながら、人差し指でクリームをすくい、味を確かめる。

「うん、いい感じの甘みが……」

　言いかけ、レクティの貌がぐっと引き攣つる。

「………………っ!?」

「ど、どうしたのだレクティ……っ!?」

「ブ、ブレアさん。このカスタードクリーム。そのぅ……い、いったいなにを入れたんですか……っ!?」

「うぬ。私なりに工夫を加えてみたのだ」

　そう言ってブレアが、小さな紫色の巾着から取り出した真っ黒い丸薬をレクティに披ひ露ろうした。

　あ、あれは絶ぜつ禍か輪りん廻ね丸がん……っ!?

　アイゼナッハで秘伝とされる、丸薬だ。死者を蘇よみがえらせると言われるほどの、強力な気つけ薬としての効能がある。その一方で、口の中で爆ばく竹ちくが炸さく裂れつしたかのような衝しよう撃げき的な味が広がるのが特とく徴ちようだ。

　子供の頃ころに一度だけ口にしたことがあるが、そのあまりの味に耐たえきれず、レクティは気絶してしまっていた。周りの子供組も同様。大人組でさえも大半は気絶する味だ。そんな丸薬を使ったカスタードクリーム入りのシュークリームをカナタさんが食べれば、おそらく……

　そこでブレアに作りなおさせようとして。しかし、レクティは思いとどまった。

　なぜならレクティの瞳ひとみには、幸せそうな笑みを零こぼすブレアの姿が映っていたからだ。

　きっと大好きなカナタさんが喜ぶ光景を、想像しているのだろう。ブレアさんとて、悪意を持って絶禍輪廻丸を混入させたわけではないのだ。それにトイレに行っていて、自分が満足に指導できなかった負おい目もあった。

「そ、そのぅ……す、すごく美お味いしいカスタードクリームですね」

　引き攣った笑みを浮うかべ、レクティは称しよう賛さんした。クリームを誉ほめられたブレアが喜びのコメントを漏もらしたが、レクティの頭の中は別の考えでいっぱいだ。

　レクティの瞳には、ブレアが作ったカスタードクリームが映っている。カナタとブレアを傷つけることなくこれを処理することこそ、レクティに課せられた使命ミツシヨンなのだ。

　そしてその方法は、ひとつしかない。

　い、いきます……っ！

　覚かく悟ごを決めたレクティはボウルに移したカスタードクリームに、貌ごと突つっ込こんだ。ぺちゃりとしたクリームが、貌パックのように纏まとわりつく。

「ぬわわわっ!?　い、いったいなにをするのだレクティ……っ!?」

　慌てた様子でブレアが引き剝はがそうとするが、レクティは必死にカスタードクリームを口にし続けた。

　そして、

「あのぅ……す、すみません」

　泣き崩くずれそうになるブレアを見ながら、完食したレクティが告げる。

「あ、あまりの美味しさに全部食べちゃいました。そ、そのぅ……ご、ごめんなさい」

　その瞬しゆん間かん、ばたり。

　絶禍輪廻丸の味に耐えきれず、レクティは燃もえ尽つきたかのようにその場に倒たおれ伏ふした。

「ど、どうしたレクティっ!?　し、しっかりするがよいぞ……っ!?」

　慌てて介かい抱ほうするブレアの傍かたわらで、レクティは「うぅ……。ど、どうにか食べ切れました」とつぶやいた直後、がくり。レクティの意識が遠退のいた。







　翌日のお昼休み。小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「？　レクティはいったいどうしたんだ？」

　いつまでたっても姿を現さない仲間のことをいぶかしみ、リコが尋たずねた。

「ああ。あんたはアルテミア寮りように住んでないから知らないのね？　レクティは具合が悪くて、昨日の夜に医メ療デ医イ学ス科ンの病院に緊きん急きゆう搬はん送そうされたのよ」

「それで、レクティは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うーん、なんだかよくわかんないけど、食あたりみたい。昨日の晩、どこかでなにかを食べたらしいんだけど、頑かたくなに教えようとはしないのよね」

　傍らで一連の話を聞いていたブレアが、ほっと胸を撫なでおろす。

　ふぅ、どうやらレクティは内ない緒しよにしてくれたようだな。

　あれからアルテミア寮は一大事になったのだ。食中毒の疑いがあったため、〈レイブンネスト〉の学生と寮監立ちあいのもと、厨房キツチンの徹てつ底てい洗せん浄じようが行われた。

「そういえばユーリも来ないな？　やれやれ、今日も特務か？」

　特務小隊ロイヤルガードと掛かけ持ちするユーリは、多た忙ぼうなためＥ６０１小隊の活動に貌を出せないことも多い。

　しかし、この日は間に合ったようだ。

「お疲つかれ様さまです」

　小隊室のドアが開き、ユーリが姿を現した。

「あっ、ユーリさん。お疲れ様です」

「遅おそかったな。どうしたんだ？」

　ミソラが挨あい拶さつをし、リコが事情を尋ねた。

「じつはレクティさんが食中毒で倒れたらしいので、特務として事情を聞くために、入院中のレクティさんのもとへ会いに行ってきたんです。まあ、お見み舞まいも兼かねてですが」

　経けい緯いを説明しながら、ユーリの瞳がブレアを捉とらえる。

「あのブレアさん、お話があります。少しいいですか？」

「な、なんですかユーリ先せん輩ぱい？」

　怪訝顔をするミソラとリコの前で、ユーリはブレアに向き直った。

　するとブレアは、ぎく……っ!?　と身を強こわ張ばらせる。

「そう身構えないでください」

　微笑ほほえみながら、ユーリが告げた。

「例の件ですが。じつはわたしがレクティさんに代わって監かん督とくすることになったので、今晩はよろしくお願いします」

　……なるほど。さすがはレクティであるな。

　カスタードクリームを貪むさぼりだしたときは、発はつ狂きようしたかと思ったが。この気き遣づかい、痛み入るぞ。

「例の件ってなによ？」

「そなたたちには内緒だ」

　ミソラとリコが怪訝顔でこちらを見ていたが、ブレアは秘密主義を貫つらぬこうとする。そんなとき、実技訓練の始業を告げるベルが鳴った。直後、小隊室のドアががらりと開き、

「さて。そんじゃ実技訓練始めるぞ。知ってると思うけど、レクティは……」

　カナタが教きよう壇だんに立ったため、例の件についての追つい及きゆうはうやむやになった。







　その日の深夜。アルテミア寮の厨房キツチン。

「さて、それではシュークリーム作りを始めましょうか」

　エプロン姿になったユーリが告げた。

　調理台には、食材や調理器具がずらりと並べられている。

「その……ユーリ先輩。このことは主には……」

「大丈夫ですよブレアさん。レクティさんからきちんと話は聞いていますから」

　不安そうなブレアを見やり、ユーリは安心させようと微笑んでみせた。

　そう。きちんと話は聞いている。

　ブレアが作ったカスタードクリームに、殺人的な味付けが施ほどこされたこともだ。レクティのお見舞いに行ったユーリが聞いた話によると、調理中に片時も目を離はなしてはいけないらしい。

「では、調理を始めましょうか」

　ユーリが見守る中で、ブレアが調理を開始する。二度目ということもあってか、迅じん速そくに作ることができた。

　と。シュー生き地じ作りが終わり、カスタードクリーム作りをしていたとき。ユーリが口を挟はさんだ。

「こらこら、ブレアさん。いったいなにを入れようとしているんですか？」

「なにをとは？　──ああ、これのことですか」

　ブレアが、指で摘つまんでいる黒い丸薬について述べる。

「アイゼナッハの秘伝とされる丸薬──絶禍輪廻丸です」

　得意げにブレアが説明する。

「現状の食材では、あの店のシュークリームに勝てる味を出せるとは思えません。その点、この丸薬は、不死鳥フエニツクスの尾お羽ばねや萬怒羅轟螺マンドラゴラ等で構成されており、死者をも蘇よみがえらせると言われる効能があります」

　むしろ、同どう胞ほうを一人病院送りにしてるんですが……

　ユーリがこめかみのあたりをひくひくさせながら、内心でツッコむ。

　しかし、ここでブレアを怒ど鳴なりつけては駄だ目めだ。ブレアはよかれと思ってやっているのだ。ちゃんと導いてやらねば──

「いけませんブレアさん。レシピに関係ないものを入れては……」

「なぜですっ!?　このままではふつうのシュークリーム止まりです。あの店のシュークリーム以上の味でなければ、主を喜ばせることはできません……っ！」

「落ち着いてくださいブレアさん」

　穏おだやかな声で、ユーリが諭さとす。

「素人しろうとがいきなり高度なものに挑ちよう戦せんしても、失敗するだけです。ブレアさんがアイゼナッハ流魔ま双そう剣けん術じゆつを習い始めたとき、戦技の使用は危険だからと禁止されていたはずですよね」

「むぅ、それはそうですが」

「それと同じです。素人がいきなり高度なことに挑戦すると思わぬ危険リスクを伴ともなうことがあります」

「で、ですがこのままでは、あの店のシュークリームに勝つことはできません。なにか特別なものを使わねば……」

「その点に関しては抜ぬかりありません。これを使いましょう」

　そう言って、ユーリは冷蔵庫からある食材を取り出し、調理台の上に置いた。そこに置かれたのは、一リットル入りの紙パックだ。乳牛のイラストが印刷されている。

「ただのミルクではないですか？」

「いいえ、違ちがいます。これはただのミルクではありません」

　そう言って、ユーリは牛乳パックを手に取ると、ラベルに書かれた文字を、これ見よがしにブレアに見せつける。

「特とく濃のうミルクです。ブレアさん要望のスペシャルな味が出せると思いますよ」

「おお……っ！」

　特濃。つまり、スペシャルマイルドな味ということか。

　ブレアが、ははーっ！　と平へい伏ふくするかのように言う。

「さ、さすがユーリ先輩です。御お見みそれいたしました」

「べ、べつにそんなに誉ほめられるようなことじゃないです」

　照れくさそうな表情を浮うかべながら、準備してきてよかった、と思うユーリ。その後、問題なくカスタードクリームも完成した。

「さて、次はいよいよ焼しよう成せいですね」

「？　焼成とはいったいなにをするんですか？」

「クッキングシートの上に搾しぼり出したシュー生地を、焼いて膨ふくらませるんです」

　鉄板に敷しいたクッキングシートの上には、シュー生地の種たねがあった。クリーム色をしたこの先っぽが潰つぶれた山のような生地に、じっくり熱を加えることで生地が膨ぼう張ちよう。ふんわりしたシュー皮が出来上がるのだ。

「なんと、これがあのふっくらもふもふのシュー皮に仕上がるのですか……っ！」

「ふふっ、愉たのしそうですねブレアさん」

「うぬ、主の笑顔のためですから」

　ブレアが鉄板をオーブンに入れ、扉とびらを閉める。そのあとユーリが火を入れ、焼成を開始した。

　ここまでくれば問題ないだろう、とユーリは安あん堵どした。

　素直な性格のブレアさんは、不器用ながら一いつ生しよう懸けん命めい調理をこなしてくれてました。いくらブレアさんが暴走しがちとはいえ、あとは焼きあがるのを待つだけですし。

　などと、ユーリが油断しかけたときのことだ。

　オーブンを、張り付くように眺ながめていたブレアが言う。

「むぅ、ユーリ先輩。あまり生地が膨らまぬ気がしますが」

「もしかすると、少し火力が足りなかったかもしれませんね」

　クッキングタイマーの時間と、生地の焼成具合を確かめ、ユーリが告げた。もうちょっと生地が膨らんでくれてもいいかもしれない。

　それでも誤差の範はん囲い内であることに違いはない。

　だが、ブレアはというと、

「……なるほど。火力不足ですか」

　やたら深刻そうな様子でつぶやいた。

　火力不足。つまり……一大事だ。

　ここでシュー生地が膨らまなければ、シュークリームは完成までこぎつけられない。シュークリームが完成しなければ、主の笑顔を見られなくなる。主の笑顔が見られなければ、良妻にはなれない。

　ブレアの中で、いびつな三段論法が成立する。

　焦しよう燥そうに駆かられた彼女は、おもむろに左手にある魔術士の宝石箱マギスフイアに魔ま力りよくを注入。固有魔力波に反応し、どこからともなく魔双剣が出現した。

「じゃあ少し温度を……ってブレアさん……？　どうして魔双剣を……？」

「ご安心くださいユーリ先輩」

　そう言って、ブレアはおもむろに地を這はう燕つばめのような構えを取った。

「主のシュークリームは、私が護まもります……っ！」

　高まる魔力と集中力の気配を感じ取ったユーリが、怪け訝げんそうに問う。

「えっ!?　護るって、いったいなにを……っ？」

　そして温度調節を行おうとした彼女の傍かたわらで。ブレアは容よう赦しやなく最大限の火力を叩たたき込んだ……っ！




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げき




　灼しやく熱ねつを纏まとう双撃が、オーブンを直撃。厨房キツチン全体を、激しい爆ばく発はつと爆ばく煙えんが包み込んだ。

　やがて爆煙が晴れ、ブレアが必死の想いでオーブンを見る。

「けほっ、けほっ。わ、私のシュークリームは……」

　するとそこには半はん壊かいした扉から真っ黒焦こげのシュー生地だったものが覗のぞき、直後にチカラ尽つきたかのように全て崩くずれ落ちた。

「ぬわわわわ───っ！　シュ、シュークリームが……っ!?」

　と、ブレアが奇き声せいを上げる一方で。突とつ如じよとして放たれた戦技の余波をもろに浴びたユーリはというと、

「ブ、ブレアさん。な、なぜここで飛炎衝天撃を……っ？」

　爆風に吹き飛ばされ、床ゆかに這いつくばった姿勢で、どうにか貌を上げようとするが、

「も、もしかして……戦技でオーブンの温度をあげようとしたんですか？」

　そう言い終えた直後、ユーリはがくりと気絶した。







　翌日のお昼休み。Ｅ６０１小隊室。

　小隊室のドアががらりと開く。

　入室してきた人物に気づき、ミソラが声をかけた。

「あっ!?　リコ、知ってる？　じつは昨日、アルテミア寮りようでガス爆発があって、ユーリさんが入院を──」

「ああ、知っている」

　遅おくれてやってきたリコが、淡たん々たんと答える。

「じつは午前中にユーリがわたしに会いたがっていると連れん絡らくがあってな。さきほどまでお見み舞まいという名目で、座学をサボらせてもらっていたところだ」

　それからリコは神しん妙みような眼まな差ざしをブレアへ向け、

「昨日は災難だったなブレア。キミもガス爆発に巻き込まれたのだろう」

「……う、うぬ。じ、じつはそうなのだ」

　もしや犯人が私であると、気づかれておるのか……っ!?

　ガス爆発があったとは、ユーリの言だ。まさか厨房キツチンでブレアが戦技を放ち、その余波を浴びて自分が負傷したとなれば、大問題だろう。

　ヘタに問題が発覚したら、ブレアの退学の話が持ち上がるかもしれない。

　それを考こう慮りよしたうえで、ユーリが庇かばってくれているのだ。

　額から脂あぶら汗あせをだらだらと流しながら、ブレアがどうにか声を絞しぼり出す。

「その……とても大変だったぞ。げ、原因は全くわからぬが、あ、あああ、あれはひどく大変だった……っ!?」

　動どう揺ように眼を泳がせるブレア。そんな彼女を見やり、リコが言う。

「落ち着け。ユーリはわたしの親友だ」

　ぬ……っ？

「話は聞いてる。キミの目的もだ。そこで、わたしが協力することになった」

「おおーっ！　そなたまで協力してくれるというのか……っ！」

「まあな。だが今回の件に関しては、わたしのチカラだけでは遂すい行こうは困難だ。わたしはレクティやユーリのようにお菓か子し作りは得意ではない」

「むっ。そ、そうなのか……」

　ならば、また決死の覚かく悟ごでシュークリームを作らねばなるまい。ブレアが悲ひ壮そうな決意をしかけると、

「弱気になるな。わたしだけでは力不足なので、ミソラに協力を求める。キミがあの男に喜んでもらうためだ。かまわないな？」

「……い、いたしかたあるまい。主の笑顔のためだ」

　ミソラが自分を指さし「あたしがなにするのよ？」と尋たずねてきたが、リコは無視してさっと後ろ髪がみを搔かきあげる。

「ふっ、大船に乗ったつもりでわたしに任せろ」

　そう言って、リコはドアへと向かう。

「で、あんたはどこ行くのよ？」

「少し野や暮ぼ用を済ませてくる。今日の訓練はサボると、あの男に伝えておいてくれ」

「えっ!?　サボるって……ちょ、ちょっとリコ……っ!?　……い、行っちゃった」

　戸と惑まどうミソラの声を無視して、リコは颯さつ爽そうと小隊室を後にする。

　さ、サボるってそのまんま伝えていいわけ……？　疑問を抱くミソラ。

　ちょうどそのとき。午後の実技訓練開始を告げるベルが鳴り、小隊室のドアががらりと開く。カナタが教きよう壇だんに立つと、ミソラがリコの一件を報告する。彼女から聞いた事実をそのまま伝えたところ、

「リコがサボりね。サボるって正直に言うところがあいつらしいな」

　正直すぎる主張は、取りたてて問題とはならなかった。

「さてと。そんじゃあ実技訓練を始めるぞ。今日の欠席はレクティに加えて、ユーリが原因不明のガス爆発に巻き込まれて入院。リコはサボりだそうだから、お前ら二人で訓練を……」







　その日の真夜中。アルテミア寮。ミソラの部屋。

　呼び鈴りんが鳴り、ミソラがドアを開く。そこにはクールで澄すました表情を浮かべる少女の姿があった。

「リコ、あんた今日はどうして訓練をサボったのよ？」

「ああ、これを買いに行っていたんだ」

　リコは手に持つ小さな紙かみ袋ぶくろを掲かかげてみせた。

「なによそれ？」

「ふっ、秘密兵器だ。まあ、キミたちには教えられないがな」

　そう言って部屋に上がると、リコは謎なぞの紙袋を冷蔵庫の上に置いた。どこかで見たことがあるロゴが描えがかれている紙袋だった。じーっとミソラが注目するが、どこで見たのか思い出せない。

　女性部屋に備わったキッチンには、リコとミソラに加え、ブレアの姿もあった。

　二人部屋のキッチンに三人集まると、圧あつ迫ぱく感かんがある。ミソラとブレアが調理台の前に立ち、リコは後ろで壁かべに背中を預けていた。

「さて、調理を始めていいぞ」

「で、でもあたしだって素人しろうとよ。ホントにあたしが監かん督とくでいいの？」

「と言っているが、ぬぅ……本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ミソラとブレアが揃そろってリコを向く。

　しかしリコは澄まし貌を崩くずさず、クールな氷のような声で言う。

「心配するなブレア。こう見えてミソラは、面めん倒どう見みがいいからな。キミのためになることは、女め神がみであるわたしが保証する」

「うぬ、リコがそう言うのであるならば問題あるまい。あらためてよろしく頼たのむぞ、ミソラ……っ！」

　ブレアに元げん気き一いつ杯ぱいに挨あい拶さつされるが、ミソラは納得しかねる様子だ。

「ねえリコ、あんたいったいなに考えてるのよ？」

「気にするな。わたしの計算が正しければ、キミの使い道は別にある。加えて今回は、然しかるべき準備もしてきた」

「使い道が別ってどういう意味よ？　それに然るべき準備って？」

　怪け訝げんな貌をするミソラ。

　一方で、ブレアがどんどん調理していく。すでに三度目なので、手順は頭に入っている。

　しかも、この部屋の住人であるレクティには、お菓子作りをする習慣がある。そのため、秤はかりやふるいなどの調理器具と食材には事欠かない。

　横から眺ながめていたミソラが、感心したように言う。

「へー、ずいぶんと慣れた手つきじゃないの」

「そうであろう。ここ最近、ずいぶんと挑ちよう戦せんしていたからなっ！」

　ブレアが自信満々な笑みを零こぼす。

「では、これから焼成に入るぞ」

　搾しぼり出したシュー生地を、ブレアは鉄板ごと家庭用のオーブントースターの中へ。タイマーをセットしてからしばし、

「ぬぅ、なかなか焼けんな」

　焦じれたブレアが魔双剣を展開し出す。

　ミソラが怪訝に思い首を傾かしげる一方で。ブレアはいままさに戦技を放とうと、地を這う燕の構えを取るが、

「落ち着けブレア」

　そんなブレアの肩かたに、すかさずリコが手をかけた。

　前回の失敗の要因は、お見舞いに呼ばれた際、ユーリから聞かされていた。

「それを使わなくてもちゃんと焼きあがる。あと三分二十秒だ」

「な、なにそれは本当か……っ!?」

「ああ。この部屋の気温は、ちょうど二十度。湿しつ度どは、三十七パーセント。さきほどのシュー生地に使用された薄はく力りき粉この調合量とオーブントースターの温度から考えて間ま違ちがいない」

「おおっ!?　さすがはリコであるな」

「やるじゃないのリコ……っ!?」

「ふっ、それほどでもある」

　そう言って、リコはさっと後ろ髪を搔きあげる。

　じつのところ、この部屋には湿度計どころか温度計すら設置されていないのだが。リコのいかにも論理的な説明に、単純な二人はあっさりと納得してしまったらしい。

　そしてチンっと小気味いい音が鳴り、オーブントースターから膨ふくらんだシュー皮を取り出す。出来たてのシュー皮の上部を蓋ふたになるように切り取り、特製カスタードクリームを注ぎ込むことで遂ついにシュークリームが完成した。

「うぬ、完かん璧ぺきである……っ！」

　三度目にしてようやく成功したブレアが感極きわまる。

「ミソラ、リコ。ここまでこれたのは、そなたたちのお陰かげだ。感謝するぞ」

「こちらこそ、問題なかったようでなによりだ」

「うん。あたしたちの協力なんて必要なかったわね」

「そういえばブレア。あんた、ラッピンググッズは持ってるの？」

「むぅ、なんだそれは？」

「お菓子の包み紙のことよ。レクティの私物にあったはずだから、少し探してみるわ。リコ、手伝ってくれる？」

「ふっ、仕方ないな」

「ブレアはお疲つかれさま。あとはあたしたちに任せて休んでて。……あっ、折角完成したんだから、シュークリームを味見してみなさいよ」

　そう促うながして、ミソラとリコは部屋の奥へと姿を消した。

　ふむ、折角だから味見してみるか。

　あとに残されたブレアは、大皿の上に載のせられたシュークリームを手に取った。そして静かに口へと運び、ぱくりと味見する。

　口の中に濃のう厚こうなカスタードクリームの甘みが広がった。

　うむ、味は悪くはない。自分で作ったせいか、多少の充じゆう実じつ感もある。だが、このままでは平へい凡ぼんな味止まりだ。これではあの店のシュークリームに勝つことはできない。

　私が求めるのは、もっと美お味いしいシュークリームなのだ。

　しかしどうすれば？　──そういえば先日、レクティから借りた料理の本の袋ふくろとじページにこう書いてあった。

　料理の極ごく意いは愛情です、と。

　すなわち、愛情を注げば注ぐほど、料理は美味しくなるということ。ならば、やはりここは、愛情を注がねばなるまい。愛情を注ぐとはつまり、主あるじに美味しく召めし上がってもらう心こころ遣づかいのこと。ゆえに、主の好みの味に仕上げねばなるまい……っ！

　そう判断したブレアは、キッチンに置いてあった調味料の類たぐいを見やる。そこにはタバスコやハラペーニョなどの香こう辛しん料りようや、味み噌そペーストやシナモンなど豊富な品しな揃ぞろえがあった。

　しかし、いったいどれが主の好みなのだ？　ブレアが首を傾げる。うーぬ、ここは多種多様な味付けを試すほかあるまい。

　悩なやんだブレアは、シュークリームの蓋ふたを開け、調味料等を片かたっ端ぱしから放り込み、蓋を戻もどす。幸いにしてシュークリームは十六個ある。たっぷりと愛情を注ぐのに、器うつわには事欠かなかった。

　冷蔵庫に残っていたアンチョビの残りや、絶ぜつ禍か輪りん廻ね丸がんも放り込んだりして。様々な味付けに特化させたシュークリーム群を見やり、ブレアは胸を張る。

　うむ、完璧である……っ！

　外見からはただのシュークリームにしか見えない。しかし中身には、たっぷりとブレアの愛情が込められている。

　ちょうどそのとき。ラッピングセットを手にしたミソラとリコが戻ってきた。

「どうだったブレア、シュークリームの味は？」

「うぬ。愛情をたっぷり注いだから問題ないぞ」

「そっか。それはそうよね」

「そういえば、そなたらはまだ味見しておらんかったな。私は少しお手洗いに行くが、そなたらも一つずつ味見をしてかまわぬ」

　そう言って、ブレアはトイレへと向かい、姿を消す。

「それじゃ、あたしは早さつ速そく。……リコ、あんたは食べないの？」

「まあな」

　怪訝に思いながらも、ミソラは出来たてのシュークリームをぱくりと頰ほお張ばり、

「はう……っ!?」

　悶もん絶ぜつした表情を浮かべ、凍こおりついた。口の中で爆ばく竹ちくが炸さく裂れつしたような味が広がったのだ。

「ふっ、やはりそうか」

　その反応を見て、リコがシュークリームの蓋を開ける。なぜか真っ赤になってしまっているカスタードクリームを見やり、首を小さく横に振ふる。そのあと、ミソラの耳元で囁ささやく。

「そのまま聞け、ミソラ。ブレアがこれらのシュークリームをあの男に贈答プレゼントした際、あの男にも同じ反応リアクシヨンをさせることになる」

　それはまずい……っ！　と、ミソラは思う。

　あいつは裏表がないところが信しん頼らいできるところだけど、その分思ったことをストレートに口にするタイプだ。あたしも最初のうちはかっとさせられたし。でも、ブレアはまだそのあたりを知らないかも……

　一いつ生しよう懸けん命めい作ったシュークリームがまずいと一いつ蹴しゆうされたら、ブレアはすごくがっかりするだろう。

　だが、この危険物シユークリームをどうしろというのか……っ!?

「どうしたミソラ？　医メ療デ医イ学ス科ンの入院病びよう棟とうはもう手配済みだぞ？」

「リ、リコ。あ、あんた……っ!?」

「レクティもユーリも、ブレアを傷つけまいと尊とうとい犠ぎ牲せいになったのだ。まさか小隊長かつ面倒見のいいキミが、ここでそれを処理しないわけにはいくまい」

　まさか調理開始直後の、




　──こう見えてミソラは、面倒見がいいからな。キミのためになることは、女神であるわたしが保証する




　という発言は、これを見み越こしての予防線だったというのか……っ!?

　驚きよう愕がくしながらも、ミソラは適切に状じよう況きようを理解する。

　魔ま甲こう蟲ちゆうの活性化やら空戦武踏祭エリアルソードやら、懸けん案あん事じ項こうの多い時期だ。まさかこの大事な時期に、自分たちを底上げしてくれるあいつが入院することは避さけたい。

「で、でもそれならあんたも一いつ緒しよに……」

「作ったのはキミだ。なぜわたしまで犠牲にならねばならない。それとも小隊長として、小隊の運営を第一に考えられないというのか？」

「わ、わかったわよ……」

　いちいち理り屈くつっぽく説明するリコに苛いら立だちながらも、ミソラは腹をくくる。

　目の前の大皿の上にある、シュークリームは合計で十五個。それをがつがつと口の中に放り込んだ。

　途と端たんにミソラの貌色が蒼あおくなり、げっそりとする。

　ちょうどそのとき──

「ぬわわわ───っ!?　ミ、ミソラ。そなたなにをしておるのだ……っ!?」

　トイレから戻ってきたブレアが慌あわてふためく。すかさずリコが口を挟はさんだ。

「まったく、食い意地が張りすぎだぞミソラ。いったいキミはなにをやっているんだ」

　リ、リコっ!?　あんた、いつか復ふく讐しゆうしてやる……っ!?

　そう思いながら、ミソラは最後のチカラを振り絞しぼってシュークリームを完食。慌てふためくブレアの前で、気力を使い果たしたかのようにばたりと倒たおれた。

　一方でシュークリームを全部食べられたブレアはというと、

「こ、これでは主を喜ばせてあげることができないではないか……っ!?」

　衝しよう撃げきのあまり崩くずれ落ち、膝ひざ立ちになってしまっていた。

　いまにも泣きだしそうな貌をするブレア。しかし、リコは余よ裕ゆうの表情を崩さない。

「安心しろブレア」

　そう言って、リコは澄すまし貌で大皿の上にあるシュークリームを指さした。

「まだわたしの食べる分が残っている。これをラッピングしろ」

　おかしい。シュークリームは、さきほど全てミソラが食べてしまったはずだが。

　ブレアが怪け訝げんに思っていると、

「どうしたんだブレア？　キミが要いらないというならわたしが食べるぞ」

「なにっ!?　ま、待てっ!?　それは私のだっ!?　そなたが勝手に食べていいものではない……っ!!」

　そう言って、ブレアはシュークリームを手に取り、ラッピングを始める。そんな彼女を見守りながら、リコはさりげなくキッチンのゴミ箱を見る。そこには冷蔵庫の上に置かれていたはずの紙かみ袋ぶくろが空からになって捨てられていた。しかも、その袋にはユーリ行きつけのソフトクリーム屋台のロゴが描えがかれていた。







　翌日。午後の実技訓練時間。Ｅ６０１小隊室。

「うーん、今日はブレアしかいないのか」

「は、はいっ！　そうなのです……っ！」

　困ったように頭の後ろを搔かくカナタを見ながら、ブレアが事情を説明する。

「レクティとユーリ先せん輩ぱいは言わずもがな。ミソラも昨晩突然体調を崩し、リコは用事があるので今日もサボると申しておりました」

「そっか。ったく、あいつら体調管理もロクにできないのか」

　そんなぼやきを聞きながら、ブレアはいまかいまかと機会を窺うかがう。机の中には、秘密兵器シユークリームが入っている。

　あとは折を見て、これを渡わたすだけだ。

　どきどきと高鳴る心臓の鼓こ動どうが、ブレアの身も心も高ぶらせる。

「その点、ブレアは偉えらいな。毎日元げん気き一いつ杯ぱいで」

「そ、それほどでもありません……っ！」

　うぬ、主に誉ほめられたぞ……っ！

　内心で喜びを嚙かみしめながら、ここぞとばかりブレアが言い放つ。

「ところでその……じつは主の為ためにお菓か子しを作ってきたのですが」

　シュークリームを手に、おもむろにブレアが立ちあがり、カナタに手て渡わたす。

「へー、ブレアってお菓子作るのか」

「はい。その……主のお口に合うといいのですが」

「ま、味見させてもらうよ」

　そう言って、カナタがラッピングを解き、シュークリームを口に運ぼうとする。

　その瞬しゆん間かん、ブレアの心臓の高鳴りが頂点ピークを迎むかえた。どくんどくんといった鼓動が聞こえてくる。興奮物質アドレナリンが分ぶん泌ぴつされたためか、カナタの動作がやけにゆっくりと見えた。

　そのシュークリームがゆっくりとカナタの口へ入る。ふわっと空気のように嚙み切られるシュー皮。中からあふれ出てくるカスタード。そして一口頰張った瞬間、カナタの表情が変わった。

　かっ！　と眼を見開き、カナタがブレアを見つめる。

「ブレア、このシュークリーム……」

　ど、どうだったのですか主よ……っ!?

　緊きん張ちようで心臓が張はり裂さけそうになる瞬間、カナタがふっと微笑ほほえんで告げた。

「すげー旨うまいよ、このシュークリーム」

　そう言って、さっと全部を頰張る。そのあと、ご褒ほう美びと称しようしてブレアの前まえ髪がみをくしゃくしゃになるまで撫なであげる。

　その得も言われぬ快感を嚙みしめながら、ブレアは問う。

「その……あの店のシュークリームと比べて、どちらが美び味みだったでしょうか？」

「そうだな。どっちも同じくらいの旨さかな」

　むぅ、同レベルであったか。

　だが、上じよう機き嫌げんそうなカナタの表情を見やり。次はもっとおいしいシュークリームを作ろうとブレアは胸に誓ちかうのであった。




　　　　＊＊＊




　それから数日が経過して──

　お昼休み。小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「ふぅ、ようやく退院することができたわね」

「そのぅ……病院の空気とお別れできてうれしいです」

「消毒用のアルコールの臭においって苦手なんですよね」

　そこには仲良く貌を揃そろえた、ミソラたち入院組の姿があった。レクティもユーリも、外の空気を吸うことができてうれしいらしい。

　そのとき。小隊室のドアが開き、

「ふっ、どうやら全員無事に退院できたようだな」

「リ、リコ……っ!?」

　貌色一つ変えず、リコは席に着く。

「まさかシュークリームを作るだけで、三人が病院送りにされるとはな。揃いも揃って情けない」

　その指し摘てきを受け、ミソラたち三人がばつが悪そうに俯うつむく。

「ですけどそのぅ……ブレアさんを傷つけるわけにはいきませんでしたし」

「あの局面で飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げきを放つなんて、予想できるわけないじゃないですか」

「リコ。あんた、あたしを毒見役として誘さそったでしょ……っ！」

　レクティ、ユーリ、ミソラの三人がそう言ってリコを見やるが、

「やれやれ、言い訳か。人に迷めい惑わくをかけておいて、まず最初にお詫わびの言葉すらないとはな。入院中のキミたちに、訓練をサボって着き替がえを届けてやった恩を忘れたのか？」

「「「うぅ……」」」

「ふっ、訓練をサボるのは、わたしの専売特許だというのに。まさかわざわざ入院までして、それをなそうとするとは、見上げた根性だ」

　颯さつ爽そうとリコが言い放つ。

　結局ブレアがシュークリームを作るためだけに、小隊が活動不能に陥おちいってしまったのだ。ここがＥ６０１小隊の弱いところだな、とリコは思う。

「もしブレアがまたシュークリームを作りたいと言ったら、今度はキミたち全員を推すい薦せんしておいてやろう」

「い、いい加減にしてよリコ……っ!?」

「そのぅ……リコさん。さすがにこれ以上は……っ!?」

「そうですよリコさん。さすがにもう体が持ちません……っ!?」

「ふっ、冗じよう談だんだ。さすがのブレアも満足したはずだろう」

　情けない声を出す三人を見み渡わたし、リコはふっと鼻で笑った。

　そんなとき。小隊室のドアが開いた。

「むっ、そうか。そなたらは今日から復活なのだな」

　現れたブレアが、ずかずかと足を踏ふみ入れる。

「先日の件では、大変世話になった。そなたたちに心より感謝を」

　そのあと。安心しきったミソラたちへ、ブレアがとんでもないことを言う。

「ところでだな。またみんなと一緒にシュークリームを作りたいのだ……っ！　前回はあの屋台と同じ味のシュークリーム止まりだったので、今度はそれを超こえる味を出すぞ。というわけで協力を頼たのむ」

「「「もう勘かん弁べんしてよ─────っっっ!?」」」

　昼休みの小隊室に、ミソラたちの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡った。


（初出：ドラゴンマガジン２０１５年１月号）









　　　第五章　女王へのロイヤリティー







　これは、三さん位み一体の変キ異メ種ラとの戦せん闘とうを終え、《ミストガン》に帰き還かんしてからのことだ。




　昼休み。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

「ふっ、これで問題ないだろう」

　ビーナス像の現うつし身のような少女──リコ・フラメルが書類を手渡す。

　その書類を受け取ったのは、執務椅い子すに腰こしかけた──フロン・フラメルだ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーであり、リコの姉でもある彼女は、険しい眼めつきで書類に眼を通す。

「……………………」

　内容は例の如ごとく、女め神がみ節ぶしが炸さく裂れつしているものだ。

　本来なら命令違い反はんの反省文のはずが、なぜか女神な自分最高な内容になっている。カナタ経由で何度かリコを注意したのだが、こればかりはどうにもならないらしい。

　仕方なくリコを呼び出して[image: しつ]しつ責せきし、やり直しをさせたのだが、このザマだ。

「あ、あなたね。いつも減らず口ばかり叩たたいて。人をおちょくるのも大たい概がいにしなさい」

　そう言って、こめかみをひくつかせるフロン。

　しかし、リコは勝ち誇ほこるかのように胸を張る。

「ふっ、わたしは完かん璧ぺきだからな」

　その瞬間、フロンがキレた。彼女は椅子から立ち上がると同時に、机をばんっ！　と叩き、声を荒あらげる。

「どこが完璧よっ!?　だいたい反省文のここの記述はなに……っ!?　『女神なわたしの思考を、凡ぼん人じんのフロンには理解できないのが心残りで仕方ない』って。自じ称しよう・女神のくせに、偉えらそうなことを──」

　いままさにフロンの落らく雷らいが落ちようとしたとき。

　とんとん、とドアをノックする音が聞こえてきた。

「少し待っていなさい」

　そう指示をされ、リコは本ほん棚だなへ背中を預けて腕うでを組む。

「失礼します」

　ドアが開き、一人の少年が入ってきた。中肉中背で眼鏡をかけた、坊ぼつちゃん刈がりの人物だ。一目でリコは、気弱そうな男だと思う。

「後方支援科ロジステイクス予科三年、ハリー・アナスタシアです」

「忙いそがしいところをすまないわね。こっちに来てちょうだい」

　ハリーと名乗る少年が執務机の前に来ると、フロンが手を組んで用件を告げる。

「今日呼び出したのは、あなたが率いるサバゲーチームの件よ。競きよう活かつ連れんの責任者を、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが務めるのは知ってるわよね」

《ミストガン》競技活動連合──通つう称しよう、競活連の責任者として、フロンは現げん状じようを淡たん々たんと説明する。サバゲー競技は、常に競技人口過多の状じよう況きようにある。現状、リーグ戦を通じて試合を組んでいるが、新規参加希望チームがあとを絶たない。それゆえに、年間を通じて戦績の冴さえない幾いくつかのチームを解散させ、新規参加希望のチームを取り込む仕組みになっていること。そして……

「ということで。勝利実績のないあなた方のチーム『グローリー・ナイツ』を次の試合で負けたら解散、と決定したわ。ちなみに対戦相手は、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科三年のリリィ・ランカスターが率いるチーム『プリズン・ブレイク』よ」

「そ、そんなぁ～。僕たちは、これまで一いつ生しよう懸けん命めいやってきたんです。後方支援科ロジステイクスの学生だけのチームで、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのチームに勝つために必死に努力してるんです。普ふ段だんは裏方だからこそ、せめてサバゲーでは活かつ躍やくしたいのに。なのに、解散だなんて……」

　泣き出しそうな貌かおで、ハリーが主張する。

　だが、フロンは事務手続きといわんばかりに淡々と説明した。

「実績がない以上、決定は覆くつがえらないわ。それにあなたたちのチームは、規定人数より一人足りないじゃないの」

　うぅ……と俯うつむくハリーに、それ以上反論する様子はない。フロンの迫はく力りよくに屈くつして、苦く渋じゆうの決断へと追い込まれる一方だ。

　しかし、そのことを快こころよく思わない人物がこの執務室にはいた。

「ふむ、実績があればいいんだな」

　そう言って、リコは執務机の前まで歩く。俯くハリーを見やり、リコはふっと口元をつりあげた。

「なら、キミたちのチームに混じって、実績を作る手伝いをしてやろう」

「あなた、なにを言って……」

「ふっ、女神と凡人の格の違ちがいを見せてやる。次の試合にこいつらが勝てば、わたしの反省文は免めん除じよしてもらうぞ」

　かくして、リコの反省文をかけたサバゲー対決の火ひ蓋ぶたが切って落とされた。







　昼休み。小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「ふーん。そんで、リコが監かん督とくを務めることになったのか」

　リコからサバゲーチームの監督を務めることになった話を聞き、長身瘦そう軀くの少年──カナタ・エイジが相あい槌づちを打つ。その視線の先には、どこかうれしそうにするリコの姿があった。

「ということで、わたしはしばらく小隊の訓練をサボる。構わないな？」

　そう言って、クールな澄すまし貌を浮うかべるリコ。そんな彼女を、仲間たちは着席しながら眺ながめていた。

「へえー、あんたも面めん倒どう見みがいいところがあるのね」

　艶つややかな紅あかく長い髪かみの少女──ミソラ・ホイットテールが感心し、

「そのぅ……優しいんですねリコさん」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハがにっぱりと微笑ほほえみ、

「ええ、ええ。わたしはリコさんが優しいって昔から信じてました」

　濃のう紺こん色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルが感かん涙るいにむせびかける。

　なにせ、解散寸前のサバゲーチームに救いの手を差し伸のべたのだ。人道的な見地から判断するに、非常に美しい行動だ。

　しかし、リコはクールな澄まし貌で言う。

「いや。フロンをぎゃふんと言わせるのにちょうどよかっただけだが」

　直後、ミソラ、レクティ、ユーリの三人が椅子からずり落ちそうになる。

　だが、月の光を集めたかのように輝かがやく銀色の髪をした少女──ブレア・アイゼナッハだけは、

「うぬ。流石さすがはリコであるな。相手が誰だれであっても動じぬ」

　妙みように感心している様子だった。

　リコの動機は私し怨えんでこそあったが、人助けでもある。ミソラたちとしては、肯こう定てい的なスタンスだ。

　そしてカナタが教官として決断する。

「いーんじゃねーの」

　監督を希望するリコを見やり、カナタが言う。

「後方支援科ロジステイクスって学校の運営を手伝ったり、資材の手配や物流を支えてくれたり、《ミストガン》の縁えんの下のチカラ持ちだ。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンもいつもお世話になっていることだし、きちんと責任を持って監督してこいよ」

　どうやら許可がおりたらしい。

「けどあんたが許可したからって、新参者のリコが突然監督をやるって言って、後方支援科ロジステイクスの学生たちはついてきてくれるの？」

　ミソラが不安そうに指し摘てきする。

　なにせ学園中で、リコの女神発言は有名だ。しかも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの妹で、Ｆランク小隊の隊員でもある。彼女自身はまるで気にしないが、同じ学年の学生でさえ、いろんな意味で彼女と関わり合いになるのを避さけようとする者は多い。

「たしかに。リコさんが監督を務めることになったら……顰ひん蹙しゆくを買いそうですね」

　その点に関しては、ユーリも同意する。

「話を聞く限りでは、リコさんの監督就任を承認したのはハリーさんの独断のようです。他の後方支援科ロジステイクスの学生たちが、リコさんを信しん頼らいするかどうか……」

　ハリーが率いるサバゲーチームは、後方支援科ロジステイクスのみで構成されているらしい。普段は裏方だからこそ、せめてサバゲーでは活躍したいというのが動機だ。だから空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンを宿敵ライバル視している。そこへ空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのリコが監督すると申し出て、すんなりと受け入れるとは思えない。

「その点に関してなら、問題ない。監督期間中、わたしは女神であることを封ふう印いんする」

「えっ!?　あんた女神を封印するの……っ!?」

　驚きよう愕がくするミソラの前で、リコはさっと後ろ髪を搔かきあげ、

「そして後方支援科ロジステイクスの学生たちから信頼を得るために、キミの威い厳げんを借りさせてもらおう」

　リコの視線の先には、飄ひよう々ひようとしたカナタの姿があった。







　サバゲーチーム『グローリー・ナイツ』の拠きよ点てん。

　二番区。倉庫街の一角にある広いガレージ。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学び舎やからそう遠くない場所に、それはあった。半開きになったシャッターの中には、機械油マシンオイルや工具などが散らばっている。その奥にある作業台の上には、インカムのようなもの──通信結けつ晶しようが置かれている。こちらは修理中なのか、内部の機メ械カ的ニ構ツ造クがむき出しになっている。

「その、ハリー先せん輩ぱい、それでリコさんは本当に頼たよりになるんですか？」

「空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンで有名な、あの……自称・女神な方ですよね」

「他にも、頭がいい割に授業をサボったり……あまりいい噂うわさを聞きませんけど」

「そ、その……僕からはなんとも」

　不安な表情を浮かべた仲間たちから尋たずねられ、ハリーはチカラのない笑みを返した。

　このガレージには、『グローリー・ナイツ』の仲間が総勢十四名集まっていた。彼らは、優しそうな眼まな差ざしをしていたり、穏おだやかでおっとりとした貌つきだったり……揃そろいも揃って人じん畜ちく無む害がいそうな柔やわらかな貌つきだった。後方支援科ロジステイクスは非戦せん闘とう系のため、平和主義者が多いのだ。

　そこへ、リコとその教官の少年が姿を現した。

「ふむ、揃っているようだな」

『グローリー・ナイツ』の仲間たちを見み渡わたし、リコが言う。

「待たせたな、ハリー。仲間がわたしの監督風景を見たいと言うので、見学させてやってくれ」

「ああ、リコさん。お忙しい中、すみません」

　ハリーが一歩前に出て、ぺこりと頭をさげる。そのあと彼はリコを仲間たちに紹しよう介かいしたが、『グローリー・ナイツ』の仲間たちからの不ふ審しんの眼差しは否いなめなかった。それもそうだろう。リコの女神な噂は後方支援科ロジステイクスにも浸しん透とうしているし、彼女は予科二年生の女の子だ。女神な言動を除けば、威厳のオーラにも迫力にも欠ける。

「あ、あのさ。みんな、リコさんを信じて……」

　気まずさを敏びん感かんに感じ取り、ハリーがどうにか説得を試みようとしたときだ。

　リコの隣となりに、見知った少年の姿を見つける。

「あの、もしかしてカナタさんじゃないですか……っ!?」

「んっ、お前は……」

「食堂で厨房キツチンを担当していたハリーです。昨年度はお世話になりました」

「おっ、久しぶり」

　カナタの姿に気づいたとたん、『グローリー・ナイツ』の面々の貌色が変わった。じつは教官になる以前、カナタは後方支援科ロジステイクスで手伝いをしていて、かなり受け入れられているのだ。

「みんな、カナタ先輩の関係者なら大だい丈じよう夫ぶです。きっと僕たちのことを、強くしてくれるはずです」

　ハリーが周りを説得し始める。カナタの姿を確認し、仲間たちもほっと安あん堵どした様子だ。ここぞとばかりにリコが言い募つのる。

「ふむ、わたしを信じろ。わたしは彼の教え子の中で、一番優ゆう秀しゆうだ」

　おおーっ！　と、『グローリー・ナイツ』の面々のリコに対する眼差しが変わる。彼らの表情からは「こ、この人ならなんとかできるんじゃないのか」という期待と尊敬の念が窺うかがわれた。

　と。ふと気になったリコが尋ねる。

「そういえば、キミたちは普ふ段だんどんな活動をしているんだ」

「そうですね。なんでもやりますよ」

　ハリーが誇ほこらしげに言う。

「『グローリー・ナイツ』は全員後方支援科ロジステイクスですから、都市運営に関するありとあらゆる仕事をサポートしています。浮ふ遊ゆう都市内部の景観の維い持じから、地下の配管掃そう除じまで全部ですね。他の全学科と必ず接点がありますし、《ミストガン》の事情に関しては誰よりも詳くわしいのが自じ慢まんです。その人の趣しゆ味みとか、人間関係とか、付き合ってる相手の有う無むとかも自然と耳に入ってくるんです」

「ふむ。では、せっかくだ。わたしの趣味は知っているか？」

「その……詳しくは知りませんが。女神な噂は耳に入っています」

「………………っ!?」

「あの、リコさん。女神な噂はどこまで本当なんでしょうか？」

「気にするな。キミには知る必要のないことだ」

　今回は女神としてではなく、監督として活かつ躍やくするつもりなのだ。女神のことはさして重要な話ではない。

「早さつ速そくだが、キミたちの弱点ウイークポイントを教えてくれ」

「そ、そうですね……」

　どこか引き攣つった表情を浮かべ、ハリーが言う。

「まず僕たちは、あの……勝負度胸がありません。次に、運動不足で体力にも自信がないです。それから射しや撃げきが下手で、命中率も高くありません」

「なるほど」

　リコの脳のう裏りに浮かんだのは、Ｅ６０１小隊に赴ふ任にんした当初のカナタの姿だ。

　ふっ、最初から訓練が必要なかったわたしはともかく、お馬ば鹿かなミソラや気弱なレクティに指導を施ほどこしたあの男と、同じ境きよう遇ぐうというわけか。

　ふむ。まあ、合理的な指導をすれば問題ないだろう。

「よくわかった。まあ、わたしの指示通りに訓練すれば、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのサバゲーチームにも勝てるだろう」

　自信満々といった様子で、リコが言い放った。







　午後三時過ぎ。アスレチックフィールド。

　ごつごつした岩いわ肌はだ。険しい斜しや面めん。近くには茂しげみの深い森林。自然の地形や木こ立だちなどを再現したそこには、ミソラたちの姿があった。

「ここでリコが監かん督とくしてるのね。大丈夫かしら？」

「リコさんならきっと大丈夫ですよ。口では素そっ気けないことを言いながらも、きちんと成し遂とげるはずです」

　不安そうなミソラの言葉を聞き、ユーリが自信満々に言う。

「あのぅ……リコさんなら、きっと頭脳を駆く使しした監督をしている気がします。そのぅ……数字とか強いですし、科学的に管理された育成計画プログラムを取り入れるんじゃないでしょうか？」

「うぬ。リコがどんな練習をさせているか気になるな。私ももっと強くなるためのヒントがあるやもしれん」

　レクティのイメージを受け、ブレアも期待するように頷うなずく。

　ミソラたち四人は、リコの監督風景をイメージしながら、険しい山道を登っていた。そもそもこの四人は、本来ならば訓練中のはずなのだが、リコのことが気になり、訓練そっちのけで様子を見に来たらしい。

　ちょうどそのとき。丘おかの向こう側から、大勢の人のざわめきと氷のようにクールな声が聞こえてきた。

「ふむ。もう少し激しく動き回れ」

　丘の上に辿たどり着いたミソラたちは眼下に見知った仲間の姿を発見し、密かにその光景を眺ながめる。丘きゆう陵りようの下には、両りよう腕うでを組んで偉えらそうに胸をそらすリコと、ぜーはーぜーはー息を切らすハリーたちの姿があった。

　野や戦せん服に背はい囊のう、防ぼう弾だんチョッキ、エアガンと──完全装備をしたハリーたちがひぃひぃ言いながら、アスレチックフィールドを駆かけ巡めぐり、リコが不ふ機き嫌げんそうに檄げきを飛ばす。

「エイム、もう少し身を低くして動き回れ」

「トリシャー、疲つかれるのが早すぎだ。キミはいつになったら体力がつくんだ」

「ヒル、射撃が下手だ。いったい何時間練習したら上達するんだ」

　リコに[image: しか]しかられた『グローリー・ナイツ』のメンバーが弾はじかれたように動き回る。しかし、その表情は暗い。指摘自体はもっともなのだが……

「なんだかさ、雰ふん囲い気きがぎすぎすしてない？」

「そうみたいですね。あまり上う手まくいっていないみたいです」

　ミソラの言葉に、ユーリが深く頷いた。

　リコの指導のもとで動き回る『グローリー・ナイツ』のメンバーの表情が曇くもっているのだ。リコの分ぶん析せきと指導方法は完かん璧ぺきだが、求める水準レベルが高すぎるのだろう。やがて鬱うつ々うつとした雰囲気が漂ただよい出し、リコが注意をするたびに『グローリー・ナイツ』の活気が削そがれていく。

　しばししてリコは練習中断を指示し──

「そうじゃない。何度言ったらわかるんだ、キミたちは」

　疲れ切って地面にへたり込んだハリーたちを[image: しつ]しつ咤たした。

　サバゲーの基本は、隠いん蔽ぺいと散開、そして正確な射撃だ。それを可能とする体力と狡こう猾かつさが、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生にはある。魔ま力りよくなしでも、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生は戦闘力に秀ひいでている。

　対して、後方支援科ロジステイクスの学生にはそれら一連の能力が圧あつ倒とう的に欠けつ如じよしていた。

　カナタが赴任した当初、ミソラたちは空士として長所があったが。正直、ハリーたちにはサバゲープレーヤーとしての長所が見当たらないのだ。

「あのぅ……リコさんの機嫌が悪そうですね」

「うぬ。リコが一人相撲ずもうしているように見えるぞ」

　リコのスパルタな指導は、耐たえられれば確かに強くなれるのだろう。しかし、普段から運動しているミソラたちと違ちがって、ハリーたちは体の基き礎そができあがっていない。だからこそ、どれだけリコが厳しい指導を施しても付いて来られないのだ。

　リコ自身も、出来が悪いハリーたちを相手に頭に血が上り、周りが見えていない。これでは、『グローリー・ナイツ』は強くなれない。

「ここはわたしが……」

　ユーリがリコを諫いさめに向かおうとする。

　そのとき、不意に声がかかった。

「いや。ここは俺にやらせてくれよ」

　丘の上から眺ちよう望ぼうするミソラたちの後ろに、買い物袋ぶくろを提さげたカナタの姿があった。いつの間にかの出現に、訓練をサボっていたミソラたちが驚おどろく。

「えっ!?　あ、あんた……っ!?」

「ずっと見てたんだけどさ。リコだって最初は冷静に指導してたんだ。でも、姉さんに絶対に負けられないって気き概がいがきっと目を曇らせているんだよな」

　ぼそっとカナタがつぶやき、ミソラたちがしゅんとする。

　一見わかりづらいが、リコだって頑がん張ばっているのだ。怠たい惰だなリコの性格なら[image: しつ]咤激げき励れいをせず、ダメダメな『グローリー・ナイツ』の監督を放ほう棄きしてもおかしくないのだ。

　リコの胸中を理解したミソラの頭にぽんっと手を置き、カナタはゆっくりと丘を降りて行った。







　まるでダメだ。これでは手に負おえん……

　午後三時過ぎ。アスレチックフィールド。

　ほんの小一時間ほどの練習を経へて、ぜーはーぜーはーとへたり込むハリーたち。そんな彼らを見下ろし、リコは思う。

　体力もなく、精神力もなく、射撃技術も何もない。心技体の全ての面において──劣おとっている。

　これでは、フロンの鼻を明かすどころか、大敗を喫きつして小こ馬ば鹿かにされてしまう。

　そんな焦あせりが、リコに監督としてあらぬ発言をさせる。

「体力的にも精神的にも技術的にも、ぜんぜん話にならない。わたしがこれだけ熱心に指導しているというのに、キミたちは本当にやる気があるのか？」

　疲れきったハリーが膝ひざ立ちになりながら、リコを見上げて懇こん願がんする。

「そ、そんな……。ぼ、僕たちだって真ま面じ目めにやっているんです」

「ふざけるな。あれで真面目なら、わたしの座学風景の方がもっと真面目だ」

　もしいま丘きゆう陵りようから降りてきているカナタが聞いていたら、「いや、お前はそもそも座学サボるじゃんか」と内心でツッコミを入れていたことだろう。

　リコに[image: しか]られた教え子たちは、

「な、ならもしかして……僕たちは解散するほかないんですか」

「空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンに負けないために強くなりたかったのに……」

「悔くやしいよ。なんで、自分たちばかり……」

　嘆なげき悲しみ、落らく胆たんする素そ振ぶりをみせる。

　一方で。リコも不安そうに漏もらす。

「くっ、このままでは……」

　フロンを嘲あざ笑わらうどころか、逆にわたしが馬鹿にされるではないか。

　ポーカーフェイスのまま、脂あぶら汗あせを垂らし始めるリコ。

　ちょうどそのとき。買い物袋を提げたカナタが、歩み寄ってきた。

「おっ、頑張ってるみたいだな」

　買い物袋の中から取り出したスポーツドリンクを、ハリーたちに手て渡わたすカナタ。どうやら差し入れを持ってきてくれたらしい。

　最後にリコへスポーツドリンクを配るときになり、カナタとリコの眼が合った。

「なんだ？」

　むすっとしたリコの視線を受け止め、カナタが言う。

「ひょっとして、つまってない？」

「……………………つまっていない」

　珍めずらしいことに、俯うつむきがちにリコは返事をした。

　カナタの眼を、ちゃんと見返せていない。

「本当か？」

「……………………」

　今度は、ぷいっとそっぽを向いた。

「ま、いいや。んじゃこれから言うのは全部俺の独りごとだ」

　普ふ段だんと変わらぬ飄ひよう々ひようとした態度で、カナタが諭さとす。

「頭のいいお前なら、わかると思うけど。いまのこいつらには、解決すべき課題が多すぎる。仮に俺が監督を務めていたとしても、ふつーのやり方じゃこいつらを強くすることはできない」

　カナタの言を聞き、リコは静かに頷く。

　むっ、この男でも無理なのか。

　完璧主義のリコがいくら指導したところで、ハリーたちはリコが求める水準レベルへ達することはできないだろう。

　そこでカナタが示し唆さする。

「だからこそ監督として、自分だけの指導スタイルを貫つらぬいてみろよ。後方支援科ロジステイクスの長所ってなに？　その長所をお前らしく活いかしてみろよ」

「後方支援科ロジステイクスの長所をわたしらしく活かす、か」

　カナタの言葉の意味を自分なりに解かい釈しやくしながら、リコは思う。

　つまり。リコの指導をずっと観察していたカナタはこう言いたいのだ。

　もっとリコらしい指導をしろ、と。

　リコらしい……すなわち女め神がみらしい指導。その型破りな手法を即そく座ざに思いつきながら、リコはやっとカナタと視線を合わせる。すると、カナタの眼がこう語っているような気がした。──さて、どうする？

「ふっ、独りごとだから感謝はしないぞ」

　そう断ったあと、リコは地面で膝立ちのままのハリーを見やり、

「ハリー、キミは勝つためなら辛つらく厳しい特訓に耐える覚かく悟ごはあるか？」

「……辛く厳しい特訓」

「ああ。凡ぼん人じんには理解されない女神の親衛隊として、忠誠を尽つくす覚悟だ」

「あ、あります。このままじゃ一生僕は負け犬人生を歩まなくちゃならなくなる」

「他のみんなも同じ気持ちか？」

　リコが尋たずねると、『グローリー・ナイツ』の面々が悔しそうな貌かおで頷うなずいてみせた。

「ふむ。よくわかった。ならば、女神なわたしによる合宿を行うぞ」

　そしてリコは……新世界の女神となった。







　それから瞬またたく間に時は流れ──練習試合当日。

　快晴の空のもと。穏おだやかな風がそよぐ、緑あふれる野原には、リコを始めとする『グローリー・ナイツ』とリリィ率いる『プリズン・ブレイク』。そして空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとカナタたちの姿があった。

「ふふっ、悪いですが。容よう赦しやしませんよ」

　アッシュブロンドの短たん髪ぱつでハイテンションな少女──リリィ・ランカスターが、ハリーたちに向かって宣言する。

「リコさんを監かん督とくに就任させたらしいですが、わたしたちがあのヘタレ集団である『グローリー・ナイツ』に負けることなど万にひとつもあり得ません」

「……リリィ、調子に乗りすぎ」

「そうだよリリィさん。いつもそうやって失敗してるよ」

　サーシャとグレッグに咎とがめられるが、リリィは勝ち誇ほこる表情を崩くずさなかった。彼女はハイテンションのまま、こう宣告する。

「ふっふっふっ、あなた方にはなにも怨うらみはありませんが、わたしたちのチームの予算増額の為ために、ここで散ってもらいます！」

　対する『グローリー・ナイツ』の面々は、

「……………………」

　不自然なまでに沈ちん黙もくを保ったままだった。

　まるですごく偉い大だいな人物から「一切反応するな」と言われたかのように、ハリーたちは動かない。

「おやおや、ビビって反論もできませんか。せいぜい覚悟してください。はっはっはっ！」

　悪代官の如ごとき高笑いを残し、リリィは二人の仲間とともに自じ陣じんへ戻もどる。

　そんなリリィたちの背中を見やり、不敵な笑みを零こぼす少女がいた。その少女は常々自らを女神と称しようし、自信に充みち溢あふれ、緊きん張ちようとは無む縁えんの少女である。

「ふむ、キミたちは忠実にわたしの指示を守ったようだな」

　そう言って、さっと後ろ髪がみを搔かきあげるリコ。周りのメンバーは半はん袖そでの野戦服に防ぼう弾だんチョッキ姿だが、リコは違った。この暑い中、彼女はわざわざ茶ちや褐かつ色のローブを着こみ、中にどんな服を着ているか窺うかがわせなかった。

「さてと、これから面白い戦いを披ひ露ろうしてやるぞ」

　クールな澄すまし貌のリコに声をかけられ、ハリーたちは安あん堵どと不安の混じった眼まな差ざしを向けた。

　一方で。そんな光景を、フィールドの隅すみに設もうけられた観戦ブースで見守るミソラたちはというと、

「リコの合宿っていったいなにをやったのかしら？」

「リコさんですから、きっと勝つために最善を尽くしたと思いますが」

「そのぅ……三日間という時間をどう使ったかということですよね」

「うぬ。気になるところであるな」

　ぽつぽつとつぶやく。

　そんな彼女たちの傍かたわらには、《ミストガン》の競技活動連合の責任者であるフロンの姿もあった。

「あの子が監督なんかやって勝てるわけないわ」

　と、彼女は身内に厳しめの評価をくだすが、

「さて、そいつはどうかな？」

　カナタ・エイジだけは不敵な笑みを零して、リコを見ていた。あのローブの内側には、きっと誰だれもの意表を突つくほどの秘策があるに違ちがいないと信じて……







　アスレチックフィールド。『プリズン・ブレイク』の陣じん地ち。

「さーて、みなさん。一気に攻せめて勝って、予算増額ですよ」

　審しん判ぱんによる試合開始の通信を受け、リリィは張り切って周りに声をかけて行く。

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとの取り引きにより、この試合に勝てばリリィたちは予算増額が約束されているのだ。しかも対戦相手は、最弱のサバゲーチームである『グローリー・ナイツ』だ。

　Ｆランク小隊のリコが監督するチームゆえに多少の不気味さはあるが、リリィの自信は揺ゆるがない。

　かつて模も擬ぎ戦でリリィが率いるＢ２２７小隊は、最弱と称されるＦランク小隊に敗やぶれたことがある。小隊長である自分が調子に乗って、撃げき墜ついされたのが原因だ。

　しかし、今回はそう上手くはいかない。なぜならこのサバゲーの勝利条件は、相手チームの十五人全員を倒たおすこと。つまり指揮官が撃うたれたら負けだとか、ペンダントを奪うばわれたら負けだとか、一発逆転の要素がなにもないのだ。

『ふっふっふっ、この勝負、もう勝ったも同然です』

　正面切って戦えば、『プリズン・ブレイク』は絶対勝てる。仮に『グローリー・ナイツ』が小細工を弄ろうしてこちらが一人二人倒されたところで、他の仲間がなんとかしてくれる。

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、リリィは言う。

『さあ、ではサーシャに前衛をお願いします。敵の気配を感じたら、すぐにわたしたちに報告してください』

『……わかった』

　リリィからの指示を受け、サーシャが茂しげみを搔きわけて前を歩く。

　こちらはリリィと違って油断する様子はまるでない。

　相手のリコや、その裏にいるカナタが策を弄することを前提で動いているからだ。

　と、茂みを搔きわけて歩くサーシャの動きが止まった。正面の木の幹みきに、Ａ４サイズほどの白いチラシが貼はり付けられていたからだ。

　右手を挙げ、仲間たちに制止のハンドサインを送るサーシャ。そのあと彼女は周囲を警けい戒かいしながら、木の幹へと近づき……白いチラシを慎しん重ちように剝はがす。待ち伏せかそれに類する罠わなという可能性も疑ったが、何事もなく剝がせてしまった。

　……いったいどういう狙ねらい？　サーシャが怪け訝げんそうに紙を覗のぞき込むと、そこにはルーン文字でこう書かれていた。




　──空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科三年のサーシャ・ニールセンは、リリィ・ランカスターのハンカチ（使用済み）を拾い、それを本人に届けることなく、宝物として肌はだ身み離はなさず持ち歩いている。




『……な、なにこれはっ!?』

　貌を真っ赤にして、戸と惑まどうサーシャ。

『どうしたんですかサーシャ？』

　後方に控ひかえるリリィが怪訝そうに通信で尋ねるが、

『……な、なんでもないっ!?』

　さっと紙を懐ふところに仕し舞まい、サーシャは平静を装った。

『サーシャ、貌が紅いですよ？　本当に大だい丈じよう夫ぶですか？』

　リリィからの通信も耳に入らず、サーシャはふうっと安堵する。

　……わ、わたしの秘密を知られなくてよかった。

　おそらく木の幹に秘密の書かれたチラシを貼り付けたのは、『グローリー・ナイツ』の仕し業わざだろう。どこから情報が漏もれたか皆かい目もく見当がつかない。だが、自分で自分の秘密を回収できたのは不幸中の幸いだった。

　これでもし他人に秘密を回収されていたら、眼も当てられない。

　そのとき。サーシャの耳元の通信結けつ晶しようがあらぬ情報を伝える。

『なにしてるんですかサーシャ？　進行方向のあちこちで、木の幹に貼り付けられた白いチラシを複数見つけたそうです。ほら、相手の意図がわかりませんけど回収に行きますよ』

『……ダ、ダメっ!?　そ、それは全部わたしが回収する……っ!?』

『はっはっはっ、そんなに頑張って回収する必要はないですよ。なんでか知りませんけど、ほら』

　そう言って、リリィは森林の中へと視線を移す。そこにはてんやわんやしながら、木々に貼り付けられたチラシを剝がすグレッグを始めとする『プリズン・ブレイク』の仲間たちの姿があった。

『ぎゃあああっ！　僕がミリーちゃん好きだってことどうして発ば覚れてるの……っ!?』

『えっ!?　なんで俺が幼女の写真集買ったっていう秘密がっ!?　い、いやロリコンじゃないよ……っ!?』

『ちょっとっ!?　なんでわたしが胸パッド入れてることが発ば覚れてるのよ……っ!?』

　そんな通信と慌てふためく仲間たちを見やり、リリィは首をかしげる。

『さっきから、みんなおおはしゃぎでチラシを剝がして。いったいどうしたんですかね？』

『……………………』

　絶句するサーシャ。

　そんなとき、気のない足取りで困こん惑わくしたグレッグがこちらへと近づいてきた。

『リリィさん、これ。あの……ぼ、僕読んでないからねっ!?　じゃあ……っ!?』

　チラシを手て渡わたすと、グレッグはそそくさとその場を去っていく。足早に去る仲間を怪訝に思いながら、リリィはチラシに眼を通す。

　そこにはリリィの個人情報が書かれていた。女の子の最重要秘密トツプシークレツトである、スリーサイズと身長体重がはっきりと。今年度の初めに、後方支援科ロジステイクスが担当する全校身体測定で測った値と同じだ。

『な、ななななな、なんでわたしのスリーサイズと体重が発ば覚れてるんですかっ!?　これって個人情報ですよ……っ!?』

　他にもまだある。

　気を利きかせた仲間が、リリィのさらなる恥はずかしい秘密の書かれたチラシを持ってきた。

　そこに書かれているのは、

『ちょ、ちょっと！　わたしが飼ってるインコの話まで書いてあるんですかっ!?　口くち癖ぐせは「シャヴァドゥビダッチイェーイっ！」ってことまで……っ!?』

　疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられたリリィは、最初にサーシャが回収したチラシの存在が気になりだす。もしかしたら、サーシャもわたしの恥ずかしい秘密を握っているのかもしれない。リリィは嫌いやがるサーシャから強ごう引いんにチラシを奪うばい取り、それに眼を通した。

　今度はいままでの恥ずかしい反応リアクシヨンから一転。どんびきしたリリィは表情を歪ゆがめ、

『…………………………サーシャ。残念ですが、わたしは交友関係を見直した方がいいかもしれません』

　リリィからの一言に、サーシャはショックで棒立ちになる。それから怒いかりで肩かたを震ふるわせ『……ゆ、赦ゆるさないっ！』とつぶやいた。

『リリィさん、この先の木々までずっとチラシが貼り付けられてるよ』

　グレッグが忠告する。するとリリィは、自分の個人情報プライバシーが書かれたチラシをチカラ強く握りしめた。

『全部処理しますっ！　みなさん、急ぎますよ……っ!?』

　リリィが率先してみんなを導き、チラシを取り除くために森林の奥深くへと入っていった。







　アスレチックフィールド。『グローリー・ナイツ』の本ほん陣じん。

　高い位置取りの丘きゆう陵りようから、リコは森林を見下ろしていた。森林の中からは、『プリズン・ブレイク』の悲鳴が木こ霊だましてくる。

　傍らに控えるハリーが報告する。

「報告しますリコ様、相手がひっかかったようです」

「ふむ。そのようだ」

　上々だ、と言わんばかりに口元を弛ゆるめるリコ。

　一方で傍らに控えるハリーは……やけにきびきびした態度をしていた。

　この場にミソラたちがいたら、真っ先にハリーにツッコミを入れていたことだろう。なぜリコに『様』をつけるのか、と。

　しかし、ハリーたち『グローリー・ナイツ』にとってそれはもう当たり前のことなのだ。

「ハリー、キミは秘密ばらしの戦術をどう思う？」

　むろん、リリィたち『プリズン・ブレイク』の個人情報をばらまいていることだ。ここ数日間、ハリーたちは後方支援科ロジステイクスの特とく徴ちようである『《ミストガン》の事情に関しては誰よりも精通している』点を最大限に活用していた。

　繰くり返しになるが、縁えんの下のチカラ持ちである後方支援科ロジステイクスは、《ミストガン》の運営を陰かげからずっとサポートしている。他のどの学科よりも、《ミストガン》の事情に詳くわしいのだ。

　日常生活を送りながら、学園運営に精を出し、対戦相手の情報を収集することなど、わけもない。

　リコは断固たる意志のもとにハリーたち『グローリー・ナイツ』に職権を濫らん用ようさせ、リリィたち『プリズン・ブレイク』の情報収集をさせていたのだ。

「はい。リコ様の類たぐいまれなる知性が発揮された、非常に高度な戦術だと思います」

　微み塵じんの曇くもりもない眼差しで、ハリーは言う。

「リコ様の事前の説明通り、ルールブックに記き載さいされていた違い反はん行こう為いは、不ゾ死ン身ビ行為が主です。相手の個人情報を書いたチラシをばらまいてはいけないとは書かれていないという隙すきを突つく、見事な戦術です」

　普ふ通つうはそんな注意書きはしない。だが、ハリーは微塵も疑念を抱いだいておらず、その仲間たちも同様だ。しかもリコにひたすら忠誠を尽つくす所作を心がけている。

　これこそが、リコが施ほどこした合宿とやらの成果だ。

「ああ、そんな当たり前のことは誉ほめなくていい」

　得意げに胸をそらし、リコが言う。

「わたしにとって、この程度の戦術を思いつくのは当然のことだ。……むしろハリー、わたしはキミたちのことを高く評価している。この試合に勝つために『女神なわたしに忠誠を尽くす』と誓ちかってから今日まで、わたし直属の親衛隊見習いとしてよく訓練に耐たえてきたな」

　さっと後ろ髪がみを搔かきあげ、リコが言い放つ。

「さて、連中は罠にかかった。ハリー、『グローリー・ナイツ』の全員を配置につかせろ。連中を一気に仕留めるぞ」







『プリズン・ブレイク』本隊。

　森林を抜ぬけ、リリィたち『プリズン・ブレイク』は険しい丘陵の麓ふもとに出る。左右にはごろごろと巨きよ岩がんが転がり、後方には森林の深い茂しげみが広がっていた。そして正面にはなぜかファンタジー小説に出てきそうな宝箱が置かれていた。

「なんですかこの宝箱……？」

　怪け訝げん貌がおのリリィ。しかし、彼女の表情はすぐに引き締しまる。なぜなら正面の丘陵の上に、こちらを見下ろすリコがいることに気づいたからだ。

「見つけましたよリコさん。ここで会ったが百年目っ！　この外げ道どうな策のツケを払はらわせてやります……っ！」

　びしっと丘陵の上にいるリコを指さし、リリィが言い放った。

「というか、あなたね。いくら敵だからってやっていいことと悪いことがありますよっ！　こんな姑こ息そくな真ま似ねをするなんて、いったい何様のつもりですか……っ!?」

　腹立たしいことこの上もなしといった様子だ。

　リリィ自身『グローリー・ナイツ』を侮あなどり、散々小こ馬ば鹿かにしたが。サーシャもグレッグもそのことを咎とがめようとはしなかった。普ふ段だんは諫いさめ役の二人でさえ、リコの策を前に疲ひ弊へいしているらしい。

　リリィに問われ、

「ふっ、何様だと──」

　そう言って、リコはここで羽織っていたローブをさっと脱ぬぎ棄すてた。

　すると、このときになってリコの衣装が明らかになる。彼女はローブの中に、白地に金の刺し繡しゆうが入った豪ごう華かな貫かん頭とう衣いのような服を纏まとっており、荘そう厳ごんさと派手さを漂ただよわせていた。

　この恰かつ好こうはまさか……と思うリリィの前で、リコはクールな澄すまし貌で言う。

「女王陛へい下か様に決まっているだろう」

「じょ、女王陛下……っ!?」

　突とつ然ぜんのリコの発言に、驚きよう愕がくするリリィ。

　そんなとき。空を飛ぶ球体の自律ロボツトカメラが、観戦ブースにいるミソラのツッコミを伝えた。

『なによそれっ!?　あんた、今回女神は封ふう印いんするんじゃなかったの……っ!?』

「『女神』は封印しているだろう。今回は『女王陛下』だ。まあ、わたし以外の凡ぼん人じんには理解不可能だろうがな」

　そう言って、リコはリリィを見下ろす。

「で、ですがいくら女王陛下とはいえ、たった一人で姿を現したのは失敗でしたね。ここで討うちとらせてもらいます……っ！」

　持ち前のノリの良さからか。リリィは特に疑念を抱くこともなくリコの女王陛下発言を受け入れる。同時に『プリズン・ブレイク』の隊員たちに、丘陵の上にいるリコへ銃じゆう口こうを向けさせた。

　総数十五の銃口を向けられるが、リコは動どう揺ようしない。それどころか、ふっと鼻で笑い飛ばしてみせた。

「な、なにがおかしいんですか……っ!?」

　動揺するリリィに、リコは颯さつ爽そうと言ってのける。

「キミたちがここに来るのは全て計算尽ずくだ」

　その一言に応じて、左右の巨岩の陰や後方の茂みから『グローリー・ナイツ』の面々が姿を現す。ちょうどリリィたちを包囲する巧たくみな位置取りだった。

　予想以上に統制のとれた動きに戸と惑まどうリリィたち。そこへ、

「聞け。者ども」

　さっと後ろ髪を搔きあげ、リコが言う。

「今日この時をもって、キミたちは見習い課程を終しゆう了りようする。キミたちはわたしの親衛隊だ。そしてキミたちはこれから最初の試練に遭そう遇ぐうすることになる。怖おそれ多くもこのわたしに盾たて突つく愚おろか者どもを血祭りにあげることだ」
















『グローリー・ナイツ』の面々が、右手を真まっ直すぐに挙げる。




「はい、イエス・女王ユア・マジ陛下エステイ……っ！」







「キミたちはわたしの手足となり、一人残らず戦場で散れ」




「はい、イエス・女王ユア・マジ陛下エステイ……っ！」







「未来は──我が名とともにある。臆おくせず戦え」




「リコオール万・ハイ歳ル・リコ、女王オール・陛下ハイル・万歳クイーン……っ！」

　リコの指示に疑念を抱かず、『グローリー・ナイツ』は唱和する。そこに自分の意思は存在しない。ただ女王陛下の指示を守る駒こまがいるだけだった。

　そう。『グローリー・ナイツ』の面々は誓っていたのだ。

　このまま勝負に負けて、解散するくらいなら……リコ女王の部下として忠誠を尽くし、眼前の敵を打ち負かすことを。

　その為ために、この日までリコのことを女王陛下と崇あがめ奉たてまつるという悪質な指導（いや、もはや洗脳といっても過言ではないだろう）を受けてきたのだ。

　リコの指示を順守し、『プリズン・ブレイク』の動きを観察するだけではない。同時進行でリコを女王陛下と崇め、リコの願がん望ぼうを叶かなえ続けてきた。掃そう除じや洗せん濯たくといった身の回りのお世話から、訓練で疲つかれたリコにマッサージを施したり、リコの代わりに宿題をやったり……とにかく文句も言わずひたすらリコに忠誠を尽くしてきた。

　いざというときに、文句も言わずリコの手足となって動けるように訓練してきたのだ。

　全ては、この一戦に勝利するために……

　このタイミングで、リコは高らかにリリィたちに宣言する。

「ふっ、ちなみにキミたちの眼の前の宝箱には、いままでキミたちが回収してきたチラシの内容を纏め上げ、リストにしたものを入れてある。自分の秘密を知られたくなければ、周りの仲間を出し抜いて宝箱の中身を回収するしかないぞ」

　個人情報のチラシに釣つられ、包囲殲せん滅めつの危機に陥おちいったリリィが漏もらす。

「そ、そんな危険物を残して、この包囲を抜け出せる訳ないじゃないですかっ!?」

　リリィの仲間たちは、大おお慌あわてで宝箱へと向かう。無防備な姿を、『グローリー・ナイツ』の前に晒さらすことを厭いとわずにだ。

　統率が取れなくなり、収しゆう拾しゆうがつかなくなった『プリズン・ブレイク』。そんな仲間たちを見やったあと、リリィはリコに訴うつたえた。

「こ、この卑ひ怯きよう者……っ!?」

「卑怯？　そんなのは敗者の戯ざれ言ごとだ」

　リコが手を挙げる。『グローリー・ナイツ』の面々が、一いつ斉せいにエアガンを構えた。完全包囲下での一いつ斉せい射しや撃げきならば、どんなに射撃が下手でも関係ない。

「撃うて……っ！」

　無数の銃じゆう声せいがアスレチックフィールドに木こ霊だました。







　試合終了後。アスレチックフィールド。

　バケツ一いつ杯ぱいのペンキを被かぶったかのように、ショッキングピンクに染まりあがったリリィたち『プリズン・ブレイク』がとぼとぼと森の中から出てくる。全員が呆ぼう然ぜんとしているのは、ただ勝負に負けたからだけではないだろう。

「その……リコを敵に回すと怖こわいわね」

「ええ。こういう勝ち方もあるんですね」

「あ、あのぅ……リコさんらしい勝ち方ですね」

　ミソラ、ユーリ、レクティの三人は完全に呆あつ気けに取られていた。ただ同じ教え子でも、

「うぬ、さすがはリコであるな」

　なぜかブレアだけは深く感かん銘めいを覚えた様子だ。

　続いて森の中から、リコたち『グローリー・ナイツ』が堂々と姿を現した。

「女王陛下、わたしたちに救いの手をありがとうございます……っ！」

「リコ様、ありがとうございました」

「リコ様、これからも一生ついていきます」

　などと言いながら、全員が心しん酔すいした眼まな差ざしをリコへ向ける。どうやら強敵相手に完勝したことで、リコへの忠誠心が限界突とつ破ぱしたらしい。

「ふっ、それほどでもある」

　まんざらでもなさそうな表情を浮うかべるリコ。

　そこへカナタが歩み寄り、不敵な笑みを零こぼした。

「へっ、やるじゃんか」

「ふっ、キミのアドバイスのお陰かげだ」

　そう言ってリコは頰ほおを赤らめ、少し恥はずかしそうに小さく唇くちびるを動かす。それはなにか大切な想おもいを伝えているように見えた。

　だが直後に、

『我らが女王陛グローリー・オン下に栄光あれ・アワ・クイーン……っ！』

　という歓かん声せいが起こり、カナタにはよく聞こえなかった。

「わりー、よく聞こえなかった。なんて言ったんだ？」

「……なんでもない。さっきのは独りごとだから気にするな」

　そう言ってリコは少し憮ぶ然ぜんとした様子で、ある人物のもとへ向かう。その足が向かう先には──

「あの子たち、あんな性格だったかしら……」

　リコを女王陛下と崇め奉るハリーたちを見やり、呆気に取られるフロンの姿があった。

　と。近寄ってくるカナタとリコの姿に気づき、フロンもまた憮然とした表情で、カナタを睨にらみつけた。

「そんなに怖こわい貌かおで睨むなよ。今回俺は特に関わっちゃいないぜ。全部リコがやったことだ」

　すっとリコが一歩前に出て、胸を張る。

「どうだフロン？　女め神がみなわたしが完かん璧ぺきであることが理解できたか？」

　フロンは一いつ瞬しゆん苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべたが、

「ええ。充じゆう分ぶんに理解できたわ。約束通り、命令違い反はんの反省文は免めん除じよしましょう」

　どうにか平静を取り繕つくろって言い切る。

　しかし、すぐに三さん白ぱく眼がんでリコを睨みつけ、

「でも、後方支援科ロジステイクスを使って不正行こう為いを働いた疑いがあるから、あとで空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの執しつ務む室まで来なさい」

「ふっ、それは残念だったな」

　射い殺すようなフロンの視線を愉たのしみながら、リコが言う。

「不ふ祥しよう事じを起こしたのは、後方支援科ロジステイクスのハリーたちだ。だから責任を追つい及きゆうするのは、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーではなく、後方ロジステ支援イクスリ科長ーダーだ。ちなみにハリーたちはわたしの親衛隊だから、いくら問い詰つめても口を割ったりはしないぞ。『リコ様は無関係だ』と答えるに決まっている」

「あら、それは面白いこと聞いたわ。ならせめてもの情けよ。同じ血を分けた姉妹として、あなたの口から証しよう拠こを取り出してあげようじゃないの」

「ふっ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーにわたしを拘こう束そくする権限はないはずだが」

「まさかわたしからの追及が怖くて逃にげるんじゃないでしょうね」

「おや、なぜ女神なわたしが、たかがフロン如ごときを恐おそれなくてはならないんだ？」

　そう言って、リコとフロンは文句を言いながら、アスレチックフィールドをあとにしていく。

　そんな二人の姿を、へっ、これが喧けん嘩かするほど仲がいいってやつなのかな、とカナタは微笑ほほえましそうに見守っていた。




　　　　＊＊＊




　こうしてリコとフロンの姉妹対決は幕を閉じたのだが……

『ミソラ、狙ねらいが甘いぞ』

『はい、イエス・女王ユア・マジ陛下エステイ……っ！』

『レクティ、状じよう況きよう判断が遅おそいぞ』

『はい、イエス・女王ユア・マジ陛下エステイ……っ！』

『ユーリ、前衛の二人にもっと指示を出せ』

『はい、イエス・女王ユア・マジ陛下エステイ……っ！』

『ブレア、もう少し味方の動きを考えて行動しろ』

『はい、イエス・女王ユア・マジ陛下エステイ……っ！』

『……キミたちは、わたしのことを小こ馬ば鹿かにしているんじゃないだろうな』

『リコオール万・ハイ歳ル・リコ、女王オール・陛下ハイル・万歳クイーン……っ！』




　Ｅ６０１小隊では、訓練中にこのような事態が続発したという。見かねたカナタが、女王陛下扱あつかい禁止令を出すこととなった。


（初出：ドラゴンマガジン２０１５年３月号）









　　　第六章　大迷惑のサードパーティー







　これは、空戦武踏祭エリアルソードの学内予選を終えたある日のことだ。




　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。

　午後の実技訓練時間。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

「えっ!?　今年は全校交こう渉しよう権獲かく得とく会をやるんですか……っ!?」

　黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさき色のリボンをした少女──クロエ・セヴェニーの視線の先には、制服の上からでもわかるグラマラスな体つきで、左目の下に泣きぼくろがある少女──フロン・フラメルの姿があった。

「ええ。そういうことになったわ」

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーであるフロンが、机の上で腕うでを組みながら言った。

「……はあー」

　思わずため息を吐つくクロエ。

「あら、あなたがため息を吐くなんてね。そんなに嫌いやだったの？」

「それもあるんですが。じつは……」

　おもむろにクロエが切り出す。

「ロイドにお昼を奢おごり続ける約束をしたせいで、金欠気味で。大好物のピーチパイを食べるお金がなくて」

「そう。散財には気をつけなさい。特務小隊ロイヤルガードの隊長が、ピーチパイが食べられなくて元気がないなんて恰かつ好こうがつかないわよ」

　むろん、重要度の高い特別任務中にヘマをするほど、クロエは無能ではない。ただ最近ピーチパイを食べていないことで、どうにもモチベーションが上がらないのだ。言うなれば、あのふんわりほわわんとした味のピーチパイは、クロエにとってやる気の起き爆ばく剤ざいのような役割を果たすのだ。

「話を戻もどすわね。全校交渉権獲得会の件だけど、わたしも『くだらない』と思って今年も中止しようとしたの。そのために採とったアンケートの結果がこれ。そこに書いてある通り、周りの学生たちが期待している以上、実じつ施しせざるを得ないわね」

　フロンが、アンケート結果の資料を手て渡わたしてきた。クロエが眼めを通すと、実施に賛成する学生の割合が、八割を超こえていた。不要な行事を減らす為ために、フロンはアンケートを採ってみたのだが、思いのほか評価が高かったらしい。

「まあ、これが空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生たちの総意である以上、仕方ないわ。学園統とう括かつ長からの許可も出ていることだし」

「でも、あれってわたしすごく苦手なんですけど」

「たしかにあなたの場合は、わたしより大変そうね。特務小隊ロイヤルガードの隊長でいつも天使のような微笑ほほえみを振ふりまいて、あなたの人気は学園随ずい一いちのはずよ。だからこそ誰だれかテキトーな人を捕つかまえて、お茶を濁にごしなさいよ。そうじゃなきゃ、あなたは一日中追い回されることになるわよ」

　そんな言葉を聞きながら、クロエは手元のアンケートを見やる。そこには、全校交渉権獲得会──人材スカウトを目的とする行事の開かい催さいの有う無むについて、と記き載さいされていた。







　同日。午後の実技訓練終しゆう了りよう後。

　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「「「「全校交渉権獲得会……？」」」」

　予科生の教え子たちが、怪け訝げんそうに訊きき返してきた。

　そんな教え子たちに対し、長身瘦そう軀くの黒髪の少年──カナタ・エイジが飄ひよう々ひようと言う。

「そ。去年実施されなかったからお前らは知らないけど、ユーリは知ってるよな？」

「ええ。知っていますが……」

　さらっとした濃のう紺こん色の髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみを持つ少女──ユーリ・フロストルが言葉を濁した。

「本当にあれを今年も実施するんですか？」

「うん。そうみたい。去年開催しなかった分、今年は開催したいっていう人が多数派だったようだね」

　情報を持ってきたクロエが頷うなずいた。かつて教官補ほ佐さを務めた彼女は、特務の合間を縫ぬって貌かおを出すようになっていた。

　深しん紅く色いろの艶つややかな髪をした少女──ミソラ・ホイットテールが尋たずねる。

「ねえ、全校交渉権獲得会ってなに？」

「簡単に言うと、カップル作りの行事だよ」

　教きよう壇だんに立ったカナタが説明する。

「興味ある相手が腕につけた名前入りワッペンを獲とると、獲った人と獲られた人の二人を、一週間学園公認のカップルとして認めるんだよ。……本来の目的はスカウトになびかない学生のワッペンを獲ることで、その学生を一週間自分の小隊に仮入隊させて、自分たちの小隊のことをよく知ってもらうことだったんだけど。でも、そういう意味合いじゃ盛り上がりに欠けるらしくて、好きな異性を口く説どく機会を得る行事として浸しん透とうしてるんだよ」

　多くの行事が、本来の目的とは裏腹に、学生が盛り上がるために使われるのと同様。全校交渉権獲得会もスカウトではなく、カップル育成の行事として盛り上がりをみせるらしい、

「そんでさ、お前らは誰か声をかける相手とかいるの？」

「うぬ。私は決まっております」

　月の光を集めたかのように輝かがやく銀色の髪をした少女──ブレア・アイゼナッハがきびきびと答え、

「ふっ、女め神がみなわたしが声をかける相手か」

　ビーナス像の現うつし身のような少女──リコ・フラメルがさっと後ろ髪を搔かきあげ、

「そ、そのぅ……な、なんといいますか？」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハが言葉を詰まらせる。

　カナタの妻を公言するブレアはまだしも、リコとレクティははっきりと誰とは公言せず、カナタを見やる。ミソラとユーリは、無言でカナタを見た。

　そんな教え子たちの姿を見やり、カナタが言う。

「じゃあさ、いないなら俺を捕まえてくれよ」

　その直後、ミソラたちの眼がぱあっと輝いた。

　えっ!?　もしかしてこいつって彼女がほしいの……っ!?　ミソラたちの誰もが脳のう裏りに似たような言葉を浮うかべた。

　カップル育成のイベントで、カナタを捕まえるというのは……つまりそういうことなのだ。

　おおっ!?　これでさりげなくカナタと公認カップルになることができる……っ!?　降ふって湧わいたような幸運に、内心で大盛り上がりのミソラたち。しかしカナタが──

「さすがに行事をサボって訓練やると怒おこられるだろ。なら行事を兼かねて訓練しないとな。俺は全力で逃にげるから、お前らが本気で動いて捕まえてみせろよ。ここで言えないだけで、お前らにだって好きな人の一人や二人いるだろ」

　い、いるわよっ!?　眼の前に……っ!?　ミソラたちが内心で叫さけぶが、カナタに伝わろうわけもない。

　その後ミソラたちははあーとため息を吐き、落らく胆たんしたかのようにカナタを見た。

「なんだよ、みんなして不満そうな貌して。……仕方ねーなー。なら俺のワッペンを獲ったご褒ほう美びに、一日限定でパシりでもやってやるよ。買い物の荷物持ちから、部屋の掃そう除じの手伝いまでなんでもしてやるぜ」

「「「「「ホ、ホントに……っ!?」」」」」

　眼の色を変え、一いつ斉せいに口を開くミソラたち。

　当初の予定とは変わったが、誰もが確信していた。これは好機チヤンスだ、と。

　その直後、じろりとミソラたちはお互たがいに貌色を窺うかがい始める。そしてじわじわと闘とう争そう心を高めていく。普ふ段だんはひとつのチームとして連帯感を持つ彼女たちだが、このときばかりはそういうわけにもいかなかった。

　なにせカナタのワッペンを奪うばえるのは、この中でたった一人だけなのだ。

　ただ一人。クロエだけは金欠の悩なやみからか、気のない表情を浮かべ、窓の外を眺ながめていた。カナタは、やる気満々といった様子のミソラたちを見回し、

「おいおい、お互いに睨にらみ合ってそんなに俺をパシりにしたいのかよ。ま、そう簡単に捕まるつもりはないけどさ」

　へっと不敵な笑みを浮かべ、カナタが言う。

「じゃあ今週末の全校交渉権獲得会は、お前らの持てる技能の限りを尽つくして、俺を捕まえてみろよ」







　そして週末。全校交渉権獲得会当日。

　うぅ、弱ったなー。

　どこか引き攣つった表情を浮かべたクロエが後ろを振り向くと、周囲にいた男子学生たちが一斉に視線を逸そらした。ある者は廊ろう下かの壁かべに背を預けて口笛を吹ふき、またある者は友達と談笑する素そ振ぶりで誤ご魔ま化かしてみせる。

　場所は、本棟三階の廊下。全校交渉権獲得会に参加する学生たちが、普段は声をかけられないあの子とお近づきになる為に、集まってきているのである。

　ちょうどいま本棟、研けん究きゆう棟、研修棟、更こう衣い棟、実技棟、闘とう技ぎ場を始めとする学園敷しき地ち内の至るところで、ここと同じ光景が繰くり広げられていることだろう。参加者全員が意中の相手をさりげなくマークし、腕につけたワッペンを奪う機会を窺っているのだ。

　さて、どうしよっか。クロエは歩きながら考える。

　誰か一人にわざと捕まるのは簡単である。その方が早くこの行事を消化できるが、それでは自分を捕まえてしまった学生に迷めい惑わくをかけることになる。

　なにせ特務小隊ロイヤルガードの隊長であり、穏おだやかな気き性しようの持ち主でもあるクロエは、周りの学生たちから不動の人気を誇ほこっているのだ。

　アイドルと結けつ婚こんする一いつ般ぱん人は、妬ねたみや嫉そねみに晒さらされる道理が働くのである。

　途と方ほうに暮れたクロエが廊下を歩いていると、

「へっ、みんなお前を狙ねらってるみたいだな」

　クロエのファンたちを見み渡わたし、カナタが声をかけてきた。かつてはカナタにもファンがいたが、ある事情によりいまは一人もいない。

「もう、カナタはミソラちゃんたちしか追おい駆かける人がいないから他ひ人と事ごとだと思って」

「なんならロイドにでも捕まえてもらえよ。そうすりゃ丸く収まるぜ」

「嫌だよ～。ロイドにそんなお願いしたら、絶対に皮肉を言われるもん。『《ミストガン》最強なのに、恋れん愛あいは最弱ですね』とか」

「ははは、あいつならそういうこと言いそうだな」

「カナタのいじめっ子……」

　微み塵じんも同情してくれない幼おさな馴な染じみを見やり、クロエは思わず口にした。それから、はたと気づく。ここまで薄はく情じような幼馴染なら、わたしが捕まえていっそ犠ぎ牲せいにしてもいいのではないのか、と。

　冗じよう談だん交じりにクロエが言う。

「ねえ。じゃあさ、わたしが今年は責任を持ってカナタを捕まえるよ」

「へっ、わりーけど、お前に捕まるなんてことはねーよ」

　嘲あざ笑わらうかのように、カナタが言う。

「もし捕まえられたら、昼飯を一週間奢おごってやるよ」

　その言葉を聞いたとたん、

「うそっ!?　ほ、本当に……っ!?」

　クロエが大きく眼を見開いた。

「んっ、急に眼にチカラが入ってどうしたんだよ？」

「ふふっ、さっきの言葉高くつけさせてあげる」

　まさに願ったり叶かなったりだ、とクロエは幸運に感謝する。

　しかしだ。カナタは、何の根こん拠きよもなく高たかを括くくったわけではない。というのもクロエは、ふつーにやっていてはカナタを追い駆けることができないからだ。

「ま、やれるもんならやってみろよ」

　カナタがそう言ってすぐ、敷地中のスピーカーを通して、フロンの声が流れる。

『では、ここに全校交こう渉しよう権獲かく得とく会の開催を宣言します』

　刹せつ那な。カナタは後ろへ軽く跳ちよう躍やくし、クロエと距きよ離りを取る。同時に、クロエの周囲にいた男子学生たちが、一斉にクロエに駆け寄ってきた……！

「……………っ!?」

「さすがのお前でも、これだけ学生にマークされてたら身動き取れねーだろ」

　大おお慌あわてで、三階廊下を駆け出すクロエ。むろん、カナタのワッペンを剝はがすことなど叶わず、自分が逃げるので精せい一いつ杯ぱいだ。

「じゃあ、せいぜい頑がん張ばれよクロエ」

　ファンたちから追い回されるクロエを、カナタは悠ゆう々ゆうと見送った。







　午前九時頃ごろ。本棟。二階廊下。

　自然な仕草で歩きながら、カナタは教え子たちからの襲しゆう撃げきを警けい戒かいし、廊下を歩く。すでに廊下には、仲睦むつまじそうな男女のペアが幾いくつかでき、静けさを取り戻もどしていた。

　カップルが成立したらしいな、などと思いながらカナタが足を進めると、

「見つけたわよっ！」

　後ろから、闊かつ達たつな声が聞こえてきた。

　カナタが振ふり向くと、そこにはこちらを見やり、口元を吊つり上げるミソラの姿があった。

「ここで会ったが百年目よ……っ！」

　そう言ってミソラが、がっ！　と駆け出してきた。

　へっ、いきなり捕つかまるわけにはいかねーよ。

　ミソラは真まっ直すぐな動きには強いが、複雑な動きになると途と端たんに失速する。カナタは廊下の人込みの中を、蛇だ行こうしつつも抉えぐり込むように駆け抜ぬけた。

　廊下にいた学生たちが「きゃっ!?」などと小さく悲鳴を上げたりするが、気にしない。逃とう走そうしながら、カナタが後ろを見る。ミソラもつかず離はなれずの距離を保ち、カナタへ迫せまってきていた。

　こいつ、真っ直ぐだけじゃなくて、曲カがツりトも上う手まくなったな。

「どうよ、いくらあんたでもあたしからは逃げられないでしょ！」

　なおもカナタとの間合いを詰つめてくるミソラ。このままでは、ミソラに捕まってしまうが、カナタの表情は余よ裕ゆうありげだ。

　彼はふっと不敵な笑みを零こぼしたあと、大きく左に曲がる。そこには階段があり、カナタが三角飛びの要領で、壁を続けざまに蹴けり、勢い殺さず上階へ昇のぼっていく。一方でミソラはカナタの真ま似ねをしようとして、

「えっ!?　う、うそ……っ!?」

　勢いを上手く殺しきれず、頭から壁に突つっ込こんだ。直線運動の最中での一時的な曲がりならまだしも、階段のように角ばった動きが必要な場面では、運動神経の鈍にぶさが目立った。

　わりーな、ミソラ。頭から壁に突っ込んだ教え子を一いち瞥べつしたあと、カナタはそのまま屋上を目指した。







　本棟。屋上。

　白い鉄てつ扉ぴのドアを開け、陽光が降り注ぐもとへ出たカナタの前には、さっと後ろ髪がみを搔かきあげる少女の姿があった。

「ふっ、お馬ば鹿かなミソラに追い駆け回されたキミがここに来るのは想定済みだ」

「へー、用よう意い周しゆう到とうだな」

　感心するカナタの視線の先には、リコの姿があった。彼女は先が異様に膨ふくらんでいる懐かい中ちゆう電灯のようなもの──ネットランチャーを構え、カナタに狙いをつけている。しかもカナタの周囲には、浮ふ遊ゆうするグレーの直径一メートルほどの球体──浮遊機き雷らいが滞たい空くうしていた。戦術性の高い実技演習でたまに見かける、接近する物体を感知しトリモチを撒まき散らすタイプだ。

「これで逃げ道みちは全部塞ふさがれたな。さすがリコ。やるじゃんか」

「ふっ、それほどでもある。これでキミの左ひだり腕うでにあるワッペンは、女め神がみなわたしもので決まりだな」

　そう言って、リコが詰め寄ってくる。

　微塵も逃げ場がないにも拘かかわらず、カナタは普段と変わらぬ吞のん気きな面つら構えで、

「んっ、そういやさ。お前なら何人かにワッペンを欲しがられるんじゃないか？　本当に俺相手でいいのか？」

「凡ぼん人じんには、女神なわたしの魅み力りよくは理解できないからな」

　普段のカナタなら、ここで「ま、そうだろうな」などと相あい槌づちを打つことだろう。だが、この場面のカナタは逃げ切る必要があるので、

「ふーん。つまり、お前のワッペンがほしいっていう相手は一人もいなかったのか。ミソラと同レベルなんて、女神も落ちるところまで落ちたみたいだな」

　なんてことを、口にしてしまった。

「その手には乗らないぞ。わたしの女神な誇りプライドを傷つけて動どう揺ようさせようという手段だろう」

　ふつーはそう考えるだろうな。

　サバゲー特訓で、狡こう猾かつさは習得済みだ。この状じよう況きようで、カナタの発言に狙いがあるのを疑うのは当然だろう。だが、カナタの狙いは──

「べつにお前の誇りプライドを傷つけようってわけじゃねーよ。もとから、俺なんかが声をかけたところで動揺するようなもんじゃねーだろ」

「まあ、キミの言う通りだ」

「たださ、お前はミソラのことを甘く見過ぎてるよ。ミソラはただのお馬鹿じゃない、自宅を砲ほう撃げきしてしまうほどのすっげーお馬鹿だ」

「いったい何が言いたいんだ？」

「さーな。ただ女神なお前の策略の中で、ミソラがどう動くかきちんと計算してあるのかと思ってな」

「なにを言いたいかよくわからないが、キミのワッペンの確保が先だ」

　そう言って、リコがカナタにネットランチャーの狙いを定さだめる。しかしカナタは耳を澄すまし、狡猾に計算していた。

　リコが引き金を引こうとした直前、屋上の鉄扉が勢いよく開く。

「ようやく追いついたわよ……っ！」

　そこには、額を紅あかく腫はらしたミソラの姿があった。血気盛んな様子で、いままさにカナタに躍おどりかかろうとしている。

　予想外のことに、リコは眉み間けんに皺しわを寄せながらも、

「ミソラ、この男はわたしの獲え物ものだ。手を出すな」

　リコはすぐさまネットランチャーの引き金を絞しぼった。ここまで追い詰めながら、ミソラに横取りはさせないという素早い判断の結果だ。

　だが、それは同時に焦あせりでもあった。

　この状況を見み越こしていたカナタは半身を捻ひねってミソラの突撃チヤージを往いなし、ばしゅん！　という軽い音とともに展開したネットの中へ、ミソラを突っ込ませた。とたんにミソラはネットに吞のみこまれ、激しくもがき続ける。

「ちょ、ちょっとっ!?　リコ、あんたいきなりなにすんのよ……っ!?」

「順じゆん長ちように追い詰めていたというのに。ミソラ、キミは……っ!?」

　完璧な計画が崩くずされて、半ば怒いかりに震ふるえ、半ば失望するリコ。そんな彼女を見やり、

「わりーなリコ。じゃあ、あとは任せた」

　そう言い残して、カナタは校舎内へ帰ろうとする。

「くっ!?　ま、待て……っ!?」

　慌あわててリコは追おい駆かけようとしたが、そんな彼女の前に、どうにかネットを脱だつ出しゆつしたミソラが立ちはだかる。

「リコ。あんた、あたしが狙ねらっていたのを横から掠かすめとろうという魂こん胆たんね」

「ふっ、わたしが張った完全な罠わなを妨ぼう害がいしておいてよく言う」

「あたしにネットを射ち込んでおいて、お詫わびもせずにいい度胸じゃないの。ちょうどいいわ。リコ、あんたとはここで白黒着けておくべきだと思ってたのよ」

「ふっ、キミこそわたしの完全な計画を潰つぶしておいてよく言う。女神なわたしの前にひれ伏ふすがいい」

　じりじりと睨にらみ合うミソラとリコ。やがて緊きん張ちようが頂点ピークを迎むかえ、二人は屋上で取っ組み合う。平和な行事の裏で、キャットファイトが始まった。







　午前十一時頃。裏門付近。

　意中の相手のワッペンを奪うばう為ために奔ほん走そうする学生たちを見やりながら、カナタはベンチでのんびりとしていた。

　ちょうど木こ陰かげがあり、程よい安らぎを与あたえてくれる。

　と。金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女が、ゆっくりと正面から近づいてきた。

「そ、そのぅ……カナタさん」

「んっ、レクティ。どうしたんだ？」

「あ、あのぅ……今日はいい天気ですよね」

「ああ。そうだな」

　そう言ってレクティは、なにやら上うわ目め遣づかいでこちらを見上げてくる。

「それでそのぅ……ワ、ワッペンを頂きたいんですが」

「いくらお前の頼たのみとはいえ、このワッペンをやるわけにはいかねーよ」

「あ、あのぅ……ど、どうしてもダメでしょうか？」

「まーな。どうしてもダメだろ」

「そ、そのぅ……ど、どうしてもですか……っ!?」

　なにやら額に汗あせして、しどろもどろになりながら、カナタに訴うつたえかけてきたレクティ。彼女のそわそわした仕草を見やり、カナタは妙みようだなと思う。

　カナタの知る限り、レクティは我わが儘ままを言って他人を困らせる子ではない。となると、これは何かの作戦なのだろう。

　少し重圧プレツシヤーをかけてみるか、とカナタはレクティをじーっと見つめる。するとたちまち、レクティの眼があうあうっ!?　と泳いだ。

　レクティの視線が少し上に逸それた。カナタの頭よりやや上である。

　そういうことかっ！　とカナタが策を看破した刹せつ那な、

「主あるじよ。隙すきありです……っ!!」

　突とつ如じよとしてブレアが、樹きの上から降下してきた。おそらくレクティが気を引いている隙に、ブレアが奇き襲しゆうをしかける手て筈はずだったのだろう。

　しかし、看破したカナタはすぐにベンチから飛び退のく。大おお慌あわてでレクティがブレアを受け止めようとするが、勢いを殺しきれず、二人はそのまま激しく尻しり餅もちをつく。

「ぬぅ、二人がかりでもダメだったかっ!?」

「そ、そのぅ……ブレアさん。ど、どいてください」

　縺もつれ合って倒たおれたレクティとブレアを見やり、カナタが言う。

「へっ、わりーなレクティ、ブレア。仲間と協力してワッペンを獲とろうって考えは悪くないけどさ。でも、お前ら二人のチカラじゃまだ足りないぜ」

　そう言って、カナタが手を差し出し、二人を起こした。レクティとブレアから、戦せん意いがないことを感じ取ったのだ。

「そ、そのぅ……カナタさん。ありがとうございますっ！」

「主よ、かたじけのうございます」

　二人をベンチに座らせたあと、カナタは軽く話を聞いてみる。

「にしてもお前らは、動き出すのが遅おそかったな。ミソラやリコは行事が開始してすぐに、俺のワッペンを狙ってしかけてきたけど」

「あ、あのぅ……じ、じつはさっきまで同じクラスの男子生徒たちに追い回されていたんです」

「まったく。私は主一筋だというのに、けしからん話です」

　恥はずかしそうにレクティが言い、ブレアが大おお真ま面じ目めに批難する。

　二人とも迷めい惑わくこの上ないと思っているようだが、カナタは──

「そっかそっか。二人とも人気者でなによりだ」

　自分の教え子たちが異性からモテて、どこか上機き嫌げんな表情を浮うかべていた。教官としては、自らの教え子が評価されることは素直に嬉うれしいのである。

　そのあと軽く話をしてから、カナタが尋たずねる。

「そんでお前らはこれからどうするの？」

「悔くやしいですが、このまま正面切って戦っても主のワッペンを獲ることは敵かなわないでしょう。もう少し策を練ることにします」

　まだまだ諦あきらめるつもりはないらしい。

　へっ、やっぱ行事は全力で取り組まなくちゃな。カナタは頷うなずき、上機嫌で校舎裏をあとにした。







　お昼頃ごろ。本棟。展望中庭ガーデンテラス。

　本棟に面した一角に、パラソル付きの丸テーブルが置かれていた。やたらカップルばかりが眼につくそこで、カナタは昼食を摂とっていた。

　さてと残りは……ユーリか。あいつは特務だから、大変だろうな。

　熱々のマルゲリータピザにのんびりと舌した鼓つづみを打っていると、金きん髪ぱつの学生がこちらへ近づいてきた。

「ずいぶんと余よ裕ゆうですね。のんびり昼食とは」

「んっ、誰だれだお前？」

　カナタの視線の先には、さらっとした金色の髪かみにエメラルドブルーの瞳ひとみの、男子学生の制服を纏まとった人物の姿があった。

　じーっとカナタが視線を浴びせると、

「そ、その……わたしが誰だかわからないですか……っ!?」

　困ったようにしゅんと俯うつむいた。

　それを見て、カナタは小さく口の端はしをつりあげる。

「冗じよう談だん。工夫したじゃんか、ユーリ」

　からかわれたことがわかり、ユーリはほっと安あん堵どしたように胸むねを撫なで下ろす。普ふ段だんは濃のう紺こん色の髪を金色に染めることと男子学生の制服を着ることで、変装したらしい。ユーリの男装姿をカナタは何度か目もく撃げきしたことがあるため、看破することができたらしい。

　なるほど。これで、ファンの眼を欺あざむいたのか。ユーリの思い切りのよさに感心しながらも、カナタが尋ねる。

「にしてもさ、お前が自分から男装するなんて。ひょっとして、そっちの趣しゆ味みに目覚めてたりとかするの？」

　からかわれたユーリが思わず叫さけぶ。

「そ、そんなわけないじゃないですか……っ!?」

　直後、周りのカップルたちから一いつ斉せいに注目される。ユーリはしゅんとした声で、

「これは変装です。ファンの追つい跡せきから逃のがれるための」

「ふーん、そっか。ま、わかってたけどな」

「わ、わかっていたなら訊きかないでくださいよ……っ!?」

　完全にカナタのペースに乗せられるユーリ。その隙にカナタはピザを平らげ、椅い子すから立ち上がり、ユーリと対たい峙じする。

　正面切って声をかけてきたからには、ユーリは小細工なしでカナタのワッペンを獲るつもりなのだろう。

　特務小隊ロイヤルガードだけあって身体能力、判断力ともに優すぐれたユーリから逃にげ続けるのは厄やつ介かいそうだな、とカナタは思う。さてどうやって逃げたもんかな、と考えながらカナタはふと尋ねる。

「そういやクロエはどうなったかわかる？」

「いまはどこかに隠かくれてるみたいですね。今年はわたしも変装して誤ご魔ま化かしてますから、その分の皺しわ寄よせがクロエ先せん輩ぱいにいったようですよ」

　ユーリの言を聞き、カナタは腕を組んで考える素そ振ぶりをした。

「どうしたんですか？」

「いま気になったんだけどさ。俺の周りにいる奴やつらって、誰か一人ぐらい好きな男のワッペンを獲ろうとは思わないわけ？」

　その言葉を聞いたとたん、ユーリがいらっとする。み、みんな好きな人がいるからこそ、カナタ先輩を追い駆けているんですよっ!?　睨みつけるような彼女の眼まな差ざしがそう語るが、カナタはまるで気づかず、

「んっ、そんなに睨みつけてどうしたんだよ？」

「なんでもないです……っ!?」

　ぷんっとしながら、ユーリはカナタに言葉を返した。そのあと両者はテーブルを挟はさんで身を屈かがめ、いつでも駆け出せる姿勢を保つ。

「さてと、お前に捕つかまるわけにもいかねーから逃げさせてもらうぞ」

「そう簡単に逃のがしませんっ！」

　その直後、両者は一いつ斉せいに駆け出した。

　鍛きたえ上げた身体能力を駆く使しし、一気に更こう衣い棟とうへ向かって駆け出すカナタ。そんな彼に後おくれを取ることなく、ユーリも追い駆けてくる。

「ふーん、さすがはユーリ。いい動きじゃんか」

　本棟の昇しよう降こう口を駆け抜ぬけながら、カナタは思う。でも、わりーな。いくらお前でも一人だけじゃ俺を捕まえることはできねーよ。

　ふっと不敵な笑みを零こぼしたあと、カナタは右に曲がり、とある部屋へと駆け込む。微み塵じんも遅おくれることなく、ユーリもその背を追い駆けた。

「どうやらこれで終わりのようですねカナタ先輩」

「んっ、お前本当に入って来るの？」

「入るって、それは当然……──っ!?」

　言いかけ、ユーリが言葉を失った。無理もない。いま彼女が足を踏ふみ入れようとしているのは、更衣棟の男子トイレなのだ。いま眼の前にあるドアを潜くぐると、幾いくつかの用を足す器具がある空間に繫つながってしまう。

　しかも、もしかしたら用を足している最中の学生がいるかもしれない。

「ふーん。見た目は男性っぽいけど、心まではやっぱ無理か」

「カ、カナタ先輩っ!?　ひ、卑ひ怯きようです……っ!?　だ、男子トイレに逃げ込むだなんて……っ!?」

「お前だって男装して周りの眼を欺いてる癖くせに、なに言ってるんだよ」

　それからカナタは悠ゆう々ゆうと男子トイレの窓まどを開け、窓枠わくへ足をかける。

「ま、お前は入らなくて正解だと思うよ。なんつーか、汚よごれると思うし。んじゃ、そういうことで」

「ま、待ってくださいカナタ先輩……っ!?」

　背後から聞こえるユーリの声を聞き流しながら、カナタは容易たやすく追跡を振ふり切ってみせた。







　午後二時頃。小隊棟。Ｅ６０１小隊室。

「まだ誰も捕まえてないみたいね」

　ミソラの視線の先には、チカラのない表情を浮かべる仲間たちの姿があった。全員がカナタのワッペンを獲ろうと奮ふん闘とうしたが、徒労に終わっていた。

　成果を上げられない仲間たちにミソラが声をかけ、一度小隊室で協議することにしたのだ。

「わたしの場合は、ミソラの邪じや魔まさえ入らなければ完かん璧ぺきだったはずだが」

「あんたがあたしを囮おとりに使うからでしょうがっ！」

「あのぅ……カナタさんを捕まえるのは簡単なことじゃないと思います」

「うぬ。主を捕まえるのは、一ひと筋すじ縄なわではいかぬようだな」

「どうやらこのままでは、カナタ先輩を捕まえることはできないようですね」

　個々人のチカラでは限界がある、というのが全員の認識のようだ。

「仕方ないわね。じゃあここは、Ｅ６０１小隊らしく連れん携けいしてワッペンを獲ることにしましょう」

「だが、あの男のワッペンはひとつしかない。連携してワッペンを確保したとして、いったい誰のものになるんだ？」

「あのぅ……やっぱり獲とった人のものになるんじゃないでしょうか」

「うぬ。それが妥だ当とうだろうな。だが獲れなかった者たちには不満が残るだろう」

「いずれにせよ、この中の誰かが確保できるのでよしとしましょう。カナタ先輩のワッペンを獲れないよりはずっとマシです」

　ユーリの言を聞き、仲間たちが頷いた。

　小隊長としてミソラが指示を出す。

「じゃあ、ここにいる全員で連携してあいつを確保するっていうことで。文句なしの一発勝負でいくわよ……っ！」










　同時刻。校舎裏。大型倉庫。

　授業に必要な教材や備品が保管された広大な倉庫には、のんびりと歩くカナタの姿があった。

　外ではいまだに意中の相手のワッペンを狙ねらい学生たちが奮闘している。だが、大型倉庫内部はまだ安全だ。というのも静かな閉へい鎖さ環かん境きようなので反はん響きよう音が良く聞こえ、誰かが入ってきたらすぐに気づけるのである。

「んっ……？」

　のんびりと歩くカナタが、不意に足を止めた。倉庫の棚たなからごそごそという人の気配がしたのだ。

　気になったカナタがそちらを見やると、年に数回イベントで見かける、猫ねこやら犬やらの動物を模した着ぐるみが丁てい寧ねいに陳ちん列れつされていた。その中に紛まぎれて、あろうことかこちらを見やるクロエの姿があった。

「あっ！」

　カナタと眼が合い、クロエが間の抜けた声をあげた。

「へっ、わりーな。狭せまい環境だから、お前の気配にもすぐに気づけたよ」

「むぅ。もう少しでわたしの間合いに入ったのに……」

　不意討ちに失敗したクロエが潔いさぎよく姿を現す。このときになってカナタは、そういえばクロエがファンからの追跡を逃れ、身を隠していたことを想い出す。

「さてと悪いけどカナタ。ワッペンを獲らせてもらうよ」

「えー、ダメ。お前に獲られたらさ、お前のファンたちから俺が恨うらまれるじゃん」

「でもカナタはもとから嫌きらわれてるから、もう少しぐらい嫌われたっていいよね」

　やや非人道的なことを言うクロエ。どうやらファンに追い回され続けたことで、気き疲づかれしたらしい。

　それになにより、カナタのワッペンを獲るとお昼を一週間分奢おごってもらえるのだ。嗜し好こう品ひんであるチェリーパイを買う余よ裕ゆうもできるはず。いやが上にも、クロエも熱が入るというものだ。

　ただし、カナタのワッペンを確保する上で、クロエには致ち命めい的な欠点がある。

「そういうことなら、俺にだって考えがあるよ」

　クロエの追つい撃げきをどうにか振り切り、大型倉庫のドアを潜くぐる。その直後、外にいる学生たちを見やり、カナタが大きな声で叫んだ。

「あっ!?　特務小隊ロイヤルガードのクロエ・セヴェニーが大型倉庫にいる……っ!?」

　その直後、校舎裏をうろつく学生たちが、一斉にこちらを振り向く。そして大型倉庫の入り口にいるクロエを見つけた瞬間、学生たちはクロエのもとへ一気に駆け出した。

「カ、カナタの薄はく情じよう者……っ!?」

　ファンたちの迫はく力りよくに負けたクロエが慌あわてて、大型倉庫の中に隠れようとする。その際、クロエは自分が隠れていた場所にあった、愛くるしい猫の着ぐるみに気づいた。

　少し遅れて大型倉庫に殺到した学生たちがクロエを探すも、見つけられない。整然と着ぐるみが陳列してあった棚には、なぜか着ぐるみ一個分の隙すき間まができていた。







　午後三時過ぎ。更衣棟の二階廊ろう下か。

『待ちなさい……っ！』

　逃げ回るカナタを、ミソラが必死に追いかける。スピードとスタミナのあるミソラの動きには、これまでなかった明確な意思が感じられた。

　場当たり的に状じよう況きように対処するのではない。

　まるでカナタの逃げる方向を誘ゆう導どうするかのようだった。

　へっ、ようやく本気になったようだな。

　ミソラの狙いを看破したカナタが、敢あえて誘導されてやることにする。カナタは追い回された先にあるドアを潜り、屋外にある非常階段を使おうとする。すると、昇のぼり階段にはレクティがいて、

『そ、そのぅ……カナタさん。ここは通しません』

　と。通せんぼしてきた。

　むろん、非常階段の下にはブレアがいて、

『うぬ。主あるじよ、これまでです……っ！』

　カナタを通すまいと待ち構えていた。

　へー、ずいぶんと組織的な動きじゃんか。

　こりゃ裏には、リコがいるな。じわじわと三方向から距きよ離りを詰つめられながらも、カナタは不意にバク宙。突つっ込こんでくるミソラを躱かわし、カナタは屋内を通って階下へと逃にげる。

　しかしそれすら見み越こしていたように、一階ではユーリが待ち構えていた。

『隙すきありです、カナタ先せん輩ぱい』

　ネットランチャーを構えたユーリが入り口で待ち構えていた。

　ばしゅん！　軽い音ともに飛び出るネット。カナタは素早く方向転てん換かん。別の出口を求め、男子トイレへと向かう。

『リコさん、カナタ先輩が男子トイレの中に』

『だ、男子トイレ……っ!?』

　追いつきながらも、戸と惑まどうミソラ。そこへどこかで待機するリコから素早く指示が飛ぶ。

『ミソラ、入れ』

『は、入れるわけないでしょうが……っ!?』

『仕方ないな。ならキミは入り口を見張れ。レクティとブレアは窓の外に向かえ。ユーリはあの男の逃とう走そう方向を見越して、噴ふん水すい広場前だ』

　てきぱきと指示を出され、ミソラたちが素早く指示に従う。すると、

『あのぅ……リコさん。カナタさんが出てきました。噴水広場に向かっています』

『ユーリ。任せたぞ』

『はい、任せてください』

　大慌てで逃走するカナタを、本棟正面に位置する噴水広場で、ユーリが捉とらえた。

『カナタ先輩、ここは通しません……っ！』

　カナタの前に現れたユーリは、カナタを通すまいとフットワークを利かせる。そんなユーリを見やり、カナタは素直に称しよう賛さんする。

「いい動きだな」

『あいにくとこっちは普ふ段だんからトレーニングしてるんです。指導者に退しりぞいたカナタ先輩に負けるわけにはいきません……っ！』

　うん、それにしても本当にいい動きだな、とカナタは感心する。

　カナタの後方からはミソラたちが大急ぎで駆かけつけ、ユーリの後方にはリコが控ひかえている。

　ちゃんとチームとして機能してる。これならもう少し連携精度を高めれば、カナタを捕とらえることができるだろう。

『いまだ、全員でかかれ……っ!?』

　リコの声に応じ、ミソラたち五人が一いつ斉せいにカナタへ手を伸のばす。

「でも、まだ甘いぜ」

　ミソラが動きまわったせいでへばっているのを見越し、カナタは軽く跳ちよう躍やく。突っ込んできたミソラの肩かたを踏ふみ台にして、大きく跳躍する。

『えっ!?　しまった……っ!?』

「もう少し連携の精度を高めてみろよ、そうすりゃ次は──」

　言いかけ、カナタの口がとまる。しかし、ミソラたち五人の包囲は完璧に躱したはずである。ならばなぜ？　──答えはカナタの視線の先にあった。

「にゃっふる」

　なんと本棟の正面に、愛くるしい白猫──にゃんこたんの着ぐるみを纏まとった何者かが立ち塞がっていたからだ。

『誰だれよっ!?　あの着ぐるみ……っ!?』

　戸惑いながら、ミソラが叫さけぶ。
















『……にゃんこたん』

　思い当たる節があったユーリが、ぽつりとつぶやいた。

　大きな貌かおについた、くりくりとしたお目々。尖とがったお耳。手足は取ってつけたかのように細く、胴どう体たいは楕だ円えん形に近い。この愛くるしい幼児向けデザインは、ユーリの琴きん線せんに触ふれるものだったのだ。

「にゃふふふ、にゃふ」

　カナタを見やり、にゃんこたんがかかってこいとでも言うかのように、くいくいと猫手で挑ちよう発はつする。

　しかし、カナタは迂う闊かつには間合いに近づかない。

　額から脂あぶら汗あせを流しながら、カナタは確信していた。

　こいつ、できる……っ!?

　そのにゃんこたんは愛くるしいデザインとは裏腹に、微み塵じんも隙を窺うかがわせないのだ。それどころか、鍛きたえられた空士が持つ絶対の制空圏を感じさせる。こいつの間合いに入ったら墜おとされる、と直感させるようなチカラだ。

　次の瞬間。両者が同時に動いた。

　相手の右脇わきを抜ぬけようとするカナタに対し、にゃんこたんが僅わずかに体を右にずらす。その動きを見越したかのように、カナタは相手の左脇へ。しかし、にゃんこたんは重心の乗った右足を軸じくに、くるりと一回転し、回し蹴げりを放つ。

「げっ！　肉にく弾だん戦ありなのかよ……っ!?」

　カナタは左腕うでにチカラを込めて、防御ガード。それでもにゃんこたんの攻こう撃げきを受け止めきれず、吹ふき飛ばされた。そこへすかさず、にゃんこたんがフライングボディプレスで追おい撃うち。体勢を立て直す間を与あたえず、カナタへのしかかる。

「おい、お前ちょっとやり過ぎじゃ……」

　直後、どしんっ！

　のしかかられたカナタが地面に後頭部を強打し、気絶する。如い何かに不意をつかれたとはいえ、抵てい抗こうはできたはずだが、彼は相手を殴おう打だするのを躊躇ためらう仕草をみせていた。

　カナタの動きを読み、潰つぶしてみせたにゃんこたんを見やり、ミソラたちが騒さわぎだす。

『ちょ、ちょっとっ!?　あの着ぐるみ、あいつを仕留めたわよ……っ!?』

『ふむ。珍めずらしいことに、あの男が戸惑っていたように見えたが』

『あのぅ……こ、こういうときはどうしたら？』

『うぬ。なんというか、愛くるしい相手ゆえ戦い辛づらいな』

　困こん惑わくするミソラたちの中で、ユーリだけが謎なぞの襲しゆう撃げき者を見つめ、

『にゃんこたん』

　と、眼をときめかせていた。

　そのとき。にゃんこたんは、カナタのワッペンを剝はがそうとしていた。だが手先がまるくなっているためワッペンをうまく剝がせず、仕方なくカナタを肩に担かつぎあげていた。

　はっ!?　と我に返ったミソラが咎とがめる。

『こら、そこの着ぐるみっ！　そいつを返しなさい……っ!?』

　相手が暴力を使うなら、ミソラとて容よう赦しやするつもりはない。彼女は虚こ空くうから魔ま砲ほう剣けんを取り出し、容赦なくにゃんこたんに襲おそいかかる。

　しかし、にゃんこたんはミソラの斬撃を全て見切り、カナタを担いだまま巧こう妙みようなフットワークで躱してみせた。

「こ、この着ぐるみの分ぶん際ざいでちょこまかと……っ!?」

　右に左に、激しいフットワークに翻ほん弄ろうされるミソラ。そこへ

「にゃふっふ」

『ふごっ!?』

　にゃんこたんが放った右フックがミソラの顎あごにクリーンヒット。もとより接近戦では『無能』のミソラは意識がもうろうとし、膝ひざをついた。

『うぅ……っ！』

「にゃふにゃふ」

　まだまだだね、と指し摘てきするかのように、にゃんこたんが言い放ち、カナタを担いだまま去って行こうとする。

　侮あなどられた、と思ったミソラはかちんときた。刹せつ那な、スイッチの入った彼女の魔ま力りよくは高まり、不ふ穏おんなオーラを纏まとい始める。

『ミ、ミソラさんっ!?　それはダメです……っ!?』

　ユーリが警告したが、怒いかりで我を忘れたミソラはもう止まらない。感情に身を任せるまま、彼女は魔砲剣に魔力を注ぎ込み、得意の戦技を放とうとする。

　一方で。にゃんこたんも黙だまっているわけではない。にゃんこたんはおっとりながら、無む駄だのない仕草で魔ま砲ほう杖じようを展開。カナタを肩に担いだまま、魔砲杖を脇で絞しぼるようにして片手で構え、

『喰くらいなさいっ！』

「にゃっふる」




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター

　魔砲杖戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　白銀色の光渦と、紅あかい光渦の二つが学園の敷しき地ち内で激しくぶつかり合った。やがてチカラはお互たがいに炸さく裂れつし、大爆ばく発はつを引き起こす。

　そのあと爆ばく煙えんが晴れ、ミソラが驚きよう愕がくの声を漏もらした。

『うそっ!?　あ、あたしの収束ストラ魔イクブ砲ラスターを相そう殺さいした……っ!?』

　驚愕するミソラの視線の先には、カナタを担いで平然と佇たたずむにゃんこたんの姿があった。

　そんなとき、けたたましい声が聞こえてくる。

「こら、そこっ！　騒ぎをやめなさい……っ！」

　ミソラたちが見ると、フロンが〈レイブンネスト〉の隊員たちを従え、こちらへ駆け寄ってきていた。

「にゃっふる」

　一方で、にゃんこたんは、丸い手の先に紅い指向性魔ま力りよく弾だんをつくり、空中で炸裂させる。それは眩まばゆいばかりの閃せん光こうを生み出し、一いつ瞬しゆんでその場に居合わせた全員の視界を奪うばう。

　ミソラたちが気づいたときには、にゃんこたんはカナタの姿とともに消え去っていた。

『せ、せっかく頑がん張ばったのに……あいつを奪われたっ!?』

『そ、そのぅ……ミソラさん。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが、ミソラさんを睨にらんでますけど』

　落らく胆たんするミソラと、困惑するレクティ。

『め、面めん妖ような。一体何者なのだ、あの着ぐるみは？』

『ミソラの砲ほう撃げきを相殺したことといい、あの魔力光は……』

　驚愕するブレアと、何か勘かんづくリコ。そんな彼女たちの傍かたわらで、

『にゃんこたん……』

　ユーリ・フロストルがひどく名残なごり惜おしげな表情でつぶやいていた。







　現場をすたすたと走り去ったにゃんこたんの姿は、訓練場の近くにある雑ぞう木き林ばやしの中にあった。

　ずっと担いでいたカナタをそっと草地の上に置き、

「はあー、すごく暑かったー……っ!?」

　そう言って、頭の大きな被かぶりものを外した。

　すでにカナタは眼を覚まし、草地の上で寝ね転ころがりながら、にゃんこたんの中身と対面する。

「あれ？　驚おどろかないんだ？」

「まあな。俺の動きを見み越こしてたことといい、咄とつ嗟さの判断力といい、お前だってことは察しがついてたよ」

　着ぐるみ姿のクロエを見やり、カナタが指摘した。

　クロエは着ぐるみを脱ぬぎ、制服姿に戻もどると、カナタの腕うでにあるワッペンを剝がした。

「さてと。これで、わたしがカナタのワッペンをゲットだね」

　そう言って、天使のように微笑ほほえんでみせた。

　その純じゆん粋すい無む垢くな微笑みに呆あきれながら、カナタが言う。

「ったく、今いま頃ごろ学園中が必死になって探してるぞ。お前の姿が見えなくなったって」

「ふふっ、みんな苦労してるだろうね」

　うわー、これ本当のことが発バ覚レたら俺がますます悪役じゃんか、とカナタは少し憂ゆう鬱うつになる。

　教え子たちを育てる為ために悪役になるのはいいが、それ以外はどうにも納得できない。

「にしてもさ、お前さ。なんでここまでムキになって俺を捕つかまえたわけ？　いい年して大人げないぞ。ミソラたちが一いつ生しよう懸けん命めい追おい駆かけてるのに、横からかっさらうなんて」

「だ、だってさ……」

　咎められ、クロエが頰ほおを紅く染め上げて言った。

「……ピーチパイが食べたかったんだもん」

　最近ロイドにお昼を奢おごっていたせいで金欠気味のクロエ。カナタを捕まえれば、お昼を一週間奢ってもらえるという約束は、クロエにとって何よりも重大だったようだ。




　　　　＊＊＊




　後日。お昼休み。Ｅ６０１小隊室。

　教きよう卓たくに着くカナタを見やり、おもむろにミソラたちが声をかけてきた。

「ねえ、あんた。あのときさ、一体誰だれにワッペンを獲とられたのよ？」

「あの着ぐるみの動き、あれはただ者ではなかったぞ」

「そのぅ……すごい身のこなしでしたよね」

「ああ。相当の実力者であることに間ま違ちがいあるまい」

　どうやらあのにゃんこたんの正体が気になっているらしい。

　ただ一人、ユーリだけは、

「にゃんこたん……」

　と。心を奪われたかのように、つぶやいていた。

　そんな教え子たちを見やり、カナタが言う。

「ま、相手なんか誰でもいいじゃんか。しかもワッペン獲られた理由なんか知っちゃうと、お前らなんかやるせなくなっちゃうぞ」

「「「「「？　それってどういう意味よ？」」」」」

「さーな。ただデートはしない分、お腹いっぱいピーチパイを買わされたんだよ」

　呆れたかのように言うカナタの視線の先には、

「ふふっ。このピーチパイおいしい」

　またまたＥ６０１小隊室に入り浸り、天使のように微笑みながら、ピーチパイを食べるクロエの姿があった。


（書き下ろし）









　　　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼしです。

　お忙いそがしい中なか拙せつ著ちよを手に取って頂き、ありがとうございます。

　７巻は短編集ということで、各キャラの逸いつ話わが掲けい載さいされています。

　お愉たのしみ頂けると幸いです。







　それとお陰かげさまで、諸星悠ゆう二歳になりました……！

　思い返せばデビュー作『空戦魔導士候補生の教官１』の発売日が去る２０１３年７月19日。そして『空戦魔導士候補生の教官７』の発売日が、２０１５年７月18日です。

　おおっ！　「空戦」シリーズも二周年ですね……っ！

　ここ二年間にあったことを思い出してみると、わりと毎日原げん稿こうを書いてましたね。間ま違ちがいなく、僕の人生の中で最も充じゆう実じつしていた時間だったと思います。

　こんなに愉しい職業、他にないと思います。

　ライトノベル作家、最高です……っ！




　そしてちょうどデビュー二周年の２０１５年７月現在──

　アニメ『空戦魔導士候補生の教官』絶賛放映中でございます！




　あとがきを書いている現在はまだＴＶアニメ放送前なので、どきどきしながら待っているのですが、皆みな様さまいかがでしたでしょうか？

　先日初回のアフレコ現場を見学させていただいて、もうキャストさんの演技に魅み了りようされっぱなしでした。声優さんってスゴイですね。

　僕ももう少し頑がん張ばらなければ、といい影えい響きようを受けることができました。




　アニメの他にも、幾いくつかうれしいお知らせがあります。

　なんと今月はコミカライズ版「空戦」の２巻も発売されます。《ミストガン》でのカナタの指導もクライマックスを迎むかえるあたりだと思うので、愉しみにしていてください。原作とは一味違ちがった巧たくみな展開が楽しめますよ！




　さらに、７月は原作とアニメとコミックに加えて、もうひとつハッピーな情報があります。じつは今月発売のドラゴンマガジン９月号は、「空戦」が表紙を飾かざらせていただいておりますっ！

　わあー！　ぱちぱちぱち（拍はく手しゆ）！

　前々回の５月号でも表紙にさせていただいたのですが、９月号でも表紙ということで、今年は二回表紙をゲットです！　隔かく月げつ紙であるドラゴンマガジンの表紙を二回ということは、一年の三分の一は「空戦」ということで……自分的に一生に一度の奇き跡せきです！




　あまりにもうれしいお知らせが多すぎて、デビューから二年で一生分の運を使い果たしてしまった気がします。

　デビュー当初、運だけでデビューできた趣しゆ旨しの発言を１巻のあとがきでしていたのですが、それで考えるとまずいですね。運を使い果たしてしまったら、あとはもう何も残らないんですが、どうしよう。『ルパン三世・カリオストロの城』で偽にせ札さつを発見した銭ぜに形がた警部並みに、どうしよう、ですね（えっ!?　あのどうしようは、そんな深刻なシーンでは使われていないんですか……）。

　何はともあれ、原作はまだまだ続きますので、今後ともよろしくお願いいたします。







　最後に謝辞を。

　担当編集様へ。メディアミックスに関して、本当に親身になって対応して頂き、ありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

　甘あま味みみきひろさまへ。お忙しい中、綺き麗れいなイラストをありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

　獅し童どうありすさまへ。もうすぐコミックス、２巻発売ですね。今後ともよろしくお願いいたします。

　関係者の皆様へ。流通や販はん売ばい、印刷など、いつもお世話になっております。ありがとうございます。

　読者の皆様へ。皆様のお陰で、ここまで来ることができました。ありがとうございます。これからも応おう援えんをよろしくお願いいたします。




　次はカナタが大活かつ躍やくする８巻でお会いしましょう。それではっ！
















特別付録

　カバーイラストコレクション
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